
旭川 2023年8月1日 入札公告から適用 配点表 一般土木(河川・道路)、維持除雪

評価 配点 評価 配点 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点

7.0 3.0 7.0 3.0 7.0 7.0 7.0 5.0 8.0

3.5 1.5 3.5 1.5 3.5 3.5 3.5 2.5 4.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

8.0 3.0 8.0 3.0 8.0 8.0 8.0 5.0 8.0

7.3 2.8 7.3 2.8 7.3 7.3 7.3 4.6 7.3

6.6 2.6 6.6 2.6 6.6 6.6 6.6 4.2 6.6

5.9 2.4 5.9 2.4 5.9 5.9 5.9 3.8 5.9

5.2 2.2 5.2 2.2 5.2 5.2 5.2 3.4 5.2

4.5 2.0 4.5 2.0 4.5 4.5 4.5 3.0 4.5

3.8 1.8 3.8 1.8 3.8 3.8 3.8 2.6 3.8

3.1 1.6 3.1 1.6 3.1 3.1 3.1 2.2 3.1

2.4 1.4 2.4 1.4 2.4 2.4 2.4 1.8 2.4

1.7 1.2 1.7 1.2 1.7 1.7 1.7 1.4 1.7

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.3 0.8 0.3 0.8 0.3 0.3 0.3 0.6 0.3

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5

1.0 1.0 0.5 0.5 0.5 0.5 1.0 1.0 0.5 0.5 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

10.0 10.0
～ ～

0.0 0.0

選択

19.0 19.5 19.5 19.0 19.5 19.0 19.0 19.0 14.0 19.0

4.0 4.0 4.0 5.0 5.0 5.0 5.0 3.0 7.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5.0 5.0 5.0 6.0 6.0 6.0 6.0 5.0 8.0

4.6 4.6 4.6 5.5 5.5 5.5 5.5 4.6 7.3

4.2 4.2 4.2 5.0 5.0 5.0 5.0 4.2 6.6

3.8 3.8 3.8 4.5 4.5 4.5 4.5 3.8 5.9

3.4 3.4 3.4 4.0 4.0 4.0 4.0 3.4 5.2

3.0 3.0 3.0 3.5 3.5 3.5 3.5 3.0 4.5

2.6 2.6 2.6 3.0 3.0 3.0 3.0 2.6 3.8

2.2 2.2 2.2 2.5 2.5 2.5 2.5 2.2 3.1

1.8 1.8 1.8 2.0 2.0 2.0 2.0 1.8 2.4

1.4 1.4 1.4 1.5 1.5 1.5 1.5 1.4 1.7

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.6 0.6 0.6 0.5 0.5 0.5 0.5 0.6 0.3

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

1.0 (1.0) 1.0 (1.0) (1.0) 1.0 (1.0) 1.0 (1.0) 1.0 (1.0) 1.0 (1.0) 1.0 (1.0) 1.0 (1.0)

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

選択

2.0 2.0 2.0 2.0 1.0 1.0

0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 1.0 1.0 0.0 0.5

0.0 0.0 0.5 0.0

0.0 0.0

2.0 2.0 2.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.5 (0.5) 0.5 (0.5) (0.5) 0.5 (0.5) 0.5 (0.5) 0.5 (0.5) 0.5 (0.5)

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

1.0 1.0

選択 選択

（ ）書きは道路部門限定 18.5 (19.0) 18.5 (19.0) 18.5 (19.0) 18.5 (19.0) 18.5 (19.0) 18.5 (19.0) 18.5 (19.0) 18.5 (19.0) 12.5 17.5 1.0 1.0

20.0 20.0

×1.0 ×1.0

×0.5 ×0.5

×0.0 ×0.0

可

不可

×1.0 ×1.0

×0.5 ×0.5

×0.0 ×0.0

(-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

(-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5)

(-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

（ ）書きは道路部門限定

（ ）書きは道路部門限定

4.0 4.0

減

点

項

目

賃上げ未実施企業
賃上げを実施しなかった企業に対する減点措置
※技術提案評価型は「段階選抜後」に減点

段

階

選

抜

後

段

階

選

抜

後

段

階

選

抜

後

賃上げを実施する企業に
対する加点措置

賃上げの実施を表明した企業等を評価する。

（対前年度または前年比で、従業員に右記を表明している場合）

　※技術提案評価型は「段階選抜後」に加点

必

須
2.0 2.0 2.0 2.0

必

須

必

須

(-3.0)

(-0.5)

(-1.0)

(-1.5)

(-0.3) (-0.4)

19.0

30.0

14.0

2.0

必要に応じ
実施

2.0

(-3.0) (-3.0)

(-1.5)

必

須(-1.0)

(-1.5)

(-1.0)

(-1.5)

不可の
場合失格

(-1.5)

1.0

可or不可

(1.0)

1.0

技術
提案
に乗じ
る

(-1.0)

1.0

必

須

4.0

(1.0)

2.0

2.0

5.0

選

択

4.0

5.0

2.5

(-1.5)

(-1.0)

(-3.0)

(-1.5) (-1.5)

2.5

2.0

(-1.0)

(-0.5)

2.0

1.0

0.6

(-3.0)

段

階

的

選

抜

(1.0)

5.0

5.0

2.5

選

択

3.0

4.0 (4.5)

19.5

2.5

1.0

1.0

6.0 (6.5)

(-1.5)

2.5

1.0

(1.0)(1.0)

1.0

可or不可

(-1.0) (-1.0)

(-0.3)

2.5

選

択

※企業の実績と同点数
とする

※技術者の実績と同点
数とする

選

択

7.0

総

合

評

価

60.0

(-0.5) (-0.5)

必要に応じ実施

(-1.5)

(-1.0)

(-0.5)

70.0

70.0

※1

総

合

評

価

0-25

必

須

70.0

35-
60

70.0

ヒ

ア

リ

ン

グ

情報化施工技術活用
（有意義な技術があれば適
用）

NETIS登録技術の活用と重複加点はしない

企

業

企

業

（
地

域

）

その他

ＩＣＴの活用
（ＩＣＴ活用評価対象工事の
み）

80点以上81点未満

79点以上80点未満

78点以上79点未満

77点以上78点未満

76点以上77点未満

75点以上76点未満

より同種性の高い工事実績あり

74点以上75点未満

73点以上74点未満

NETIS登録技術活用
（新技術活用の原則
義務化部門は除く）

「有用な新技術」に位置づけられている関連分野での「自社開発技
術」を当該工事へ活用する

施
工
能
力
等

82点以上83点未満

小計

国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大賞「優秀賞」を含
む。）※国土交通省インフラDX大賞について、農業部門は除く。

局長表彰(同一事業部門限定)

工事成績優秀企業

施工上の課題に対する考え方等

過去2年度の北海道
開発局発注の全工
事（舗装含む）成績
の平均点（2年度対象。
ただし、2年度の実績がな
い場合は4年度を対象。過
去4年度の実績がない場
合は6年度対象。過去6年
度の実績が無い場合は8
年度。過去8年度の実績
が無い場合は10年度対
象）

2.0

ＷＬＢの推進企業の評価
(一般土木に適用）

次に掲げるいずれかの認定を受けている
・女性活躍推進法に基づく認定等・次世代法に基づく認定・若者雇用促進法に基づく認定

新技術導入促進(Ⅰ)
型での新技術活用
提案
※S型又は施工能力
評価型で適用可

維持工事の施工実
績
(道路部門のみ)

あり

提案された新技術の活用が有効かつ具体的的でない場合

72点以上73点未満

道内本店

82点以上83点未満

本支店、営業所の所
在地

関連分野での「自社開発技術」を当該工事へ活用する。又は、「有用
な新技術」で「他社開発技術」を当該工事へ活用する

優秀施工者国土交通大臣顕彰
者は表彰から10年間、技能士
は特級、１級、単一等級のみ加
点

建設マスター

必

須

4.0

(1.0)

技術提案（段階選抜
時）

技術提案

当年度の災害活動
の実態(協定の締結)

防災協定が締結されている

施工計画
施工計画が適切に記載されている

2.0

監理能力

一般的事項のみの記載となっている

技術提案（段階選抜
後）

・当該工事区間または箇所が年間維持除雪工事の区間内にある場
合、その年間維持除雪工事(工事区分「維持」)の施工実績が連続５
年以上

過去10年度の近隣
地域(開発建設部内)
での施工実績

小計

道内支店・営業所

選

択

簡易な技術提案

過去３年度以降の災
害活動の実態等(活
動実績又は防災活
動や支援体制)

施工計画

技

術

提

案

等

なし

北海道開発局i-Con奨励賞

国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大賞「国土交通大
臣賞」を含む。）※国土交通省インフラDX大賞について、農業部門は除く。

過去２年度の北海道開発
局長等優良工事表彰の有
無（２年度対象）及び工事
成績優秀企業認定の有無
（１年度対象）、北海道開
発局i-Con奨励賞（１年度
対象）又は受賞決定日か
ら2年間の国土交通省イン
フラDX大賞（旧：国土交通
省i-Construction大賞（２
年度対象）を含む。）（※局
長表彰、旭川開発建設部
長表彰、インフラDX大賞、
i-Con奨励賞、i-Con大賞
の重複評価は行わない。
工事成績優秀企業認定の
み重複評価を行う。）
※北海道開発局発注工事
に限る

81点以上82点未満

新技術を当該工事へ活用しない

登録基幹技能者

企

業

（
地

域

以

外

）

その他

技能士

過去15年度の同種
工事実績

施工上の課題に対し、最も優位な効果が期待できる

83点以上

登録基幹技能者等
の配置
（登録基幹技能者等の活用
対象工事のみ）

実績等が確認できること

一定の監理能力が期待できる

技術提案が不適切である

修補請求
（低入札工事であった場合は下段の点数）

施工計画の説明が適切である

上記以外

効果が期待できる

文書注意

口頭注意

(-1.0) (-1.0)

37.5 (38.0)

提案を十分に理解している

段階的選抜

企業

提案を理解している

上記以外

直近の措置

指名停止

技術提案等

企業（地域） 6.0 (6.5)

技
術
提
案
等

十分な監理能力が確認できる

ヒ

ア

リ

ン

グ

施工計画の説明が不適切である

配

点

合

計

3.0

技術提案に対する理
解度

5.0

同種性が認められる工事の実績あり

72点未満

施工上の課題に対し、効果が期待できる

高い効果が期待できる

効果が期待できる

不適切ではないが、一般的事項のみの記載となっている

一般的事項のみの記載となっている

高い効果が期待できる

○○○○事務所管内本店

施工計画が不適切である

旭川開発建設部管内本店

旭川開発建設部長表彰(同一事業部門限定)

NETIS登録技術の活用と重複加点はしない

施工上の課題に対し、優位な効果が期待できる

11.5

提案された新技術(NETIS登録)の活用が有効かつ具体的である場合

提案された新技術(NETIS未登録)の活用が有効かつ具体的である場
合

修補請求

合計

11.5

技術提案評価型

総

合

評

価

左記
に同
じ

7.0 8.0

8.0

WTO非WTO

8.0

A型

30(6点
×5提
案)

6.0

段

階

的

選

抜

3.0

段

階

的

選

抜

5.0

A型 S型

選

択

左記
に同
じ

可or不可

Ⅱ型
（難易度Ⅰ.

Ⅱ）

①局長表彰（同一事業部門限定）
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通大臣賞

より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者、特例監理技術
者又は現場代理人として従事

S型

8.0

3.0 3.0

技術士を有している又は１級土木経験年数５年以上
※２級が参加資格の場合は経験年数を省く
工種区分に応じて資格を追加する

評価基準

73点以上74点未満

72点未満

施工能力評価型

地域維持型
JV対象工事
（年間維持除

雪等）

２．５億未満
施工能力評価型Ⅰ・Ⅱ

Ⅰ型①
（難易度Ⅲ以上）

3.0

3.0 8.0

7.0

２．５億以上
施工能力評価型Ⅰ

Ⅰ型①
（難易度Ⅱ）

Ⅰ型①
（難又は難易
度Ⅳ以上）

Ⅰ型①
（昜、やや難で
難易度Ⅰ～

Ⅲ）

評価

3.0 3.0

10.0

必

須

3.07.0

3.0

75点以上76点未満

74点以上75点未満

8.0

3.0

3.0

3.0

2.2

2.0

10.0

1.2

1.0

0.8

0.0

評価項目

①旭川開発建設部長表彰(同一事業部門限定)
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通奨励賞

施工監理能力の確
認（書面）

CPDへの取組

83点以上

過去１０年度の北海
道開発局発注工事
の監理（主任）技術
者、特例監理技術者
又は現場代理人とし
ての成績 （当該工事
と同じ工事区分の任
意の1工事）
※ただし、当該工事が道路部
門であり、かつ工事区分が｢
一般土木｣の場合は、年間維
持除雪工事（工事区分｢維
持｣）の工事成績も評価対象
とする。

主任(監理)技術者の
資格

過去15年度の同種
工事の実績
同種性・立場

72点以上73点未満

過去４年度の北海道
開発局長等優良工
事表彰の有無

当該工事での留意事項
３項目程度まで

指定団体の一定数以上の認定あり

小項目
大
項
目

中
項
目

より同種性の高い工事において、監理技術者補佐又は担当技術者と
して従事、又は同種性が認められる工事において、監理（主任）技術
者、特例監理技術者又は現場代理人として従事

同種性が認められる工事において、監理技術者補佐又は担当技術
者として従事

81点以上82点未満

80点以上81点未満

79点以上80点未満

78点以上79点未満

77点以上78点未満

76点以上77点未満

上記以外

38.0 (38.5)

4.0 (4.5)6.0 (6.5)

37.5 (38.0) 37.5 (38.0)

4.0 (4.5)

11.5

段

階

選

抜

後

19.0

38.0 (38.5)

2.0 3.0

13.5 13.5

4.0

70.0

60.0 70.0

6.0 (6.5)

37.5 (38.0)

10.5

56.537.5 (38.0)

19.0

13.5

1.4

19.0

13.5

可or不可

(-1.0)

(-3.0)

10.0

10.0

(-1.5)

0.0

0.5

(1.0)

19.5

2.0

19.0

4.6

4.2

3.8

1.0

0.5

19.5

11.5

6.0 (6.5)

38.0 (38.5)

2.0

※１　ＷＬＢの配点については、段階選抜時に１点加算する。段階選抜後は加算されず、段階選抜時の技術提案評価点が段階選抜後の評価点と合算される。

　　　　（段階選抜時は、ＷＬＢの評価を加えた配点（ＷＬＢ＋技術配点）で評価。段階選抜後は、技術提案配点（段階選抜時＋段階選抜後）で評価。）

技術者

1.0

6.02.6

2.2

1.8

Ⅰ型②

7.0

8.0

3.0

5.05.0

H31以降
運用
Ⅱ型

7.0

8.0

3.0

4.0

段

階

的

選

抜

総

合

評

価

3.0

必要に応じ
実施

段階選抜後にヒア
リングを実施し、技
術者実績に乗じる

6.0

5.0

5.0

5.0

その他

技

術

者

必

須

必

須

選

択

2.0

1.5

0.0

3.0

2.8

2.6

2.4

1.8

1.6

1.4

3.0

1.5

1.0

0.5

2.0

1.0

2.0

2.0

2.5

5.0

1.0

1.0

1.0

0.5

2.0

(1.0)

0.0

3.4

3.0

1.0

2.5

(1.0)

～

0.0

4.0

0.0

6.0

2.5

3.0

2.5

企業の実績と技術者

の実績は適宜設定し、

同点数とする

最大 最大 最大 最大 最大 最大最大

最大 最大 最大 最大 最大 最大

最大

最大

最大

最大

最大

最大



旭川 2023年8月1日 入札公告から適用 配点表 一般土木(農業)

評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点

7.0 3.0 3.0 3.0 7.0 3.0 3.0 7.0 5.0 8.0

3.5 1.5 1.5 1.5 3.5 1.5 1.5 3.5 2.5 4.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

8.0 3.0 3.0 3.0 8.0 3.0 3.0 8.0 5.0 8.0

7.3 2.8 2.8 2.8 7.3 2.8 2.8 7.3 4.6 7.3

6.6 2.6 2.6 2.6 6.6 2.6 2.6 6.6 4.2 6.6

5.9 2.4 2.4 2.4 5.9 2.4 2.4 5.9 3.8 5.9

5.2 2.2 2.2 2.2 5.2 2.2 2.2 5.2 3.4 5.2

4.5 2.0 2.0 2.0 4.5 2.0 2.0 4.5 3.0 4.5

3.8 1.8 1.8 1.8 3.8 1.8 1.8 3.8 2.6 3.8

3.1 1.6 1.6 1.6 3.1 1.6 1.6 3.1 2.2 3.1

2.4 1.4 1.4 1.4 2.4 1.4 1.4 2.4 1.8 2.4

1.7 1.2 1.2 1.2 1.7 1.2 1.2 1.7 1.4 1.7

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.3 0.8 0.8 0.8 0.3 0.8 0.8 0.3 0.6 0.3

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5

1.0 1.0 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 1.0 1.0 0.5 0.5 0.5 0.5 1.0 1.0 1.0 1.0

10.0 10.0 10.0 10.0 10.0
～ ～ ～ ～ ～

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

選択

19.0 19.5 19.5 19.5 19.0 19.5 19.5 19.0 14.0

4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 5.0 5.0 5.0 3.0 7.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 6.0 6.0 6.0 5.0 8.0

4.6 4.6 4.6 4.6 4.6 5.5 5.5 5.5 4.6 7.3

4.2 4.2 4.2 4.2 4.2 5.0 5.0 5.0 4.2 6.6

3.8 3.8 3.8 3.8 3.8 4.5 4.5 4.5 3.8 5.9

3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 4.0 4.0 4.0 3.4 5.2

3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.5 3.5 3.5 3.0 4.5

2.6 2.6 2.6 2.6 2.6 3.0 3.0 3.0 2.6 3.8

2.2 2.2 2.2 2.2 2.2 2.5 2.5 2.5 2.2 3.1

1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 2.0 2.0 2.0 1.8 2.4

1.4 1.4 1.4 1.4 1.4 1.5 1.5 1.5 1.4 1.7

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.5 0.5 0.5 0.6 0.3

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

1.0 (1.0) 1.0 (1.0) 1.0 (1.0) 1.0 (1.0) 1.0 (1.0) 1.0 (1.0) 1.0 (1.0) 1.0 (1.0) 1.0 (1.0)

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

選択

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 1.0 1.0 1.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.5 0.5

0.0 0.0 0.0

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 1.0 1.0 1.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

1.0 1.0

選択

18.5 (19.5) 18.5 (19.5) 18.5 (19.5) 18.5 (19.5) 18.5 (19.5) 18.5 (19.5) 18.5 (19.5) 18.5 (19.5) 13.518.5 (14.5) 17.5 1.0 1.0

20.0 20.0

×1.0 ×1.0

×0.5 ×0.5

×0.0 ×0.0

可

不可

×1.0 ×1.0

×0.5 ×0.5

×0.0 ×0.0

(-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

(-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5)

(-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

（ ）書きは農業部門限定

賃上げを実施する企業に
対する加点措置

賃上げの実施を表明した企業等を評価する。
必

須

配

点

合

計

技術提案等

企業

合計

企業（地域）

修補請求

賃上げ未実施企業
賃上げを実施しなかった企業に対する減点措置
※技術提案評価型は「段階選抜後」に減点

技術者

修補請求
（低入札工事であった場合は下段の点数）

　　　　（段階選抜時は、ＷＬＢの評価を加えた配点（ＷＬＢ＋技術配点）で評価。段階選抜後は、技術提案配点（段階選抜時＋段階選抜後）で評価。）

6.0

38.0 (39.0) 38.0 (39.0)37.5 (38.5)

6.0 4.06.0

37.5 (38.5) 38.0 (39.0)

6.0

減

点

項

目

直近の措置

指名停止

文書注意

口頭注意
必

須

19.0

(-1.0)

6.0

(-1.5)

(-1.0)

(-3.0)

19.5

12.5(13.5)

19.5

12.5(13.5)

(-1.5)

12.5(13.5)

(-1.0)

12.5(13.5)

4.0 4.0（対前年度または前年比で、従業員に右記を表明している場合）

　※技術提案評価型は「段階選抜後」に加点

段

階

選

抜

後

段

階

選

抜

後

段

階

選

抜

後

2.0 2.0 2.0 2.0 3.0 4.02.0

段

階

選

抜

後

2.02.0 2.0

7.0

1.0

必要に応じ
実施

1.0

(1.0)

5.0

2.5 2.5

3.0

段

階

的

選

抜

5.0

1.0

可or不可

5.0

6.0

2.5

1.0

6.0

1.0

総

合

評

価

7.0

8.0

3.0

3.0

3.0

(2.0)

1.0

30(6点
×5提
案)

3.0

段

階

的

選

抜

(-3.0)

(-1.0)

不可の
場合失

格

(-5.0) (-5.0)(-3.0)

(-1.0)

(-1.5)

段

階

的

選

抜

10

2.0

(1.0)

(2.0)

1.0

(1.0)

1.0

2.0

(1.0)

2.0

1.0

(2.0)

選

択

提案された新技術(NETIS未登録)の活用が有効かつ具体的である場
合

北海道開発局i-Con奨励賞

(1.0)

2.0

(1.0)

(2.0)

2.52.5

1.0

あり

「有用な新技術」に位置づけられている関連分野での「自社開発技
術」を当該工事へ活用する

技術提案（段階選抜
時）

技
術
提
案
等

ヒ

ア

リ

ン

グ

技

術

提

案

等

技術提案に対する理
解度

監理能力

十分な監理能力が確認できる

不適切ではないが、一般的事項のみの記載となっている

技術提案が不適切である

一定の監理能力が期待できる

高い効果が期待できる

効果が期待できる

一般的事項のみの記載となっている

施工計画

施工上の課題に対し、最も優位な効果が期待できる

効果が期待できる

施工計画が不適切である

ヒ

ア

リ

ン

グ

施工計画

CPDへの取組

72点以上73点未満

小計

過去15年度の同種
工事実績

73点以上74点未満

企

業

（
地

域

以

外

）

提案された新技術の活用が有効かつ具体的的でない場合

企

業

企

業

（
地

域

）

その他

ＩＣＴの活用
（ＩＣＴ活用評価対象工事のみ）

新技術を当該工事へ活用しない

「情報化施工技術の活用ガイドライン」に基づき加点する。

登録基幹技能者

指定団体の一定数以上の認定あり

83点以上

過去３年度以降の災
害活動の実態等(活
動実績又は防災活
動や支援体制)

実績等が確認できること

旭川開発建設部管内本店

ＷＬＢの推進企業の評価
(一般土木に適用）

提案された新技術(NETIS登録)の活用が有効かつ具体的である場合

局長表彰(同一事業部門限定)

より同種性の高い工事実績あり

次に掲げるいずれかの認定を受けている
・女性活躍推進法に基づく認定等・次世代法に基づく認定・若者雇用促進法に基づく認定

道内本店

81点以上82点未満

80点以上81点未満

76点以上77点未満

75点以上76点未満

過去２年度の北海道開
発局長等優良工事表
彰の有無（２年度対象）
及び工事成績優秀企業
認定の有無（１年度対
象）、北海道開発局i-
Con奨励賞（１年度対
象）（※局長表彰、旭川
開発建設部長表彰、i-
Con奨励賞の重複評価
は行わない。）

小計

技能士

78点以上79点未満

77点以上78点未満

過去2年度の北海道
開発局発注の全工
事（舗装含む）成績の
平均点（2年度対象。た
だし、2年度の実績がない
場合は4年度を対象。過去
4年度の実績がない場合
は6年度対象。過去6年度
の実績が無い場合は8年
度。過去8年度の実績が無
い場合は10年度対象）

74点以上75点未満

なし

過去10年度の近隣
地域(開発建設部内)
での施工実績

79点以上80点未満

新技術導入促進(Ⅰ)
型での新技術活用提
案
※S型又は施工能力
評価型で適用可

当年度の災害活動
の実態(協定の締結)

NETIS登録技術活用
（新技術活用の原則
義務化部門は除く）

82点以上83点未満

技術提案評価型

段

階

的

選

抜

0-25

35-
60

5.0 8.0

3.0 3.0

8.0

8.0

選

択

選

択

総

合

評

価

必

須

選

択

必要に応じ実施

3.0

7.0

81点以上82点未満

3.0

3.0

施工計画の説明が適切である

一般的事項のみの記載となっている

同種性が認められる工事の実績あり
4.0

72点未満

高い効果が期待できる

旭川開発建設部長表彰(同一事業部門限定)

施工上の課題に対する考え方等

段階的選抜

上記以外

施工上の課題に対し、優位な効果が期待できる

施工上の課題に対し、効果が期待できる

施工計画が適切に記載されている

簡易な技術提案

技術提案（段階選抜
後）

技術提案

72点未満

情報化施工技術活用

WTO

Ⅱ型
（難易度Ⅰ）

Ⅰ型①
（難または難
易度Ⅳ以上）

H31以降
運用
Ⅱ型

Ⅰ型①
（難または難
易度Ⅳ以上）

S型 A型 S型 A型

非WTO
２．５億以上

施工能力評価型Ⅰ

Ⅰ型②

Ⅰ型①
（易、やや難で
難易度Ⅰ～

Ⅲ）

1.6億未満
Ⅰ型①

（難易度Ⅱ）

1,0～2.5億
Ⅰ型①

（易、やや難で
難易度Ⅱ、Ⅲ）

大
項
目

中
項
目

小項目

２．５億未満
施工能力評価型Ⅰ・Ⅱ

評価基準

施工能力評価型評価項目

過去15年度の同種
工事の実績
同種性・立場

より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者、特例監理技術
者又は現場代理人として従事

必

須

72点以上73点未満

過去４年度の北海道
開発局長等優良工
事表彰の有無

82点以上83点未満

より同種性の高い工事において、監理技術者補佐又は担当技術者と
して従事、又は同種性が認められる工事において、監理（主任）技術
者、特例監理技術者又は現場代理人として従事

同種性が認められる工事において、監理技術者補佐又は担当技術
者として従事

83点以上

3.0

3.0

3.0 3.0

8.0

3.0

3.0

3.0

技

術

者

施
工
能
力
等

施工監理能力の確
認（書面）

38.0 (39.0)
※１　ＷＬＢの配点については、段階選抜時に１点加算する。段階選抜後は加算されず、段階選抜時の技術提案評価点が段階選抜後の評価点と合算される。

2.0

旭川開発建設部長表彰(同一事業部門限定)

工事成績優秀企業

必

須

5.0

優秀施工者国土交通大臣顕彰
者は表彰から10年間、技能士
は特級、１級、単一等級のみ加
点

建設マスター

30.0

4.0

70.0

当該工事での留意事項
３項目程度まで

70.0

7.0

3.0
※企業の実績と同点数
とする

60.0

70.0

※1

(-5.0)(-5.0)

選

択

70.0

総

合

評

価

※技術者の実績と同点
数とする

14.5(15.5)

38.0 (39.0)

11.5(12.5)

37.5 (58.5) 70.0

2.0

14.0

4.0

37.5 (38.5)

19.5

60.0

可or不可

19.0

14.5(15.5)

選

択

施工計画の説明が不適切である

19.5

14.5(15.5)

19.0

(-3.0)

19.5

14.5(15.5)

(-3.0)

(-1.5)(-1.5)

提案を十分に理解している

提案を理解している

上記以外

(-3.0) (-3.0) (-3.0)

(-1.5)

選

択

必

須

上記以外

過去１０年度の北海
道開発局発注工事
の監理（主任）技術
者、特例監理技術者
又は現場代理人とし
ての成績 （当該工事
と同じ工事区分の任
意の1工事）

局長表彰（同一事業部門限定）

80点以上81点未満

79点以上80点未満

78点以上79点未満

77点以上78点未満

76点以上77点未満

75点以上76点未満

74点以上75点未満

73点以上74点未満

技術士を有している又は１級土木経験年数５年以上
※２級が参加資格の場合は経験年数を省く
工種区分に応じて資格を追加する

主任(監理)技術者の
資格

その他

本支店、営業所の所
在地

その他

関連分野での「自社開発技術」を当該工事へ活用する。又は、「有用
な新技術」で「他社開発技術」を当該工事へ活用する

NETIS登録技術の活用と重複加点はしない

防災協定が締結されている

道内支店・営業所

登録基幹技能者等
の配置
（登録基幹技能者等の活用対
象工事のみ）

2.0

(-1.0) (-1.0)(-1.0) (-1.0)

2.02.0

(-1.5)

必

須

(-1.5)

必

須

(-1.5)

総

合

評

価

2.02.0

(-1.0)

(-1.5)

必

須

5.0

2.5

3.0

8.0

10

4.0

5.0

4.0

3.0

5.0

2.5

6.0

2.5

3.0

10

4.0

5.0

1.0

1.0

10

左記
に同
じ

1.0

技術
提案
に乗じ
る

5.0

左記
に同
じ

70.0

必要に応じ
実施

段階選
抜後にヒ
アリング
を実施
し、技術
者実績
に乗じる

(2.0)

(1.0)

5.0

2.5

1.0

(1.0)

1.0

(2.0)

(1.0)

4.0

2.5

10

最大 最大

企業の実績と技術者

の実績は適宜設定し、

同点数とする

最大 最大最大 最大 最大 最大

最大 最大 最大

最大

最大

最大

最大

最大

最大

最大

最大

最大

最大

最大

最大



旭川 2023年8月1日 入札公告から適用 配点表 舗装

評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点

施
工
能
力

7.0 7.0 3.0 3.0 3.0 7.0 5.0 8.0

3.5 3.5 1.5 1.5 1.5 3.5 2.5 4.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

8.0 8.0 3.0 3.0 3.0 8.0 5.0 8.0

7.3 7.3 2.8 2.8 2.8 7.3 4.6 7.3

6.6 6.6 2.6 2.6 2.6 6.6 4.2 6.6

5.9 5.9 2.4 2.4 2.4 5.9 3.8 5.9

5.2 5.2 2.2 2.2 2.2 5.2 3.4 5.2

4.5 4.5 2.0 2.0 2.0 4.5 3.0 4.5

3.8 3.8 1.8 1.8 1.8 3.8 2.6 3.8

3.1 3.1 1.6 1.6 1.6 3.1 2.2 3.1

2.4 2.4 1.4 1.4 1.4 2.4 1.8 2.4

1.7 1.7 1.2 1.2 1.2 1.7 1.4 1.7

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.3 0.3 0.8 0.8 0.8 0.3 0.6 0.3

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5

1.0 1.0 1.0 1.0 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 1.0 1.0 1.0 1.0

10.0 10.0 10.0
～ ～ ～

0.0 0.0 0.0

選択

19.0 19.0 19.5 19.5 19.5 19.0 14.0 19.0

4.0 4.0 4.0 4.0 5.0 5.0 3.0 7.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5.0 5.0 5.0 5.0 6.0 6.0 5.0 8.0

4.6 4.6 4.6 4.6 5.5 5.5 4.6 7.3

4.2 4.2 4.2 4.2 5.0 5.0 4.2 6.6

3.8 3.8 3.8 3.8 4.5 4.5 3.8 5.9

3.4 3.4 3.4 3.4 4.0 4.0 3.4 5.2

3.0 3.0 3.0 3.0 3.5 3.5 3.0 4.5

2.6 2.6 2.6 2.6 3.0 3.0 2.6 3.8

2.2 2.2 2.2 2.2 2.5 2.5 2.2 3.1

1.8 1.8 1.8 1.8 2.0 2.0 1.8 2.4

1.4 1.4 1.4 1.4 1.5 1.5 1.4 1.7

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.6 0.6 0.6 0.6 0.5 0.5 0.6 0.3

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

1.0以上 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

1.0未満 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.7以上 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.7未満 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.5以上 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.5未満 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

選択

1.0 (1.0) 1.0 (1.0) 1.0 (1.0) 1.0 (1.0) 1.0 (1.0) 1.0 (1.0) 1.0 (1.0)

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

選択

2.0 2.0

0.0 1.0 0.0 1.0 1.0 1.0

0.0 0.0 0.5 0.5

0.0 0.0 0.0 0.0

2.0 1.0 2.0 1.0 1.0 1.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

選択

12.5 17.5

20.0 20.0

×1.0 ×1.0

×0.5 ×0.5

×0.0 ×0.0

可

不可

×1.0 ×1.0

×0.5 ×0.5

×0.0 ×0.0

(-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

(-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5)

(-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

（ ）書きは道路部門限定

（ ）書きは道路部門限定

賃上げを実施する企業に対する加点措
置

減

点

項

目

(-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0)

必

須修補請求

配

点

合

計

技術提案等

企業（地域） 6.0(6.5) 4.0(4.5)

企業

技術者

直近の措置

合計 41.5(42.0) 40.0(40.5) 42.0(42.5) 39.5(40.0)

可or不可

18.5 16.5

4.0 4.0

段

階

選

抜

後

段

階

選

抜

後

段

階

選

抜

後

段

階

選

抜

後

賃上げの実施を表明した企業等を評価する。

（対前年度または前年比で、従業員に右記を表明している場合）

　※技術提案評価型は「段階選抜後」に加点

3.0
必

須
3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 4.0

(1.0)

技術
提案
に乗
じる

70.0

維持工事の施工実績
(道路部門のみ)

過去10年度の近隣地域(開
発建設部内)での施工実績

監理能力

十分な監理能力が確認できる

技術提案に対する理解度

施工計画 必

須

旭川開発建設部管内本店

技術提案（段階選抜後）

高い効果が期待できる

当年度の災害活動の実態
(協定の締結)

簡易な技術提案

提案を十分に理解している

可or不可

賃上げ未実施企業

73点以上74点未満

72点以上73点未満

建設マスター

技能士

主要機械の元請比率

79点以上80点未満

78点以上79点未満

77点以上78点未満

76点以上77点未満

75点以上76点未満

舗装施工管理技術者（日本
道路建設業協会認定資格）
の配置

1級×1＋2級×0.5

技能者の元請比率

過去２年度の北海道開発局長等
優良工事表彰の有無（２年度対
象）及び工事成績優秀企業認定の
有無（１年度対象）、北海道開発局
i-Con奨励賞（１年度対象）又は受
賞決定日から2年間の国土交通省
インフラDX大賞（旧：国土交通省i-
Construction大賞（２年度対象）を
含む。）（※局長表彰、旭川開発建
設部長表彰、インフラDX大賞、i-
Con奨励賞、i-Con大賞の重複評
価は行わない。工事成績優秀企業
認定のみ重複評価を行う。）
※北海道開発局発注工事に限る

NETIS登録技術活用
（新技術活用の原則義務化
部門は除く）

「有用な新技術」に位置づけられている関連分野での「自
社開発技術」を当該工事へ活用する

NETIS登録技術の活用と重複加点はしない

北海道開発局i-Con奨励賞

旭川開発建設部長表彰(同一事業部門限定)

1.0

4.0

2.5

10

1.0

5.0

2.5

3.0

より同種性の高い工事において、監理技術者補佐又は担
当技術者として従事、又は同種性が認められる工事にお
いて、監理（主任）技術者、特例監理技術者又は現場代理
人として従事

同種性が認められる工事において、監理技術者補佐又は
担当技術者として従事

優秀施工
者国土交
通大臣顕
彰者は表
彰から10
年間、技
能士は特
級、１級、
単一等級
のみ加点

登録基幹技能者

4.0

選

択

74点以上75点未満

3.0

・当該工事区間または箇所が年間舗装維持工事の区間
内にある場合、その年間舗装維持工事(工事区分「維持」)
の施工実績が連続５年以上

国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大賞
「国土交通大臣賞」を含む。）※国土交通省インフラDX大賞につ
いて、農業部門は除く。

国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大賞
「優秀賞」を含む。）※国土交通省インフラDX大賞について、農
業部門は除く。

関連分野での「自社開発技術」を当該工事へ活用する。又は、
「有用な新技術」で「他社開発技術」を当該工事へ活用する

7.0

76点以上77点未満

75点以上76点未満

74点以上75点未満

77点以上78点未満

73点以上74点未満

72点以上73点未満

72点未満

82点以上83点未満

81点以上82点未満

80点以上81点未満

79点以上80点未満

78点以上79点未満

8.0

83点以上

8.0 3.0

①旭川開発建設部長表彰(同一事業部門限定)
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通奨励賞

主任(監理)技術者の資格
技術士を有している又は土木施工監理技士、建設機械施
工技士、国土交通大臣が認定した者（必須のため、加点
なし）

選

択

過去４年度の北海道開発
局長等優良工事表彰の有
無
※舗装工事での表彰のみを加点対象
とする

①局長表彰（同一事業部門限定）
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通大臣賞

過去2年度の北海道開発局
発注の全工事（舗装含む）
成績の平均点（2年度対象。た
だし、2年度の実績がない場合は4
年度を対象。過去4年度の実績が
ない場合は6年度対象。過去6年度
の実績が無い場合は8年度。過去
8年度の実績が無い場合は10年度
対象）

より同種性の高い工事実績あり

新技術を当該工事へ活用しない

同種性が認められる工事の実績あり

83点以上

当該工事での留意事項
３項目程度まで

施工監理能力の確認（書
面）

小計

指定団体の一定数以上の認定あり

82点以上83点未満

81点以上82点未満

80点以上81点未満

技

術

者

より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者、特
例監理技術者又は現場代理人として従事

過去15年度の同種工事の
実績
同種性・立場

必

須過去10年度の北海道開発
局発注工事の監理（主任）
技術者、特例監理技術者
又は現場代理人の成績
※当該工事と同じ工事区分
の任意の1工事。
※同一事業部門（道路部門のみ対象）
の年間舗装維持工事の工事区分「舗
装」の成績も評価対象とする

CPDへの取組

技術提案評価型

大
項
目

中
項
目

小項目

非WTO WTO

0.8億未満
Ⅱ型

0.8～2.5億未満
Ⅰ型①

Ⅰ型① Ⅰ型② S型 A型 S型

２．５億以上
施工能力評価型Ⅰ

0.8～2.5億未満
Ⅱ型

２．５億未満
施工能力評価型Ⅰ・Ⅱ

評価項目

評価基準

施工能力評価型

0.8億未満
Ⅰ型① A型

3.0

3.0 7.0

2.5 2.5

選

択

5.0

5.0 8.0

5.0

3.0

8.0

段

階

的

選

抜

技
術
提
案
等

施工計画

必要に応じ実
施

必要に応じ実
施

過去３年度以降の災害活
動の実態等(活動実績又は
防災活動や支援体制)

施工計画が適切に記載されている
施工計画が不適切である

小計

段階選抜
後にヒア
リングを
実施し、
技術者実
績に乗じ
る

段

階

的

選

抜

技

術

提

案

等

技術提案

施工上の課題に対し、最も優位な効果が期待できる

一定の監理能力が期待できる

企

業

企

業

（
地

域

）

過去15年度の同種工事実
績

ＩＣＴの活用
（ＩＣＴ活用評価対象工事のみ）

提案された新技術(NETIS未登録)の活用が有効かつ具体
的である場合

提案された新技術の活用が有効かつ具体的的でない場
合

技術提案（段階選抜時）

高い効果が期待できる

企

業

（
地

域

以

外

）

1.0

2.0

道内支店・営業所

(1.0)

その他

あり
2.0

情報化施工技術活用
（有意義な技術があれば適用）

登録基幹技能者等の配置
（登録基幹技能者等の活用
対象工事のみ）

新技術導入促進(Ⅰ)型での
新技術活用提案
※S型又は施工能力評価型
で適用可

効果が期待できる

一般的事項のみの記載となっている

本支店、営業所の所在地

○○○○事務所管内本店

21.0(23.0)

提案された新技術(NETIS登録)の活用が有効かつ具体的
である場合

技術提案が不適切である

施工上の課題に対する考え方等

効果が期待できる

一般的事項のみの記載となっている

施工上の課題に対し、優位な効果が期待できる

施工上の課題に対し、効果が期待できる

不適切ではないが、一般的事項のみの記載となっている

施工計画の説明が適切である

工事成績優秀企業

2.5

舗

装

工

事

に

お

い

て

選

択

必

須

必

須

必

須

(-4.0)

施工計画の説明が不適切である

元請比率=（元請が保有している配置予定主要
機械数＋子会社が保有している配置予定主要
機械数＋元請が長期リースしている配置予定
主要機械数）／全配置予定主要機械数
※ＩＣＴ対象工事では評価対象外

元請比率=(元請の配置予定技能者数＋子会社
の配置予定技能者数)／全配置予定技能者数

1.0

72点未満

1.0

5.0

局長表彰(同一事業部門限定)

1.0

上記以外

段階的選抜

選

択

ヒ

ア

リ

ン

グ

ヒ

ア

リ

ン

グ

19.519.0

70.0 60.0

60.0

(-5.0)

30.0

(-5.0)

2.0

70.0

(-5.0)

選

択

4.0(4.5)

(-1.5)

(-1.0)

14.0

56.5 70.0

総合
評価

1.0

19.0

20.5(21.0)

段

階

的

選

抜

8.0

2.5

3.0

総

合

評

価

7.0

19.5

1.0

20.5(21.0)

2.5

4.0

5.0

1.0

10

3.0 3.0

3.0

3.0

6.0

5.0

上記以外

(-1.5)

賃上げを実施しなかった企業に対する減点措置
※技術提案評価型は「段階選抜後」に減点

指名停止

文書注意

口頭注意

(-1.5)

(-1.0)

道内本店

提案を理解している

なし

1.01.0 1.0

1.0

(1.0)

1.0

70.0

(-3.0)

20.5(21.0)

(-1.5)

19.0

16.5

4.0(4.5)

39.5(40.0)

(-1.0)

10.5

4.0(4.5)

必

須

70.0

0-25

35-
60

30(6
点×
5提
案)

必

須

(-1.5)

(-1.0)

(-1.5)

(-1.0)

左記
に同
じ

不可の
場合失格

総

合

評

価

6.0

1.0

1.0

(1.0)

必要に応じ実施

左記
に同
じ

総

合

評

価

(-1.5)

1.0

5.0

20.5(21.0)

1.0

40.0(40.5)

3.0

1.0

1.0

(1.0)

2.0

2.0

20.5(21.0)

(-1.5)

(-1.0)

(-3.0)

19.5

14.5

6.0(6.5)

(1.0)

1.0

1.0

16.5

1.0

その他

実績等が確認できること

防災協定が締結されている

4.0

5.0

2.5

1.0

16.5

1.0

1.0

(-1.0)修補請求
（低入札工事であった場合は下段の点数）

(-1.0)

その他

3.0

3.0

3.0

10

8.07.0

3.0

※企業の実績と同点数と
する

(1.0)

段

階

的

選

抜

選

択

※技術者の実績と同点数
とする

選

択

0.8億以上の場合、ＪＶは平均する

こと。

0.8億以上の場合、ＪＶは平均すること。

最大 最大 最大 最大 最大

企業の実績と技術者の実

績は適宜設定し、同点数

とする

最大 最大最大 最大 最大 最大

最大

最大

最大

最大

最大

最大

最大

最大



旭川 2023年8月1日 入札公告から適用 配点表 鋼橋上部・上部鋼構造物

評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点

7.0 3.0 3.0 7.0 5.0 8.0

3.0 1.5 1.5 3.5 2.5 4.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

8.0 3.0 3.0 8.0 5.0 8.0

7.3 2.8 2.8 7.3 4.6 7.3

6.6 2.6 2.6 6.6 4.2 6.6

5.9 2.4 2.4 5.9 3.8 5.9

5.2 2.2 2.2 5.2 3.4 5.2

4.5 2.0 2.0 4.5 3.0 4.5

3.8 1.8 1.8 3.8 2.6 3.8

3.1 1.6 1.6 3.1 2.2 3.1

2.4 1.4 1.4 2.4 1.8 2.4

1.7 1.2 1.2 1.7 1.4 1.7

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.3 0.8 0.8 0.3 0.6 0.3

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5

CPDへの取組 1.0 1.0 0.5 0.5 0.5 0.5 1.0 1.0 1.0 1.0

10.0 10.0
～ ～

0.0 0.0

その他 選択

19.0 19.5 19.5 19.0 14.0 19.0

4.0 4.0 5.0 5.0 3.0 7.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5.0 5.0 6.0 6.0 5.0 8.0

4.6 4.6 5.5 5.5 4.6 7.3

4.2 4.2 5.0 5.0 4.2 6.6

3.8 3.8 4.5 4.5 3.8 5.9

3.4 3.4 4.0 4.0 3.4 5.2

3.0 3.0 3.5 3.5 3.0 4.5

2.6 2.6 3.0 3.0 2.6 3.8

2.2 2.2 2.5 2.5 2.2 3.1

1.8 1.8 2.0 2.0 1.8 2.4

1.4 1.4 1.5 1.5 1.4 1.7

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.6 0.6 0.5 0.5 0.6 0.3

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

情報化施工技術活用
（有意義な技術があれば適用）

登録基幹技能者 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

建設マスター 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

技能士 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

その他 選択

2.0 2.0 1.0 1.0

1.0 1.0 0.5 0.5

0.0 0.0 1.0 1.0

0.0 0.0 0.0 0.0

2.0 2.0 1.0 1.0

0.0 0.0 0.0 0.0

過去３年度以降の災害活動の
実態等(活動実績又は防災活
動や支援体制)

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

当年度の災害活動の実態(協
定の締結)

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

その他 選択

17.5 17.5 17.5 17.5 12.5 17.5

簡易な技術提案 20.0 20.0

×1.0 ×1.0

×0.5 ×0.5

×0.0 ×0.0

可

不可

×1.0 ×1.0

×0.5 ×0.5

×0.0 ×0.0

(-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

(-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5)

(-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

※　「工場」とは、過去１５年間に北海道開発局発注の鋼橋上部工事を元請けとして受注（共同企業体においては、出資率２０％以上のものに限る）し、製作した実績を有する工事とする。なお、工事成績評定点が６５点未満のものを除く。

60.0 70.0

2.0

19.5 19.0 14.0

3.0

7.0 選択

3.0

2.5

5.0

選択

2.5

8.0

必要に応じ実施

(-5.0)

30.0 70.0

70.0

13.5

(-1.5)

(-1.0)

技術
提案
に乗
じる

(-5.0)

56.5 70.0 60.0

可or不可
配

点

合

計

技術提案等

技術提案に対する理解度

提案を十分に理解している

13.5

6.0 4.0 4.0

指名停止

合計

企業 11.5

36.5 37.0 37.0 36.5

企業（地域） 6.0

技術者 19.0

11.5

19.5

10.5

70.0

施工計画の説明が適切である 不可の
場合失

格

十分な監理能力が確認できる 段階選
抜後にヒ
アリング
を実施
し、技術
者実績
に乗じる

左記
に同
じ

一定の監理能力が期待できる

上記以外 選

択

提案を理解している

段階的選抜

ヒ

ア

リ

ン

グ

監理能力

上記以外

選択

左記
に同
じ

施工計画

ヒ

ア

リ

ン

グ

必要に応じ
実施

必要に応じ
実施

技術提案が不適切である

総

合

評

価

0-25効果が期待できる

30(6
点×
5提
案)

総

合

評

価

必須

35-
60

効果が期待できる

一般的事項のみの記載となっている

施工上の課題に対し、最も優位な効果が期待できる

選択

70.0

施工上の課題に対し、優位な効果が期待できる

施工上の課題に対し、効果が期待できる

不適切ではないが、一般的事項のみの記載となっている

施
工
能
力
等

72点以上73点未満

72点未満

過去10年度の近隣地域(開発
建設部内)での施工実績

過去２年度の北海道開発局長等優良
工事表彰の有無（２年度対象）及び工
事成績優秀企業認定の有無（１年度対
象）、北海道開発局i-Con奨励賞（１年
度対象）又は受賞決定日から2年間の
国土交通省インフラDX大賞（旧：国土
交通省i-Construction大賞（２年度対
象）を含む。）（※局長表彰、旭川開発
建設部長表彰、インフラDX大賞、i-Con
奨励賞、i-Con大賞の重複評価は行わ
ない。工事成績優秀企業認定のみ重
複評価を行う。）
※北海道開発局発注工事に限る

本支店、営業所の所在地

道内本店

より同種性の高い工事において、監理技術者補佐又は担
当技術者として従事、又は同種性が認められる工事にお
いて、監理（主任）技術者、特例監理技術者又は現場代
理人として従事

同種性が認められる工事において、監理技術者補佐又は
担当技術者として従事

73点以上74点未満

過去10年度の北海道開発局発
注工事の監理（主任）技術者、
特例監理技術者又は現場代理
人の成績 （当該工事と同じ工
事区分の任意の1工事）

過去４年度の北海道開発局長
等優良工事表彰の有無 ①旭川開発建設部長表彰(同一事業部門限定)

②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通奨励賞

主任(監理)技術者の資格

施工監理能力の確認（書面）

技

術

者

なし

78点以上79点未満

77点以上78点未満

76点以上77点未満

企

業

（
地

域

以

外

）

過去15年度の同種工事の実績
同種性・立場

8.0 3.0

5.0

必

須

83点以上

旭川開発建設部長表彰(同一事業部門限定)

工事成績優秀企業

技術士を有している又は１級土木経験年数５年以上
※２級が参加資格の場合は経験年数を省く
　工種区分に応じて資格を追加する

3.0

2.5

局長表彰(同一事業部門限定)

小計

提案された新技術の活用が有効かつ具体的的でない場
合

北海道開発局i-Con奨励賞

施工計画の説明が不適切である

74点以上75点未満

73点以上74点未満

72点以上73点未満

72点未満

①局長表彰（同一事業部門限定）
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通大臣賞

一般的事項のみの記載となっている

施工上の課題に対する考え方等

新技術を当該工事へ活用しない

過去2年度の北海道開発局発
注の全工事（舗装含む）成績の
平均点（2年度対象。ただし、2年度の
実績がない場合は4年度を対象。過去
4年度の実績がない場合は6年度対
象。過去6年度の実績が無い場合は8
年度。過去8年度の実績が無い場合は
10年度対象）

83点以上

NETIS登録技術活用
（新技術活用の原則義務化部
門は除く）

「有用な新技術」に位置づけられている関連分野での「自
社開発技術」を当該工事へ活用する

関連分野での「自社開発技術」を当該工事へ活用する。又は、
「有用な新技術」で「他社開発技術」を当該工事へ活用する

小計

企

業

過去15年度の同種工事実績
より同種性の高い工事実績あり

技術提案（段階選抜時）

高い効果が期待できる

施工計画

評価項目

評価基準

施工能力評価型 技術提案評価型

大
項
目

中
項
目

小項目

２．５億未満
施工能力評価型Ⅰ・Ⅱ

２．５億以上
施工能力評価型Ⅰ

非WTO WTO

Ⅱ型
Ⅰ型①

（難易度Ⅱ・Ⅲ
以上）

Ⅰ型① Ⅰ型② S型 A型 S型 A型

7.0

8.0

3.0 3.0

5.0

当該工事での留意事項
３項目程度まで

10.0

より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者、特
例監理技術者又は現場代理人として従事

7.0

上記以外

指定団体の一定数以上の認定あり

10.0

4.0

提案された新技術(NETIS未登録)の活用が有効かつ具体
的である場合

必

須

4.0

74点以上75点未満

3.0

3.0 3.0

NETIS登録技術の活用と重複加点はしない

優秀施工
者国土交
通大臣顕
彰者は表
彰から10
年間、技能
士は特級、
１級、単一
等級のみ
加点

(1.0)

提案された新技術(NETIS登録)の活用が有効かつ具体的
である場合

道内工場※

施工計画が不適切である

※工場

道内支店営業所

選

択

施工計画が適切に記載されている

2.0

減

点

項

目

賃上げ未実施企業
賃上げを実施しなかった企業に対する減点措置
※技術提案評価型は「段階選抜後」に減点

(-3.0) (-5.0) (-5.0)

国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大賞
「国土交通大臣賞」を含む。）※国土交通省インフラDX大賞につ
いて、農業部門は除く。

国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大賞
「優秀賞」を含む。）※国土交通省インフラDX大賞について、農
業部門は除く。

あり
2.02.0

新技術導入促進(Ⅰ)型での新
技術活用提案
※S型又は施工能力評価型で
適用可

企

業

（
地

域

）

技術提案（段階選抜後）

登録基幹技能者等の配置
（登録基幹技能者等の活用対
象工事のみ）

技
術
提
案
等

技

術

提

案

等

高い効果が期待できる

技術提案

実績等が確認できること

必

須

防災協定が締結されている

(1.0)

必

須

必

須

必

須

(-3.0) (-3.0) (-3.0)

直近の措置

修補請求

(-1.5) (-1.5) (-1.5)文書注意

口頭注意

修補請求
（低入札工事であった場合は下段の点数）

(-1.0) (-1.0) (-1.0)

(-1.5)

(-1.0)

(-1.5)

(-1.0)

2.0

段

階

選

抜

後

3.0

段

階

選

抜

後

4.0

段

階

選

抜

後

4.0 4.0賃上げを実施する企業に対する加点措置

賃上げの実施を表明した企業等を評価する。

（対前年度または前年比で、従業員に右記を表明している場合）

　※技術提案評価型は「段階選抜後」に加点

必

須
2.0 2.0 2.0

段

階

的

選

抜

2.5

1.0

2.0

(1.0)

可or不可

1.0

1.0

5.0

2.5

5.0

2.5

6.0

3.0

1.0

(1.0) (1.0)

8.0

段

階

的

選

抜

5.0

5.0

8.0

※技術者の実績と同点
数とする

82点以上83点未満

81点以上82点未満

80点以上81点未満

79点以上80点未満

78点以上79点未満

77点以上78点未満

76点以上77点未満

75点以上76点未満

3.0

6.0

段

階

的

選

抜

※企業の実績と同点数
とする

選

択

同種性が認められる工事の実績あり

82点以上83点未満

81点以上82点未満

80点以上81点未満

79点以上80点未満

総

合

評

価

75点以上76点未満

最大 最大 最大 最大 最大最大

最大 最大 最大 最大最大

企業の実績と技術者

の実績は適宜設定し、

同点数とする



旭川 2023年8月1日 入札公告から適用 配点表 ＰＣ橋

評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点

7.0 3.0 3.0 7.0 5.0 8.0

3.5 1.5 1.5 3.5 2.5 4.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

8.0 3.0 3.0 8.0 5.0 8.0

7.3 2.8 2.8 7.3 4.6 7.3

6.6 2.6 2.6 6.6 4.2 6.6

5.9 2.4 2.4 5.9 3.8 5.9

5.2 2.2 2.2 5.2 3.4 5.2

4.5 2.0 2.0 4.5 3.0 4.5

3.8 1.8 1.8 3.8 2.6 3.8

3.1 1.6 1.6 3.1 2.2 3.1

2.4 1.4 1.4 2.4 1.8 2.4

1.7 1.2 1.2 1.7 1.4 1.7

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.3 0.8 0.8 0.3 0.6 0.3

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5

CPDへの取組 1.0 1.0 0.5 0.5 0.5 0.5 1.0 1.0 1.0 1.0

10.0 10.0
～ ～

0.0 0.0

その他 選択

19.0 19.5 19.5 19.0 14.0 19.0

4.0 4.0 5.0 5.0 3.0 7.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5.0 5.0 6.0 6.0 5.0 8.0

4.6 4.6 5.5 5.5 4.6 7.3

4.2 4.2 5.0 5.0 4.2 6.6

3.8 3.8 4.5 4.5 3.8 5.9

3.4 3.4 4.0 4.0 3.4 5.2

3.0 3.0 3.5 3.5 3.0 4.5

2.6 2.6 3.0 3.0 2.6 3.8

2.2 2.2 2.5 2.5 2.2 3.1

1.8 1.8 2.0 2.0 1.8 2.4

1.4 1.4 1.5 1.5 1.4 1.7

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.6 0.6 0.5 0.5 0.6 0.3

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

情報化施工技術活用
（有意義な技術があれば適用）

登録基幹技能者 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

建設マスター 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

技能士 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

その他 選択

2.0 2.0 1.0 1.0

1.0 1.0 0.5 0.5

0.0 0.0 0.0 0.0

2.0 2.0 1.0 1.0

0.0 0.0 0.0 0.0

過去３年度以降の災害活動の
実態等(活動実績又は防災活
動や支援体制)

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

当年度の災害活動の実態(協
定の締結)

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

その他 選択

17.5 17.5 17.5 17.5 12.5 17.5

簡易な技術提案 20.0 20.0

×1.0 ×1.0

×0.5 ×0.5

×0.0 ×0.0

可

不可

×1.0 ×1.0

×0.5 ×0.5

×0.0 ×0.0

(-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

(-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5)

(-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

評価項目

評価基準

施工能力評価型 技術提案評価型

大
項
目

中
項
目

小項目

２．５億未満
施工能力評価型Ⅰ・Ⅱ

２．５億以上
施工能力評価型Ⅰ

非WTO WTO

Ⅱ型
Ⅰ型①

（難易度Ⅱ・Ⅲ
以上）

Ⅰ型① Ⅰ型② S型 A型 S型 A型

74点以上75点未満

73点以上74点未満

72点以上73点未満

72点未満

①局長表彰（同一事業部門限定）
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通大臣賞

3.0 3.0

選

択

より同種性の高い工事において、監理技術者補佐又は担
当技術者として従事、又は同種性が認められる工事にお
いて、監理（主任）技術者、特例監理技術者又は現場代
理人として従事

同種性が認められる工事において、監理技術者補佐又は
担当技術者として従事

段

階

的

選

抜

より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者、特
例監理技術者又は現場代理人として従事

必

須

7.0

①旭川開発建設部長表彰(同一事業部門限定)
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通奨励賞

技術士を有している又は１級土木経験年数５年以上
※２級が参加資格の場合は経験年数を省く
　工種区分に応じて資格を追加する

10.0

5.0

段

階

的

選

抜

4.0

2.5

8.0

5.0 8.0

3.0 3.0

3.0 3.0 7.0

段

階

的

選

抜

5.0 5.0 3.0 7.0

8.0

3.0 3.0

(1.0)

1.0

1.0

2.5

8.0 3.0 3.0

総

合

評

価

小計

企

業

(1.0)

関連分野での「自社開発技術」を当該工事へ活用する。又は、
「有用な新技術」で「他社開発技術」を当該工事へ活用する

新技術を当該工事へ活用しない

指定団体の一定数以上の認定あり

施工監理能力の確認（書面）
当該工事での留意事項
３項目程度まで

技

術

提

案

等

旭川開発建設部管内支店営業所

道内本支店営業所

(1.0) (1.0)

74点以上75点未満

より同種性の高い工事実績あり

必

須

82点以上83点未満

81点以上82点未満

80点以上81点未満

79点以上80点未満

78点以上79点未満

77点以上78点未満

76点以上77点未満

工事成績優秀企業

局長表彰(同一事業部門限定)

75点以上76点未満

主任(監理)技術者の資格

過去10年度の北海道開発局発
注工事の監理（主任）技術者、
特例監理技術者又は現場代理
人の成績 （当該工事と同じ工
事区分の任意の1工事）

83点以上

あり
2.0 2.0 1.0

なし

選

択

4.0

提案された新技術(NETIS未登録)の活用が有効かつ具体
的である場合

提案された新技術の活用が有効かつ具体的的でない場
合

NETIS登録技術の活用と重複加点はしない

73点以上74点未満

72点以上73点未満

72点未満

「有用な新技術」に位置づけられている関連分野での「自
社開発技術」を当該工事へ活用する

5.0

旭川開発建設部長表彰(同一事業部門限定)

北海道開発局i-Con奨励賞

国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大賞
「国土交通大臣賞」を含む。）※国土交通省インフラDX大賞につ
いて、農業部門は除く。

国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大賞
「優秀賞」を含む。）※国土交通省インフラDX大賞について、農
業部門は除く。

不可の
場合失

格

施
工
能
力
等

技術提案

施工上の課題に対し、最も優位な効果が期待できる

企

業

（
地

域

）

過去２年度の北海道開発局長等優良
工事表彰の有無（２年度対象）及び工
事成績優秀企業認定の有無（１年度対
象）、北海道開発局i-Con奨励賞（１年
度対象）又は受賞決定日から2年間の
国土交通省インフラDX大賞（旧：国土
交通省i-Construction大賞（２年度対
象）を含む。）（※局長表彰、旭川開発
建設部長表彰、インフラDX大賞、i-Con
奨励賞、i-Con大賞の重複評価は行わ
ない。工事成績優秀企業認定のみ重
複評価を行う。）
※北海道開発局発注工事に限る

登録基幹技能者等の配置
（登録基幹技能者等の活用対
象工事のみ）

過去15年度の同種工事の実績
同種性・立場

同種性が認められる工事の実績あり

過去2年度の北海道開発局発
注の全工事（舗装含む）成績の
平均点（2年度対象。ただし、2年度の
実績がない場合は4年度を対象。過去
4年度の実績がない場合は6年度対
象。過去6年度の実績が無い場合は8
年度。過去8年度の実績が無い場合は
10年度対象）

83点以上

過去４年度の北海道開発局長
等優良工事表彰の有無

新技術導入促進(Ⅰ)型での新
技術活用提案
※S型又は施工能力評価型で
適用可

提案された新技術(NETIS登録)の活用が有効かつ具体的
である場合

本支店、営業所の所在地

過去10年度の近隣地域(開発
建設部内)での施工実績

優秀施工
者国土交
通大臣顕
彰者は表
彰から10
年間、技能
士は特級、
１級、単一
等級のみ
加点

過去15年度の同種工事実績

NETIS登録技術活用
（新技術活用の原則義務化部
門は除く）

上記以外

旭川開発建設部管内本店

2.0 2.0 1.0

小計

施工計画が不適切である

技術提案（段階選抜時）

高い効果が期待できる

総

合

評

価

0-25効果が期待できる

選

択

施工計画
施工計画が適切に記載されている

可or不可

一般的事項のみの記載となっている

技術提案（段階選抜後）

高い効果が期待できる

技術提案に対する理解度

施工計画の説明が適切である

施工上の課題に対する考え方等

70.0

ヒ

ア

リ

ン

グ

ヒ

ア

リ

ン

グ

監理能力

十分な監理能力が確認できる 段階選
抜後にヒ
アリング
を実施
し、技術
者実績
に乗じる

左記
に同
じ

一定の監理能力が期待できる

上記以外 選

択

必要に応じ
実施

必要に応じ
実施

選

択
施工計画

左記
に同
じ

提案を理解している

上記以外

施工計画の説明が不適切である

段階的選抜

技
術
提
案
等

施工上の課題に対し、優位な効果が期待できる

施工上の課題に対し、効果が期待できる

不適切ではないが、一般的事項のみの記載となっている

技術提案が不適切である

(-3.0) (-3.0)

70.0

(-5.0) (-5.0)

可or不可 60.030.0

4.0 4.0 2.06.0 6.0

修補請求
（低入札工事であった場合は下段の点数）

効果が期待できる

一般的事項のみの記載となっている

文書注意

口頭注意

提案を十分に理解している

(-3.0)

10.5

2.5 2.5 2.5

19.0 19.5 19.5 19.0 14.0

(-1.0) (-1.0)

指名停止

(-1.5) (-1.5)

実績等が確認できること

必

須

防災協定が締結されている

13.5

減

点

項

目

必

須

必

須 (-1.0)

配

点

合

計

技術提案等

技術者

修補請求 (-1.0)

(-1.5) (-1.5) (-1.5)

(-1.0) (-1.0)

直近の措置

(-3.0) (-5.0)

36.5 56.5

2.0

段

階

選

抜

後

3.0

賃上げを実施しなかった企業に対する減点措置
※技術提案評価型は「段階選抜後」に減点

8.0

10.0

70.0

総合
評価

必

須

35-
60

30(6
点×
5提
案)

(-1.5)

技術
提案
に乗
じる

必要に応じ実施

必

須

※技術者の実績と同点
数とする

(1.0)

（対前年度または前年比で、従業員に右記を表明している場合）

　※技術提案評価型は「段階選抜後」に加点

賃上げ未実施企業

賃上げを実施する企業に対する加点措置

賃上げの実施を表明した企業等を評価する。
必

須
2.0 2.0 2.0

企業（地域）

企業

合計 36.5 37.0 37.0

11.5 11.5 13.5

70.0

段

階

選

抜

後

70.0

技

術

者

企

業

（
地

域

以

外

）

4.0

段

階

選

抜

後

4.0 4.0

選

択

6.0

2.5

(-5.0)

70.0 60.0

※企業の実績と同点数
とする

82点以上83点未満

81点以上82点未満

80点以上81点未満

79点以上80点未満

78点以上79点未満

77点以上78点未満

76点以上77点未満

選

択

75点以上76点未満

5.05.0 6.0

最大 最大 最大 最大 最大最大

最大 最大 最大 最大最大

企業の実績と技術者

の実績は適宜設定し、

同点数とする
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評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点

7.0 3.0 3.0 3.0 7.0 5.0 8.0

3.5 1.5 1.5 1.5 3.5 2.5 4.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

8.0 3.0 3.0 3.0 8.0 5.0 8.0

7.3 2.8 2.8 2.8 7.3 4.6 7.3

6.6 2.6 2.6 2.6 6.6 4.2 6.6

5.9 2.4 2.4 2.4 5.9 3.8 5.9

5.2 2.2 2.2 2.2 5.2 3.4 5.2

4.5 2.0 2.0 2.0 4.5 3.0 4.5

3.8 1.8 1.8 1.8 3.8 2.6 3.8

3.1 1.6 1.6 1.6 3.1 2.2 3.1

2.4 1.4 1.4 1.4 2.4 1.8 2.4

1.7 1.2 1.2 1.2 1.7 1.4 1.7

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.3 0.8 0.8 0.8 0.3 0.6 0.3

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5

CPDへの取組 1.0 1.0 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 1.0 1.0 1.0 1.0

10.0 10.0 10.0
～ ～ ～

0.0 0.0 0.0

その他 選択

19.0 19.5 19.5 19.5 19.0 14.0 19.0

4.0 4.0 4.0 5.0 5.0 3.0 7.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5.0 5.0 5.0 6.0 6.0 5.0 8.0

4.6 4.6 4.6 5.5 5.5 4.6 7.3

4.2 4.2 4.2 5.0 5.0 4.2 6.6

3.8 3.8 3.8 4.5 4.5 3.8 5.9

3.4 3.4 3.4 4.0 4.0 3.4 5.2

3.0 3.0 3.0 3.5 3.5 3.0 4.5

2.6 2.6 2.6 3.0 3.0 2.6 3.8

2.2 2.2 2.2 2.5 2.5 2.2 3.1

1.8 1.8 1.8 2.0 2.0 1.8 2.4

1.4 1.4 1.4 1.5 1.5 1.4 1.7

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.6 0.6 0.6 0.5 0.5 0.6 0.3

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

情報化施工技術活用
（有意義な技術があれば適用）

登録基幹技能者 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

建設マスター 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

技能士 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

その他 選択

2.0 2.0

0.0 0.0

2.0 1.0 1.0

0.0 0.5 0.5

0.0 0.0

2.0 2.0 2.0 1.0 1.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

過去３年度以降の災害活動
の実態等(活動実績又は防
災活動や支援体制)

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

当年度の災害活動の実態
(協定の締結)

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

その他 選択

17.5 17.5 17.5 17.5 17.5 12.5 17.5

簡易な技術提案 20.0 20.0

×1.0 ×1.0

×0.5 ×0.5

×0.0 ×0.0

可

不可

×1.0 ×1.0

×0.5 ×0.5

×0.0 ×0.0

(-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

(-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5)

(-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

総

合

評

価

不可の
場合失

格

左記
に同
じ

左記
に同
じ

必要に応じ
実施

30(6
点×
5提
案)

段

階

的

選

抜
必

須

4.0

5.0

5.0 5.0

6.0

3.0

8.0

2.5 2.5

可or不可

(1.0)

一般的事項のみの記載となっている

(1.0)

防災協定が締結されている

(1.0) (1.0)

旭川開発建設部管内本店

1.0

1.0

実績等が確認できること

一般的事項のみの記載となっている

2.0

選

択

選

択

3.0

(-1.5)

(-1.0) (-1.0)

(-1.5)

(-1.0)

(-1.5)

(-1.0)

総

合

評

価

(-1.5) (-1.5)

必要に応じ
実施

技術
提案
に乗
じる

段

階

的

選

抜

8.0

3.0

段階選
抜後にヒ
アリング
を実施
し、技術
者実績
に乗じる

5.0

技術提案評価型

大
項
目

中
項
目

小項目

２．５億未満
施工能力評価型Ⅰ・Ⅱ

２．５億以上
施工能力評価型Ⅰ

非WTO WTO

Ⅱ型
（難易度Ⅰ）

Ⅰ型①
（難易度Ⅲ）

Ⅰ型① Ⅰ型② S型 A型 S型 A型
Ⅰ型①

（難易度Ⅱ）

評価項目 施工能力評価型

評価基準

企

業

過去15年度の同種工事実績

関連分野での「自社開発技術」を当該工事へ活用する。又は、
「有用な新技術」で「他社開発技術」を当該工事へ活用する

①局長表彰（同一事業部門限定）
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通大臣賞

NETIS登録技術活用
（新技術活用の原則義務化
部門は除く）

企

業

（
地

域

）

道内支店・営業所

あり

本支店、営業所の所在地

○○○○事務所管内本店

NETIS登録技術の活用と重複加点はしない

79点以上80点未満

78点以上79点未満

77点以上78点未満

76点以上77点未満

75点以上76点未満

局長表彰(同一事業部門限定)

なし
2.0

2.0

必

須

2.5

(1.0)

8.0

登録基幹技能者等の配置
（登録基幹技能者等の活用
対象工事のみ）

優秀施工
者国土交
通大臣顕
彰者は表
彰から10
年間、技
能士は特
級、１級、
単一等級
のみ加点

70.0

7.0 3.0

3.0

35-
60

選

択

70.0

1.0

0-25

必

須

段

階

的

選

抜

5.0

4.0

5.0

10.0

2.5

6.0

7.0

技術者

選

択

7.0

83点以上

旭川開発建設部長表彰(同一事業部門限定)
過去２年度の北海道開発局長等優
良工事表彰の有無（２年度対象）及
び工事成績優秀企業認定の有無
（１年度対象）、北海道開発局i-Con
奨励賞（１年度対象）又は受賞決定
日から2年間の国土交通省インフラ
DX大賞（旧：国土交通省i-
Construction大賞（２年度対象）を含
む。）（※局長表彰、旭川開発建設
部長表彰、インフラDX大賞、i-Con
奨励賞、i-Con大賞の重複評価は行
わない。工事成績優秀企業認定の
み重複評価を行う。）
※北海道開発局発注工事に限る

新技術導入促進(Ⅰ)型での
新技術活用提案
※S型又は施工能力評価型
で適用可

過去10年度の北海道開発局
発注工事の監理（主任）技術
者、特例監理技術者又は現
場代理人の成績(当該工事と
同じ工事区分の任意の1工
事)

過去４年度の北海道開発局
長等優良工事表彰の有無

小計

72点以上73点未満

72点未満

74点以上75点未満

73点以上74点未満

82点以上83点未満

74点以上75点未満

73点以上74点未満

主任(監理)技術者の資格

施工監理能力の確認（書面）

72点以上73点未満

72点未満

上記以外

工事成績優秀企業

78点以上79点未満

技

術

提

案

等

施工計画
施工計画の説明が適切である

上記以外

一定の監理能力が期待できる

十分な監理能力が確認できる

直近の措置

(-3.0)

配

点

合

計

技術提案等

ヒ

ア

リ

ン

グ

修補請求

企業（地域） 6.0 6.0

指名停止

文書注意

口頭注意

選

択

4.0

企業 11.5

合計

施
工
能
力
等

過去15年度の同種工事の実
績同種性・立場

小計

過去2年度の北海道開発局
発注の全工事（舗装含む）成
績の平均点（2年度対象。ただ
し、2年度の実績がない場合は4年
度を対象。過去4年度の実績がない
場合は6年度対象。過去6年度の実
績が無い場合は8年度。過去8年度
の実績が無い場合は10年度対象）

60.0

施工計画が不適切である

施工上の課題に対する考え方等

技術提案（段階選抜後）

選

択

ヒ

ア

リ

ン

グ

①旭川開発建設部長表彰(同一事業部門限定)
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通奨励賞

技術士を有している又は１級土木経験年数５年以上
※２級が参加資格の場合は経験年数を省く
工種区分に応じて資格を追加する

※企業の実績と同点数
とする3.0

3.0

3.0

10.0

4.0

より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者、特例
監理技術者又は現場代理人として従事

高い効果が期待できる

施工計画が適切に記載されている

施工上の課題に対し、効果が期待できる

施工上の課題に対し、最も優位な効果が期待できる

56.5 70.0 60.0 70.0

70.070.0

8.0

2.5

19.0

施工計画

技術提案（段階選抜時）

施工上の課題に対し、優位な効果が期待できる

技術提案に対する理解度

提案を十分に理解している

19.5

監理能力

施工計画の説明が不適切である

提案を理解している

上記以外

(-3.0)

6.0

8.0

3.0

3.0

3.0

※技術者の実績と同点
数とする

5.0

10.0

79点以上80点未満

旭川開発建設部管内本支店営業所

道内本店

77点以上78点未満

76点以上77点未満

75点以上76点未満

段

階

的

選

抜

同種性が認められる工事の実績あり

より同種性の高い工事実績あり

指定団体の一定数以上の認定あり

当該工事での留意事項
３項目程度まで

81点以上82点未満

80点以上81点未満

新技術を当該工事へ活用しない

3.0

提案された新技術(NETIS登録)の活用が有効かつ具体的で
ある場合

提案された新技術(NETIS未登録)の活用が有効かつ具体的
である場合

提案された新技術の活用が有効かつ具体的的でない場合

「有用な新技術」に位置づけられている関連分野での「自社
開発技術」を当該工事へ活用する

82点以上83点未満

81点以上82点未満

80点以上81点未満

技

術

者

企

業

（
地

域

以

外

）

北海道開発局i-Con奨励賞

国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大賞
「国土交通大臣賞」を含む。）※国土交通省インフラDX大賞につ
いて、農業部門は除く。

国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大賞
「優秀賞」を含む。）※国土交通省インフラDX大賞について、農業
部門は除く。

(-3.0)賃上げ未実施企業
賃上げを実施しなかった企業に対する減点措置
※技術提案評価型は「段階選抜後」に減点

より同種性の高い工事において、監理技術者補佐又は担当
技術者として従事、又は同種性が認められる工事におい
て、監理（主任）技術者、特例監理技術者又は現場代理人と
して従事

同種性が認められる工事において、監理技術者補佐又は
担当技術者として従事

83点以上

(-3.0)

過去10年度の近隣地域(開
発建設部内)での施工実績

効果が期待できる

段階的選抜

不適切ではないが、一般的事項のみの記載となっている

技術提案が不適切である

効果が期待できる

技術提案

高い効果が期待できる

技
術
提
案
等

総

合

評

価

5.0

2.5

2.0

3.0

1.0

3.0

選

択

2.0

必

須

2.5

(1.0)

2.0

(-5.0) (-5.0)

(-1.0)修補請求
（低入札工事であった場合は下段の点数）

賃上げを実施する企業に対する加点措置

賃上げの実施を表明した企業等を評価する。
必

須
2.0 2.0 2.0 2.0

段

階

選

抜

後

3.0

減

点

項

目

必

須

必

須

必

須

19.5

可or不可

19.0

13.513.5

36.5

4.0

（対前年度または前年比で、従業員に右記を表明している場合）

　※技術提案評価型は「段階選抜後」に加点

(-1.5)

(-1.0)

37.0

2.0

必

須

段

階

選

抜

後

11.5

19.5

11.5

(-1.5)

(-1.0)

(-3.0)

36.5 37.0 37.0

段

階

選

抜

後

4.0

段

階

選

抜

後

4.0

(-5.0) (-5.0)

10.5

2.0

30.0

必要に応じ実施

総

合

評

価

4.0

14.0

最大 最大 最大 最大 最大 最大

最大 最大 最大 最大 最大 最大

企業の実績と技術者

の実績は適宜設定し、

同点数とする

最大

最大 最大
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評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点

7.0 3.0 3.0 7.0 5.0 8.0

3.5 1.5 1.5 3.5 2.5 4.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

8.0 3.0 3.0 8.0 5.0 8.0

7.3 2.8 2.8 7.3 4.6 7.3

6.6 2.6 2.6 6.6 4.2 6.6

5.9 2.4 2.4 5.9 3.8 5.9

5.2 2.2 2.2 5.2 3.4 5.2

4.5 2.0 2.0 4.5 3.0 4.5

3.8 1.8 1.8 3.8 2.6 3.8

3.1 1.6 1.6 3.1 2.2 3.1

2.4 1.4 1.4 2.4 1.8 2.4

1.7 1.2 1.2 1.7 1.4 1.7

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.3 0.8 0.8 0.3 0.6 0.3

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5

CPDへの取組 1.0 1.0 0.5 0.5 0.5 0.5 1.0 1.0 1.0 1.0

10.0 10.0
～ ～

0.0 0.0

その他 選択

19.0 19.5 19.5 19.0 14.0 19.0

4.0 4.0 5.0 5.0 3.0 7.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5.0 5.0 6.0 6.0 5.0 8.0

4.6 4.6 5.5 5.5 4.6 7.3

4.2 4.2 5.0 5.0 4.2 6.6

3.8 3.8 4.5 4.5 3.8 5.9

3.4 3.4 4.0 4.0 3.4 5.2

3.0 3.0 3.5 3.5 3.0 4.5

2.6 2.6 3.0 3.0 2.6 3.8

2.2 2.2 2.5 2.5 2.2 3.1

1.8 1.8 2.0 2.0 1.8 2.4

1.4 1.4 1.5 1.5 1.4 1.7

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.6 0.6 0.5 0.5 0.6 0.3

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

(0.5) (0.5) (0.5) (0.5) (0.5) (0.5)

情報化施工技術活用
（有意義な技術があれば適用）

登録基幹技能者 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

建設マスター 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

技能士 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

その他 選択

2.0 2.0 1.0 1.0

0.0 0.0 0.0 0.0

2.0 2.0 1.0 1.0

0.0 0.0 0.0 0.0

過去３年度以降の災害活動の
実態等(活動実績又は防災活
動や支援体制)

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

当年度の災害活動の実態(協
定の締結)

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

その他 選択

17.0 17.0 17.0 17.0 12.0 17.0

簡易な技術提案 20.0 20.0

×1.0 ×1.0

×0.5 ×0.5

×0.0 ×0.0

可

不可

×1.0 ×1.0

×0.5 ×0.5

×0.0 ×0.0

(-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

(-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5)

(-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

必
須

7.0

8.0

8.0

3.0

※技術者の実績と同点
数とする

選
択

2.0

5.0

1.0

段階選
抜後にヒ
アリング
を実施
し、技術
者実績
に乗じる

不可の
場合失

格

必要に応じ
実施

(1.0)

6.0

1.0

5.0

2.0

局長表彰(同一事業部門限定)

72点以上73点未満

上記以外

技術提案評価型

大
項
目

中
項
目

小項目

２．５億未満
施工能力評価型Ⅰ・Ⅱ

２．５億以上
施工能力評価型Ⅰ

非WTO WTO

Ⅱ型 Ⅰ型① Ⅰ型① Ⅰ型② S型 A型 S型 A型

評価項目

評価基準

施工能力評価型

77点以上78点未満

76点以上77点未満

本支店、営業所の所在地

新技術導入促進(Ⅰ)型での新
技術活用提案
※S型又は施工能力評価型で
適用可

北海道開発局i-Con奨励賞

73点以上74点未満

72点以上73点未満

83点以上

10

8.0 3.0

72点未満

74点以上75点未満

73点以上74点未満

82点以上83点未満

81点以上82点未満

80点以上81点未満

79点以上80点未満

78点以上79点未満

77点以上78点未満

4.0
より同種性の高い工事実績あり

必
須

2.0

過去2年度の北海道開発局発
注の全工事（舗装含む）成績の
平均点（2年度対象。ただし、2年度の
実績がない場合は4年度を対象。過去4
年度の実績がない場合は6年度対象。
過去6年度の実績が無い場合は8年度。
過去8年度の実績が無い場合は10年度
対象）

過去２年度の北海道開発局長等優良工
事表彰の有無（２年度対象）及び工事成
績優秀企業認定の有無（１年度対象）、
北海道開発局i-Con奨励賞（１年度対
象）又は受賞決定日から2年間の国土
交通省インフラDX大賞（旧：国土交通省
i-Construction大賞（２年度対象）を含
む。）（※局長表彰、旭川開発建設部長
表彰、インフラDX大賞、i-Con奨励賞、i-
Con大賞の重複評価は行わない。工事
成績優秀企業認定のみ重複評価を行
う。）
※北海道開発局発注工事に限る

提案された新技術(NETIS未登録)の活用が有効かつ具体的で
ある場合

提案された新技術の活用が有効かつ具体的的でない場合

なし

過去４年度の北海道開発局長
等優良工事表彰の有無

新技術を当該工事へ活用しない

①局長表彰（同一事業部門限定）
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通大臣賞

①旭川開発建設部長表彰(同一事業部門限定)
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通奨励賞

同種性が認められる工事の実績あり

主任(監理)技術者の資格

技術士を有している又は１級土木経験年数５年以上
※２級が参加資格の場合は経験年数を省く
工種区分に応じて資格を追加する

指定団体の一定数以上の認定あり

提案された新技術(NETIS登録)の活用が有効かつ具体的であ
る場合

79点以上80点未満

78点以上79点未満

旭川開発建設部長表彰(同一事業部門限定)

「有用な新技術」に位置づけられている関連分野での「自社開
発技術」を当該工事へ活用する

関連分野での「自社開発技術」を当該工事へ活用する。又は、「有用な新技術」
で「他社開発技術」を当該工事へ活用する

施工監理能力の確認（書面）
当該工事での留意事項
３項目程度まで

小計

企
業

企
業

（
地
域

）

2.0 2.0 1.0

あり
2.0 2.0

技
術
提
案
等

技
術
提
案
等

技術提案（段階選抜後）

施
工
能
力
等

過去15年度の同種工事の実績
同種性・立場

NETIS登録技術の活用と重複加点はしない

登録基幹技能者等の配置
（登録基幹技能者等の活用対
象工事のみ）

優秀施工
者国土交
通大臣顕
彰者は表
彰から10
年間、技能
士は特級、
１級、単一
等級のみ
加点

高い効果が期待できる

施工計画が不適切である
施工計画が適切に記載されている

高い効果が期待できる

効果が期待できる

施工上の課題に対する考え方等

効果が期待できる

72点未満

一般的事項のみの記載となっている

過去15年度の同種工事実績

過去10年度の北海道開発局発
注工事の監理（主任）技術者、
特例監理技術者又は現場代理
人の成績(当該工事と同じ工事
区分の任意の1工事)

83点以上

施工計画

技術提案（段階選抜時）

監理能力

十分な監理能力が確認できる

必
須

選
択

道内支店・営業所

実績等が確認できること

技術提案が不適切である

一般的事項のみの記載となっている

小計

防災協定が締結されている

不適切ではないが、一般的事項のみの記載となっている

工事成績優秀企業（対象はグラウトのみ）

道内本店

国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大賞
「国土交通大臣賞」を含む。）※国土交通省インフラDX大賞に
ついて、農業部門は除く。

国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大賞
「優秀賞」を含む。）※国土交通省インフラDX大賞について、農
業部門は除く。

75点以上76点未満

過去10年度の近隣地域(開発
建設部内)での施工実績

NETIS登録技術活用
（新技術活用の原則義務化部
門は除く）

施工計画の説明が適切である

段階的選抜

施工上の課題に対し、優位な効果が期待できる

施工上の課題に対し、効果が期待できる

ヒ
ア
リ
ン
グ

ヒ
ア
リ
ン
グ

直近の措置

施工計画

技術提案

施工上の課題に対し、最も優位な効果が期待できる

技術者 19.0 19.5

36.0

4.0

13.0

提案を理解している

上記以外

一定の監理能力が期待できる

上記以外

提案を十分に理解している

総
合
評
価

4.0

10.0

30(6
点×
5提
案)

(-1.0)

(-1.5)

30.0

2.0

必
須(-1.0)

(-1.5)

(-1.0)

19.5

(-1.5)

可or不可

19.0

可or不可

技術
提案
に乗
じる

14.0

56.0

(-1.5)

(-1.0)

段
階
的
選
抜

※企業の実績と同点数
とする

70.0

総
合
評
価

左記
に同
じ

必要に応じ
実施

総
合
評
価

(1.0)

段
階
的
選
抜

5.0

5.0

3.0

選
択

必要に応じ実施

左記
に同
じ

70.0

70.0

5.0

2.0 2.0

必
須

必
須

3.0

74点以上75点未満

3.0

段
階
的
選
抜

7.0

8.0

3.0

76点以上77点未満

75点以上76点未満

82点以上83点未満

81点以上82点未満

80点以上81点未満

3.0

10

5.0

3.0

5.04.0

3.0

7.0

2.0

3.0

(1.0)

4.0

段

階

選

抜

後

4.0 4.0

60.0

(-5.0) (-5.0)

60.0 70.0

70.0

70.0

(-5.0)

段

階

選

抜

後

賃上げ未実施企業
賃上げを実施しなかった企業に対する減点措置
※技術提案評価型は「段階選抜後」に減点

(-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-5.0)

企業 11.0

36.0 36.5 36.5

賃上げを実施する企業に対する加点措置

賃上げの実施を表明した企業等を評価する。
必
須

2.0 2.0 2.0 2.0

段

階

選

抜

後

3.0

13.0

配
点
合
計

技術提案等

必
須

段

階

選

抜

後

（対前年度または前年比で、従業員に右記を表明している場合）

　※技術提案評価型は「段階選抜後」に加点

減
点
項
目

必
須 (-1.0) (-1.0)

指名停止

文書注意

口頭注意

修補請求
修補請求
（低入札工事であった場合は下段の点数）

(-1.5) (-1.5)

合計

企業（地域） 6.0 6.0

11.0

選
択

技
術
者

企
業

（
地
域
以
外

）

段
階
的
選
抜

総
合
評
価

施工計画の説明が不適切である

選
択

技術提案に対する理解度

選
択

35-
60

選
択

0-25

8.0

3.0

より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者、特例監
理技術者又は現場代理人として従事

より同種性の高い工事において、監理技術者補佐又は担当技
術者として従事、又は同種性が認められる工事において、監
理（主任）技術者、特例監理技術者又は現場代理人として従
事

同種性が認められる工事において、監理技術者補佐又は担
当技術者として従事

6.0

1.0

(1.0) (1.0)

最大 最大 最大 最大 最大最大

最大 最大 最大 最大 最大

企業の実績と技術者

の実績は適宜設定し、

同点数とする

(2.5) (2.5)(2.5) (2.5) (2.5) (2.5)



旭川 2023年8月1日 入札公告から適用 配点表 区画線

評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点

7.0 3.0 3.0 7.0 5.0 8.0

3.5 1.5 1.5 3.5 2.5 4.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

8.0 3.0 3.0 8.0 5.0 8.0

7.3 2.8 2.8 7.3 4.6 7.3

6.6 2.6 2.6 6.6 4.2 6.6

5.9 2.4 2.4 5.9 3.8 5.9

5.2 2.2 2.2 5.2 3.4 5.2

4.5 2.0 2.0 4.5 3.0 4.5

3.8 1.8 1.8 3.8 2.6 3.8

3.1 1.6 1.6 3.1 2.2 3.1

2.4 1.4 1.4 2.4 1.8 2.4

1.7 1.2 1.2 1.7 1.4 1.7

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.3 0.8 0.8 0.3 0.6 0.3

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5

CPDへの取組 1.0 1.0 0.5 0.5 0.5 0.5 1.0 1.0 1.0 1.0

10.0 10.0
～ ～

0.0 0.0

その他 選択

19.0 19.5 19.5 19.0 14.0 19.0

4.0 4.0 5.0 5.0 3.0 7.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5.0 5.0 6.0 6.0 5.0 8.0

4.6 4.6 5.5 5.5 4.6 7.3

4.2 4.2 5.0 5.0 4.2 6.6

3.8 3.8 4.5 4.5 3.8 5.9

3.4 3.4 4.0 4.0 3.4 5.2

3.0 3.0 3.5 3.5 3.0 4.5

2.6 2.6 3.0 3.0 2.6 3.8

2.2 2.2 2.5 2.5 2.2 3.1

1.8 1.8 2.0 2.0 1.8 2.4

1.4 1.4 1.5 1.5 1.4 1.7

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.6 0.6 0.5 0.5 0.6 0.3

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

情報化施工技術活用
（有意義な技術があれば適用）

登録基幹技能者 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

建設マスター 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

技能士 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

その他 選択

2.0 2.0 1.0 1.0

1.0 1.0 0.5 0.5

0.0 0.0 0.0 0.0

2.0 2.0 1.0 1.0

0.0 0.0 0.0 0.0

過去３年度以降の災害活動の
実態等(活動実績又は防災活
動や支援体制)

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

当年度の災害活動の実態(協
定の締結)

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

その他 選択

17.0 17.0 17.0 17.0 12.0 17.0

簡易な技術提案 20.0 20.0

×1.0 ×1.0

×0.5 ×0.5

×0.0 ×0.0

可

不可

×1.0 ×1.0

×0.5 ×0.5

×0.0 ×0.0

(-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

(-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5)

(-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

2.0

4.0

段

階

選

抜

後

(1.0)

段
階
的
選
抜

総
合
評
価

7.0

5.0

3.0

2.0 1.0 1.0

必要に応じ
実施

5.0

3.0 3.0

可or不可

段階選
抜後にヒ
アリング
を実施
し、技術
者実績
に乗じる

4.0 4.0（対前年度または前年比で、従業員に右記を表明している場合）

　※技術提案評価型は「段階選抜後」に加点

賃上げ未実施企業
賃上げを実施しなかった企業に対する減点措置
※技術提案評価型は「段階選抜後」に減点

(-3.0) (-5.0) (-5.0) (-5.0)

技術提案等 可or不可 60.0 70.0

技術者

段

階

選

抜

後

合計

10.0

直近の措置

指名停止

(-1.5) (-1.5)

19.0

(-1.0)修補請求
修補請求
（低入札工事であった場合は下段の点数）

(-1.0)

30.0

必
須

企業（地域） 6.0 6.0 4.0

企業

(-1.0)

(-1.5)文書注意

口頭注意

(-1.5) (-1.5)

(-3.0)

賃上げを実施する企業に対する加点措置

賃上げの実施を表明した企業等を評価する。
必
須

2.0 2.0 2.0 2.0

段

階

選

抜

後

3.0

段

階

選

抜

後

減
点
項
目

必
須

必
須

必
須

2.0 1.0

段
階
的
選
抜

8.0 5.0

総
合
評
価

5.0

3.0

3.0 3.0

3.0

6.0

2.0

(-3.0) (-3.0)

評価項目

評価基準

施工能力評価型 技術提案評価型

大
項
目

中
項
目

小項目

２．５億未満
施工能力評価型Ⅰ・Ⅱ

２．５億以上
施工能力評価型Ⅰ

非WTO WTO

Ⅱ型
（難易度Ⅰ）

Ⅰ型① Ⅰ型① Ⅰ型② S型 A型 S型 A型

段
階
的
選
抜

8.0

3.0

8.0

8.0
※企業の実績と同点数
とする

※技術者の実績と同点
数とする

選
択

7.0
選
択

総
合
評
価

0-25

選
択

選
択

70.0

1.0

5.0 6.0

(1.0) (1.0) (1.0)

2.0 2.0 2.0 2.0

企
業

（
地
域

）

10 10

段
階
的
選
抜

3.0 3.0

4.0

小計

企
業

旭川開発建設部長表彰(同一事業部門限定)

工事成績優秀企業

新技術導入促進(Ⅰ)型での新
技術活用提案
※S型又は施工能力評価型で
適用可

82点以上83点未満

76点以上77点未満

74点以上75点未満

72点以上73点未満

北海道開発局i-Con奨励賞

NETIS登録技術活用
（新技術活用の原則義務化部
門は除く）

78点以上79点未満

75点以上76点未満

73点以上74点未満

81点以上82点未満

技術提案が不適切である

段階的選抜

技
術
提
案
等

ヒ
ア
リ
ン
グ

ヒ
ア
リ
ン
グ

監理能力

効果が期待できる

過去2年度の北海道開発局発
注の全工事（舗装含む）成績の
平均点（2年度対象。ただし、2年度の
実績がない場合は4年度を対象。過去4
年度の実績がない場合は6年度対象。
過去6年度の実績が無い場合は8年度。
過去8年度の実績が無い場合は10年度
対象）

83点以上

技術提案（段階選抜後）

高い効果が期待できる

施工計画の説明が不適切である

提案を理解している

上記以外

上記以外

5.077点以上78点未満

2.0

旭川開発建設部管内本店

道内支店・営業所

あり

なし

技術提案（段階選抜時）

高い効果が期待できる

効果が期待できる

72点未満

過去２年度の北海道開発局長等優良工
事表彰の有無（２年度対象）及び工事成
績優秀企業認定の有無（１年度対象）、
北海道開発局i-Con奨励賞（１年度対
象）又は受賞決定日から2年間の国土
交通省インフラDX大賞（旧：国土交通省
i-Construction大賞（２年度対象）を含
む。）（※局長表彰、旭川開発建設部長
表彰、インフラDX大賞、i-Con奨励賞、i-
Con大賞の重複評価は行わない。工事
成績優秀企業認定のみ重複評価を行
う。）
※北海道開発局発注工事に限る

提案された新技術(NETIS未登録)の活用が有効かつ具体的
である場合

提案された新技術の活用が有効かつ具体的的でない場合

NETIS登録技術の活用と重複加点はしない

提案された新技術(NETIS登録)の活用が有効かつ具体的で
ある場合

新技術を当該工事へ活用しない

選
択

2.0

局長表彰(同一事業部門限定)

関連分野での「自社開発技術」を当該工事へ活用する。又は、「有用な新技
術」で「他社開発技術」を当該工事へ活用する

(1.0)

80点以上81点未満

79点以上80点未満

70.0

必要に応じ
実施

技術
提案
に乗
じる

30(6
点×
5提
案)

不可の
場合失

格

左記
に同
じ

選
択

提案を十分に理解している

十分な監理能力が確認できる

70.070.0 60.0

総
合
評
価

必
須

35-
60

(-1.5)

左記
に同
じ

必要に応じ実施

(-1.0)

36.0 36.5

70.0

36.5 36.0 56.0

(-1.0)

4.0 2.0

11.0 11.0 13.0 13.0

19.5 19.5 19.0 14.0

(-1.0)

(-5.0)

配
点
合
計

必
須

実績等が確認できること

施
工
能
力
等

技術提案

施工上の課題に対し、最も優位な効果が期待できる

選
択

過去15年度の同種工事実績
より同種性の高い工事実績あり

77点以上78点未満

①局長表彰（同一事業部門限定）
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通大臣賞

必
須

指定団体の一定数以上の認定あり

施工監理能力の確認（書面）
当該工事での留意事項
３項目程度まで

75点以上76点未満

73点以上74点未満

「有用な新技術」に位置づけられている関連分野での「自社
開発技術」を当該工事へ活用する

登録基幹技能者等の配置
（登録基幹技能者等の活用対
象工事のみ）

優秀施工
者国土交
通大臣顕
彰者は表
彰から10
年間、技能
士は特級、
１級、単一
等級のみ
加点

過去10年度の近隣地域(開発
建設部内)での施工実績

一般的事項のみの記載となっている

必
須

技
術
者

過去４年度の北海道開発局長
等優良工事表彰の有無

76点以上77点未満

74点以上75点未満

72点以上73点未満

過去10年度の北海道開発局発
注工事の監理（主任）技術者、
特例監理技術者又は現場代理
人の成績(当該工事と同じ工事
区分の任意の1工事)

施工計画
施工計画が適切に記載されている
施工計画が不適切である

国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大賞「国土
交通大臣賞」を含む。）※国土交通省インフラDX大賞について、農
業部門は除く。

国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大賞「優秀
賞」を含む。）※国土交通省インフラDX大賞について、農業部門は
除く。

本支店、営業所の所在地 道内本店

防災協定が締結されている

小計

より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者、特例
監理技術者又は現場代理人として従事

より同種性の高い工事において、監理技術者補佐又は担当
技術者として従事、又は同種性が認められる工事において、
監理（主任）技術者、特例監理技術者又は現場代理人として
従事

同種性が認められる工事において、監理技術者補佐又は担
当技術者として従事

過去15年度の同種工事の実績
同種性・立場

主任(監理)技術者の資格

82点以上83点未満

81点以上82点未満

80点以上81点未満

79点以上80点未満

72点未満

7.0

①旭川開発建設部長表彰(同一事業部門限定)
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通奨励賞

技術士を有している又は１級土木経験年数５年以上
※２級が参加資格の場合は経験年数を省く
工種区分に応じて資格を追加する

78点以上79点未満

5.0

8.0

83点以上

3.0

同種性が認められる工事の実績あり

上記以外

4.0

企
業

（
地
域
以
外

）

施工計画

技術提案に対する理解度

施工計画の説明が適切である

一般的事項のみの記載となっている技
術
提
案
等

施工上の課題に対する考え方等

不適切ではないが、一般的事項のみの記載となっている

一定の監理能力が期待できる

施工上の課題に対し、優位な効果が期待できる

施工上の課題に対し、効果が期待できる

最大 最大 最大 最大 最大最大

最大 最大 最大 最大 最大

企業の実績と技術者

の実績は適宜設定し、

同点数とする



旭川 2023年8月1日 入札公告から適用 配点表 (営繕）

評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点

7.0 3.0 7.0 5.0 8.0

3.5 1.5 3.5 2.5 4.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

8.0 3.0 8.0 5.0 8.0

7.3 2.8 7.3 4.6 7.3

6.6 2.6 6.6 4.2 6.6

5.9 2.4 5.9 3.8 5.9

5.2 2.2 5.2 3.4 5.2

4.5 2.0 4.5 3.0 4.5

3.8 1.8 3.8 2.6 3.8

3.1 1.6 3.1 2.2 3.1

2.4 1.4 2.4 1.8 2.4

1.7 1.2 1.7 1.4 1.7

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.3 0.8 0.3 0.6 0.3

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

1.5 1.5 1.5 1.5 1.5

CPDへの取組 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

10.0
～

0.0

その他 選択

19.0 20.0 19.0 14.0 19.0

4.0 4.0 5.0 3.0 7.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5.0 5.0 6.0 5.0 8.0

4.6 4.6 5.5 4.6 7.3

4.2 4.2 5.0 4.2 6.6

3.8 3.8 4.5 3.8 5.9

3.4 3.4 4.0 3.4 5.2

3.0 3.0 3.5 3.0 4.5

2.6 2.6 3.0 2.6 3.8

2.2 2.2 2.5 2.2 3.1

1.8 1.8 2.0 1.8 2.4

1.4 1.4 1.5 1.4 1.7

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.6 0.6 0.5 0.6 0.3

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

1.0 1.0 1.0 1.0

0.5 0.5 0.5 0.5

0.0 0.0 0.0 0.0

2.0 2.0

1.0 1.0

0.0 0.0

情報化施工技術活用
（有意義な技術があれば適用）

登録基幹技能者 1.0 1.0 1.0 1.0

建設マスター 1.0 1.0 1.0 1.0

技能士 0.5 0.5 0.5 0.5

その他 選択

2.0 2.0 1.0

0.0 0.0 0.0

2.0 2.0 2.0

0.0 0.0 0.0

当年度の災害協定の実態(協定の締
結)

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

ＷＬＢの推進企業の評価 1.0 1.0

その他 選択

17.0 17.0 17.0 12.0 17.0 1.0 1.0

簡易な技術提案 20.0 20.0 20.0

×1.0 ×1.0

×0.5 ×0.5

×0.0 ×0.0

可

不可

×1.0 ×1.0

×0.5 ×0.5

×0.0 ×0.0

(-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

(-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5)

(-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

※１　ＷＬＢの配点については、段階選抜時に１点加算する。段階選抜後は加算されず、段階選抜時の技術提案評価点が段階選抜後の評価点と合算される。

　　　　（段階選抜時は、ＷＬＢの評価を加えた配点（ＷＬＢ＋技術配点）で評価。段階選抜後は、技術提案配点（段階選抜時＋段階選抜後）で評価。）
段

階

選

抜

後

4.0

段

階

選

抜

後

4.0 4.0（対前年度または前年比で、従業員に右記を表明している場合）

　※技術提案評価型は「段階選抜後」に加点

賃上げを実施する企業に対する加点措置

賃上げの実施を表明した企業等を評価する。
必

須
2.0 2.0 2.0

段

階

選

抜

後

3.0

段

階

選

抜

後

(-5.0) (-5.0) (-5.0) (-5.0)

減

点

項

目

必

須

必

須

必

須

30(6
点×
5提
案)

賃上げ未実施企業
賃上げを実施しなかった企業に対する減点措置
※技術提案評価型は「段階選抜後」に減点

(-3.0)(-3.0) (-3.0)

(-1.5)

(-1.0)

直近の措置

指名停止

ヒ

ア

リ

ン

グ

技
術
提
案
等

技

術

提

案

等

技術提案

施工上の課題に対する考え方等

(3.0)

※技術者の実績と同点
数とする

段

階

的

選

抜

3.0

段

階

的

選

抜

3.0

1.0

5.0

8.0 5.0

7.0
※企業の実績と同点数
とする8.0

段

階

的

選

抜

選

択

8.0

7.0

2.0 2.0

5.0

(2.0)

総

合

評

価

3.0

旭川開発建設部管内本店

新技術を当該工事へ活用しない

NETIS登録技術の活用と重複加点はしない

必

須

①旭川開発建設部長表彰(同一事業部門限定)
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通奨励賞

74点以上75点未満

75点以上76点未満

3.07.0

選

択

8.0

必

須

企

業

（
地

域

）

段階選
抜後にヒ
アリング
を実施
し、技術
者実績
に乗じる

1.0

2.0

過去10年度の近隣地域(開発建設部
内)での施工実績

道内本店

道内支店・営業所

あり
2.0 2.0

防災協定が締結されている

(-1.5)

(-1.0)修補請求
（低入札工事であった場合は下段の点数）

(-1.5)

(-1.0)

ヒ

ア

リ

ン

グ

監理能力

施工計画

小計

12.0

企

業

施工上の課題に対し、効果が期待できる

不適切ではないが、一般的事項のみの記載となっている

技術提案が不適切である

技術提案（段階選抜時）

なし

同種性が認められる工事の実績あり

83点以上

82点以上83点未満

81点以上82点未満

80点以上81点未満

必

須

次に掲げるいずれかの認定を受けている
・女性活躍推進法に基づく認定等・次世代法に基づく認定・若者雇用促進法に基づく認定

4.0 4.0

79点以上80点未満

過去２年度の北海道開発局長等優良工事
表彰の有無（２年度対象）及び工事成績優
秀企業認定の有無（１年度対象）、北海道
開発局i-Con奨励賞（１年度対象）又は受賞
決定日から2年間の国土交通省インフラDX
大賞（旧：国土交通省i-Construction大賞
（２年度対象）を含む。）（※局長表彰、旭川
開発建設部長表彰、インフラDX大賞、i-
Con奨励賞、i-Con大賞の重複評価は行わ
ない。）
※北海道開発局発注工事に限る

NETIS登録技術活用
（新技術活用の原則義務化部門は除く）

「有用な新技術」に位置づけられている関連分野での「自社開発技
術」を当該工事へ活用する

72点以上73点未満

72点未満

高い効果が期待できる

十分な監理能力が確認できる

施工計画が不適切である

効果が期待できる

一般的事項のみの記載となっている

施工上の課題に対し、最も優位な効果が期待できる

施工上の課題に対し、優位な効果が期待できる

施工計画の説明が不適切である

高い効果が期待できる

技術提案（段階選抜後）

施
工
能
力
等

効果が期待できる

施工計画が適切に記載されている

一般的事項のみの記載となっている

70.0

左記
に同
じ

段階的選抜

一定の監理能力が期待できる

上記以外 選

択

必要に応じ
実施

必要に応じ
実施

提案を理解している

上記以外

技術提案に対する理解度

提案を十分に理解している

総

合

評

価

0-25

施工計画の説明が適切である

70.0

配

点

合

計

文書注意

口頭注意

修補請求

30.0 70.0

60.0 70.056.0 70.0

1.0 ※1

60.0

14.0

11.0

合計

技術提案等 可or不可

19.0 20.0 19.0

36.0 37.0 36.0

企業（地域） 5.0 5.0 3.0

14.0

技術者

企業 12.0

不可の
場合失

格

1.0

施工監理能力の確認（書面）
当該工事での留意事項
３項目程度まで

より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者、特例監理技
術者又は現場代理人として従事

より同種性の高い工事において、監理技術者補佐又は担当技術者
として従事、又は同種性が認められる工事において、監理（主任）技
術者、特例監理技術者又は現場代理人として従事

同種性が認められる工事において、監理技術者補佐又は担当技術
者として従事

１級建築士又は１級建築施工管理技士等の経験年数５年以上（電
気：１級電気施工管理技士等、管：１級管施工管理技士等）
※２級が参加資格の場合は経験年数を省く
工種区分に応じて資格を追加する

過去15年度の同種工事の実績
同種性・立場

関連分野での「自社開発技術」を当該工事へ活用する。又は、「有
用な新技術」で「他社開発技術」を当該工事へ活用する

局長表彰(同一事業部門限定)

①局長表彰（同一事業部門限定）
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通大臣賞

82点以上83点未満

81点以上82点未満

80点以上81点未満

79点以上80点未満

78点以上79点未満

77点以上78点未満

76点以上77点未満

施工計画

過去2年度の北海道開発局発注の全
工事（舗装含む）成績の平均点（2年度対
象。ただし、2年度の実績がない場合は4年度を
対象。過去4年度の実績がない場合は6年度対
象。過去6年度の実績が無い場合は8年度。過去
8年度の実績が無い場合は10年度対象）

74点以上75点未満

73点以上74点未満

選

択

登録基幹技能者等の配置
（登録基幹技能者等の活用対象工事
のみ）

優秀施工
者国土交
通大臣顕
彰者は表
彰から10
年間、技能
士は特級、
１級、単一
等級のみ
加点

提案された新技術(NETIS登録)の活用が有効かつ具体的である場
合

提案された新技術(NETIS未登録)の活用が有効かつ具体的である
場合

提案された新技術の活用が有効かつ具体的的でない場合

過去15年度の同種工事実績

上記以外

指定団体の一定数以上の認定あり

新技術導入促進(Ⅰ)型での新技術活
用提案
※S型又は施工能力評価型で適用可

選

択

本支店、営業所の所在地

過去10年度の北海道開発局発注工事
の監理（主任）技術者、特例監理技術
者又は現場代理人の成績(当該工事と
同じ工事区分の任意の1工事)

過去４年度の北海道開発局長等優良
工事表彰の有無

主任(監理)技術者の資格

75点以上76点未満

3.0

小計

2.0

73点以上74点未満

72点以上73点未満

より同種性の高い工事実績あり

必

須

83点以上

8.0 3.0

10.0

78点以上79点未満

77点以上78点未満

76点以上77点未満

旭川開発建設部長表彰(同一事業部門限定)

国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大賞「優秀賞」を
含む。）※国土交通省インフラDX大賞について、農業部門は除く。

北海道開発局i-Con奨励賞

国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大賞「国土交通大
臣賞」を含む。）※国土交通省インフラDX大賞について、農業部門は除く。

72点未満

評価項目

評価基準

施工能力評価型 技術提案評価型

大
項
目

中
項
目

小項目

非WTO WTO

Ⅱ型 Ⅰ型① S型 A型 S型 A型Ⅰ型②

(-1.5) (-1.5)

(-1.0) (-1.0)

総

合

評

価

必

須

35-
60

70.0

技術
提案
に乗
じる

必要に応じ実施

選

択

選

択

左記
に同
じ

1.0 1.0

5.0

3.0

6.0 5.0

2.0 2.0

総

合

評

価

(2.0)

5.0

3.0

(3.0) (3.0) (3.0)

1.0

可or不可

2.0

企

業

（
地

域

以

外

）

段

階

選

抜

技

術

者

最大 最大 最大 最大最大

企業の実績と技術者

の実績は適宜設定し、

同点数とする

最大 最大 最大 最大 最大



旭川 2023年8月1日 入札公告から適用 配点表 (電気)
]

評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点

7.0 7.0 7.0 3.0 3.0 7.0 5.0 8.0 8.0

3.5 3.5 3.5 1.5 1.5 3.5 2.5 4.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

8.0 8.0 8.0 3.0 3.0 8.0 5.0 8.0

7.3 7.3 7.3 2.8 2.8 7.3 4.6 7.3

6.6 6.6 6.6 2.6 2.6 6.6 4.2 6.6

5.9 5.9 5.9 2.4 2.4 5.9 3.8 5.9

5.2 5.2 5.2 2.2 2.2 5.2 3.4 5.2

4.5 4.5 4.5 2.0 2.0 4.5 3.0 4.5

3.8 3.8 3.8 1.8 1.8 3.8 2.6 3.8

3.1 3.1 3.1 1.6 1.6 3.1 2.2 3.1

2.4 2.4 2.4 1.4 1.4 2.4 1.8 2.4

1.7 1.7 1.7 1.2 1.2 1.7 1.4 1.7

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.3 0.3 0.3 0.8 0.8 0.3 0.6 0.3

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5

CPDへの取組 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 0.5 0.5 0.5 0.5 1.0 1.0 1.0 1.0

10.0 10.0
～ ～

0.0 0.0

その他 選択

19.0 19.0 19.0 19.5 19.5 19.0 14.0 19.0

4.0 4.0 4.0 4.0 5.0 5.0 3.0 7.0 7.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5.0 5.0 5.0 5.0 6.0 6.0 5.0 8.0

4.6 4.6 4.6 4.6 5.5 5.5 4.6 7.3

4.2 4.2 4.2 4.2 5.0 5.0 4.2 6.6

3.8 3.8 3.8 3.8 4.5 4.5 3.8 5.9

3.4 3.4 3.4 3.4 4.0 4.0 3.4 5.2

3.0 3.0 3.0 3.0 3.5 3.5 3.0 4.5

2.6 2.6 2.6 2.6 3.0 3.0 2.6 3.8

2.2 2.2 2.2 2.2 2.5 2.5 2.2 3.1

1.8 1.8 1.8 1.8 2.0 2.0 1.8 2.4

1.4 1.4 1.4 1.4 1.5 1.5 1.4 1.7

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.6 0.6 0.6 0.6 0.5 0.5 0.6 0.3

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

情報化施工技術活用
（有意義な技術があれば適用）

登録基幹技能者 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

建設マスター 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

技能士 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

その他 選択

2.0

0.0

2.0 2.0 2.0 1.0 1.0

0.0 1.0 1.0 0.5 0.5

0.0 0.0 0.0 0.0

2.0 2.0 2.0 2.0 1.0 1.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

過去３年度以降の災害活
動の実態等(活動実績又は
防災活動や支援体制)

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

当年度の災害活動の実態
(協定の締結)

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

その他 選択

17.0 17.0 17.0 17.0 17.0 17.0 12.0 17.0

簡易な技術提案 20.0 20.0

×1.0 ×1.0

×0.5 ×0.5

×0.0 ×0.0

可

不可

×1.0 ×1.0

×0.5 ×0.5

×0.0 ×0.0

(-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

(-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5)

(-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

段

階

選

抜

後

4.0

段

階

選

抜

後

4.0

70.0 60.0

60.070.0 70.0

2.0

19.0 14.0

10.0

56.0

30.0

2.0 2.0 2.0

段

階

選

抜

後

3.0

段

階

選

抜

後

4.02.0 2.0賃上げを実施する企業に対する加点措置

賃上げの実施を表明した企業等を評価する。

（対前年度または前年比で、従業員に右記を表明している場合）

　※技術提案評価型は「段階選抜後」に加点

必

須
2.0

文書注意

(-1.0)

(-3.0)

配

点

合

計

技術提案等

技術者

企業

企業（地域）

減

点

項

目

賃上げ未実施企業
賃上げを実施しなかった企業に対する減点措置
※技術提案評価型は「段階選抜後」に減点

修補請求
修補請求
（低入札工事であった場合は下段の点数）

(-1.5)

必

須

6.0

直近の措置

指名停止

提案を十分に理解している

①旭川開発建設部長表彰(同一事業部門限定)
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通奨励賞

技術士を有している又は１級土木経験年数５年以上
※２級が参加資格の場合は経験年数を省く
※工種区分に応じて資格を追加する

選

択

74点以上75点未満

(-1.5)

小計

過去10年度の北海道開発
局発注工事の監理（主任）
技術者、特例監理技術者
又は現場代理人の成績(当
該工事と同じ工事区分の任
意の1工事)

過去４年度の北海道開発
局長等優良工事表彰の有
無

企

業

（
地

域

以

外

）

企

業

（
地

域

）

技

術

者

道内支店・営業所

81点以上82点未満

80点以上81点未満

72点以上73点未満

高い効果が期待できる

上記以外

「有用な新技術」に位置づけられている関連分野での「自社開発技
術」を当該工事へ活用する

関連分野での「自社開発技術」を当該工事へ活用する。又は、「有用
な新技術」で「他社開発技術」を当該工事へ活用する

旭川開発建設部管内本支店・営業所

72点未満

3.0

2.0旭川開発建設部管内本店

選

択

2.0
あり

NETIS登録技術の活用と重複加点はしない

提案された新技術(NETIS登録)の活用が有効かつ具体的である場合

8.0

75点以上76点未満

①局長表彰（同一事業部門限定）
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通大臣賞

指定団体の一定数以上の認定あり

70.0

(-5.0)(-5.0) (-5.0)

(-1.0)(-1.0)

70.0

(-1.5)

(-5.0)

総

合

評

価

5.0

10.0

3.0

4.0 5.0

3.0

(-3.0)

必

須

必

須(-1.0)

5.0

0-25

総

合

評

価

技術
提案
に乗
じる

左記
に同
じ

必要に応じ実施

(-3.0) (-3.0) (-3.0)

選

択

段

階

的

選

抜

2.0

70.0

必要に応じ
実施

選

択

1.0

(1.0)

(-1.5)

(-1.0)

(-1.5)

3.0

2.0

選

択

(1.0)

3.0

5.0 8.0

3.0

段

階

的

選

抜

左記
に同
じ

技術提案評価型

大
項
目

中
項
目

小項目

２．５億未満
施工能力評価型Ⅰ・Ⅱ

２．５億以上
施工能力評価型Ⅰ

非WTO WTO

0.4億未満
Ⅱ型

0.8～2.5億未
満

Ⅰ型①
Ⅰ型① Ⅰ型② S型 A型 S型 A型

0.4～0.8億未
満

Ⅱ型

0.8～2.5億未
満

Ⅱ型

6.0

36.0

11.0

評価項目

評価基準

施工能力評価型

実績等が確認できること

防災協定が締結されている

過去15年度の同種工事の
実績
同種性・立場

必

須

必

須

(-1.5)

(-1.0)

(-1.5)

(-1.0)

口頭注意

合計 36.0

73点以上74点未満

○○○○事務所管内本店

76点以上77点未満

優秀施工者国土交通大臣顕彰
者は表彰から10年度、技能士は
特級、１級、単一等級のみ加点

当該工事での留意事項
３項目程度まで

4.0
同種性が認められる工事の実績あり

(-1.5)

(-1.0)

(-3.0)

36.0

11.0

6.0

81点以上82点未満

施工計画が適切に記載されている
施工計画が不適切である

78点以上79点未満

必

須
74点以上75点未満

73点以上74点未満

提案された新技術(NETIS未登録)の活用が有効かつ具体的である場
合

19.0

2.0

19.0

11.0

(1.0)

2.0

2.0 1.0 1.0

10.0

2.0

6.0

2.0

(1.0)

段

階

的

選

抜

総

合

評

価

7.07.0

8.0

36.5 36.0

4.0 4.0

19.5

11.0

36.5

19.5

可or不可

13.0 13.0

6.0

※企業の実績と同点数
とする

※技術者の実績と同点
数とする

8.0

5.0

可or不可

段

階

的

選

抜

(1.0)

8.0

1.0

3.0

必

須

30(6
点×5
提案)

総合
評価

必要に応じ
実施

不可の
場合失

格

段階選
抜後にヒ
アリング
を実施
し、技術
者実績
に乗じる

施
工
能
力
等

効果が期待できる

一般的事項のみの記載となっている

技術提案（段階選抜後）

より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者、特例監理技術
者又は現場代理人として従事

より同種性の高い工事において、監理技術者補佐又は担当技術者
として従事、又は同種性が認められる工事において、監理（主任）技
術者、特例監理技術者又は現場代理人として従事

6.0

選

択

7.0

35-
60

2.0

82点以上83点未満

77点以上78点未満

76点以上77点未満

道内本店

必

須

3.03.0

82点以上83点未満

5.0

ヒ

ア

リ

ン

グ

ヒ

ア

リ

ン

グ

監理能力

技
術
提
案
等

技

術

提

案

等

施工計画

技術提案（段階選抜時）

効果が期待できる

一定の監理能力が期待できる

施工上の課題に対する考え方等

十分な監理能力が確認できる

施工計画の説明が不適切である

技術提案に対する理解度

上記以外

一般的事項のみの記載となっている

施工計画の説明が適切である

施工上の課題に対し、優位な効果が期待できる

施工上の課題に対し、効果が期待できる

不適切ではないが、一般的事項のみの記載となっている

技術提案が不適切である

段階的選抜

施工上の課題に対し、最も優位な効果が期待できる

提案を理解している

上記以外

施工計画

3.0

5.0

局長表彰(同一事業部門限定)

83点以上

新技術を当該工事へ活用しない

72点以上73点未満

72点未満

なし

2.0

2.0

79点以上80点未満

78点以上79点未満

技術提案

83点以上

選

択

8.0

3.0

4.0

5.0

2.0

同種性が認められる工事において、監理技術者補佐又は担当技術
者として従事

施工監理能力の確認（書
面）

提案された新技術の活用が有効かつ具体的的でない場合

高い効果が期待できる

過去２年度の北海道開発局長等
優良工事表彰の有無（２年度対
象）及び工事成績優秀企業認定の
有無（１年度対象）、北海道開発局
i-Con奨励賞（１年度対象）又は受
賞決定日から2年間の国土交通省
インフラDX大賞（旧：国土交通省i-
Construction大賞（２年度対象）を
含む。）（※局長表彰、旭川開発建
設部長表彰、インフラDX大賞、i-
Con奨励賞、i-Con大賞の重複評

価は行わない。）
※北海道開発局発注工事
に限る

旭川開発建設部長表彰(同一事業部門限定)

過去15年度の同種工事実
績

登録基幹技能者等の配置
（登録基幹技能者等の活用対象工事の
み）

本支店、営業所の所在地

過去10年度の近隣地域(開
発建設部内)での施工実績

過去2年度の北海道開発局
発注の全工事（舗装含む）
成績の平均点（2年度対象。た
だし、2年度の実績がない場合は4
年度を対象。過去4年度の実績が
ない場合は6年度対象。過去6年度
の実績が無い場合は8年度。過去
8年度の実績が無い場合は10年度
対象）

新技術導入促進(Ⅰ)型での
新技術活用提案
※S型又は施工能力評価型
で適用可

より同種性の高い工事実績あり

80点以上81点未満

79点以上80点未満

75点以上76点未満

77点以上78点未満

NETIS登録技術活用
（新技術活用の原則義務化
部門は除く）

小計

企

業

北海道開発局i-Con奨励賞

国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大賞「国土交通大
臣賞」を含む。）※国土交通省インフラDX大賞について、農業部門は除く。

国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大賞「優秀賞」を含
む。）※国土交通省インフラDX大賞について、農業部門は除く。

主任(監理)技術者の資格

7.0

19.0

3.0

4.0

5.0

2.0

(1.0) (1.0)

2.0

2.0

最大 最大最大 最大 最大 最大 最大

企業の実績と技術者

の実績は適宜設定し、

同点数とする

最大 最大
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評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点

7.0 3.0 3.0 7.0 5.0 8.0

3.5 1.5 1.5 3.5 2.5 4.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

8.0 3.0 3.0 8.0 5.0 8.0

7.3 2.8 2.8 7.3 4.6 7.3

6.6 2.6 2.6 6.6 4.2 6.6

5.9 2.4 2.4 5.9 3.8 5.9

5.2 2.2 2.2 5.2 3.4 5.2

4.5 2.0 2.0 4.5 3.0 4.5

3.8 1.8 1.8 3.8 2.6 3.8

3.1 1.6 1.6 3.1 2.2 3.1

2.4 1.4 1.4 2.4 1.8 2.4

1.7 1.2 1.2 1.7 1.4 1.7

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.3 0.8 0.8 0.3 0.6 0.3

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5

CPDへの取組 1.0 1.0 0.5 0.5 0.5 0.5 1.0 1.0 1.0 1.0

10.0 10.0
～ ～

0.0 0.0

その他 選択

19.0 19.5 19.5 19.0 14.0 19.0

4.0 4.0 5.0 5.0 3.0 7.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5.0 5.0 6.0 6.0 5.0 8.0

4.6 4.6 5.5 5.5 4.6 7.3

4.2 4.2 5.0 5.0 4.2 6.6

3.8 3.8 4.5 4.5 3.8 5.9

3.4 3.4 4.0 4.0 3.4 5.2

3.0 3.0 3.5 3.5 3.0 4.5

2.6 2.6 3.0 3.0 2.6 3.8

2.2 2.2 2.5 2.5 2.2 3.1

1.8 1.8 2.0 2.0 1.8 2.4

1.4 1.4 1.5 1.5 1.4 1.7

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.6 0.6 0.5 0.5 0.6 0.3

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

情報化施工技術活用
（有意義な技術があれば適用）

登録基幹技能者 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

建設マスター 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

技能士 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

その他 選択

2.0 2.0 1.0 1.0

0.0 0.0 0.0 0.0

2.0 2.0 1.0 1.0

0.0 0.0 0.0 0.0

過去３年度以降の災害活
動の実態等(活動実績又は
防災活動や支援体制)

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

当年度の災害活動の実態
(協定の締結)

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

その他 選択

17.0 17.0 17.0 17.0 12.0 17.0

簡易な技術提案 20.0 20.0

×1.0 ×1.0

×0.5 ×0.5

×0.0 ×0.0

可

不可

×1.0 ×1.0

×0.5 ×0.5

×0.0 ×0.0

(-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

(-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5)

(-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

賃上げを実施する企業に対する加点措置

賃上げの実施を表明した企業等を評価する。
必
須

2.0 2.0

技術提案（段階選抜時）

36.5

選
択

（対前年度または前年比で、従業員に右記を表明している場合） 2.0 2.0

段

階

選

抜

後

3.0

段

階

選

抜

後　※技術提案評価型は「段階選抜後」に加点

段

階

選

抜

後

4.0

段

階

選

抜

後

1.0

2.0 1.0

左記
に同
じ

可or不可

70.0

施工上の課題に対し、優位な効果が期待できる

施工上の課題に対し、効果が期待できる

不適切ではないが、一般的事項のみの記載となっている

技術提案が不適切である

施工計画の説明が不適切である

必要に応じ実施段階的選抜

技
術
提
案
等

技
術
提
案
等

効果が期待できる

高い効果が期待できる

高い効果が期待できる

施工計画の説明が適切である

提案を理解している

選
択

35-
60

30(6
点×
5提
案)

総
合
評
価

4.0 4.0

(-3.0) (-5.0) (-5.0) (-5.0) (-5.0)

60.0 70.0

60.0 70.0

左記
に同
じ

必要に応じ
実施

必要に応じ
実施

総
合
評
価

1.0

0-25

5.0

3.0

(1.0)

7.0

※企業の実績と同点数
とする5.0

※技術者の実績と同点
数とする

選
択

必
須

選択

8.0

2.0

評価項目

評価基準

賃上げ未実施企業
賃上げを実施しなかった企業に対する減点措置
※技術提案評価型は「段階選抜後」に減点

(-3.0) (-3.0) (-3.0)

企
業

（
地
域

）

2.0 1.0

施工上の課題に対する考え方等

過去10年度の近隣地域(開
発建設部内)での施工実績

関連分野での「自社開発技術」を当該工事へ活用する。又は、「有用
な新技術」で「他社開発技術」を当該工事へ活用する

技術提案

旭川開発建設部管内本支店・営業所
2.0 2.0

必
須

防災協定が締結されている

なし

2.0

必
須

4.0

技術提案評価型

大
項
目

中
項
目

小項目

２．５億未満
施工能力評価型Ⅰ・Ⅱ

２．５億以上
施工能力評価型Ⅰ

非WTO WTO

Ⅱ型 Ⅰ型① Ⅰ型① Ⅰ型② S型 A型 S型 A型

10.0 10.0

技術士を有している又は１級土木経験年数５年以上
※２級が参加資格の場合は経験年数を省く
※工種区分に応じて資格を追加する

3.0

選択

施工能力評価型

83点以上

8.0 3.0 3.0

①旭川開発建設部長表彰(同一事業部門限定)
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通奨励賞

3.0

82点以上83点未満

81点以上82点未満

80点以上81点未満

79点以上80点未満

78点以上79点未満

77点以上78点未満

76点以上77点未満

75点以上76点未満

74点以上75点未満

73点以上74点未満

72点以上73点未満

3.0

段
階
的
選
抜

提案された新技術の活用が有効かつ具体的的でない場合

小計

企
業

72点未満

施工監理能力の確認（書
面）

実績等が確認できること

あり

82点以上83点未満

81点以上82点未満

80点以上81点未満

79点以上80点未満

78点以上79点未満

必
須

77点以上78点未満

76点以上77点未満

技
術
者

上記以外

74点以上75点未満

ヒ
ア
リ
ン
グ

ヒ
ア
リ
ン
グ

監理能力

十分な監理能力が確認できる

技術提案（段階選抜後）

施工計画

技術提案に対する理解度

施工計画が不適切である

効果が期待できる

一般的事項のみの記載となっている

一般的事項のみの記載となっている

施工上の課題に対し、最も優位な効果が期待できる

提案を十分に理解している

上記以外

一定の監理能力が期待できる

上記以外

施工計画
施工計画が適切に記載されている

施
工
能
力
等

過去15年度の同種工事の
実績
同種性・立場

当該工事での留意事項
３項目程度まで

7.0

5.0

6.0

2.0

段
階
的
選
抜

必
須過去10年度の北海道開発

局発注工事の監理（主任）
技術者、特例監理技術者
又は現場代理人の成績(当
該工事と同じ工事区分の任
意の1工事)

過去４年度の北海道開発
局長等優良工事表彰の有
無

過去２年度の北海道開発局長等
優良工事表彰の有無（２年度対
象）及び工事成績優秀企業認定の
有無（１年度対象）、北海道開発局
i-Con奨励賞（１年度対象）又は受
賞決定日から2年間の国土交通省
インフラDX大賞（旧：国土交通省i-
Construction大賞（２年度対象）を
含む。）（※局長表彰、旭川開発建
設部長表彰、インフラDX大賞、i-
Con奨励賞、i-Con大賞の重複評

価は行わない。）
※北海道開発局発注工事
に限る

より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者、特例監理技
術者又は現場代理人として従事

より同種性の高い工事において、監理技術者補佐又は担当技術者
として従事、又は同種性が認められる工事において、監理（主任）技
術者、特例監理技術者又は現場代理人として従事

同種性が認められる工事において、監理技術者補佐又は担当技術
者として従事

本支店、営業所の所在地

小計

72点未満

局長表彰(同一事業部門限定)

同種性が認められる工事の実績あり

企
業

（
地
域
以
外

）

登録基幹技能者等の配置
（登録基幹技能者等の活用対象工事の
み）

優秀施工者国土交通大臣顕彰
者は表彰から10年間、技能士は
特級、１級、単一等級のみ加点

過去2年度の北海道開発局
発注の全工事（舗装含む）
成績の平均点（2年度対象。た
だし、2年度の実績がない場合は4
年度を対象。過去4年度の実績が
ない場合は6年度対象。過去6年度
の実績が無い場合は8年度。過去8
年度の実績が無い場合は10年度
対象）

83点以上

①局長表彰（同一事業部門限定）
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通大臣賞

指定団体の一定数以上の認定あり

総
合
評
価

北海道開発局i-Con奨励賞

国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大賞「国土交通大
臣賞」を含む。）※国土交通省インフラDX大賞について、農業部門は除く。

旭川開発建設部長表彰(同一事業部門限定)

提案された新技術(NETIS登録)の活用が有効かつ具体的である場
合

提案された新技術(NETIS未登録)の活用が有効かつ具体的である
場合

「有用な新技術」に位置づけられている関連分野での「自社開発技
術」を当該工事へ活用する

新技術を当該工事へ活用しない

75点以上76点未満

国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大賞「優秀賞」を
含む。）※国土交通省インフラDX大賞について、農業部門は除く。

70.0

段階選
抜後にヒ
アリング
を実施
し、技術
者実績
に乗じる

総
合
評
価

4.0

5.0

2.0 2.0

3.0 3.0 7.0

8.0

3.0

5.0

6.0

5.0

段
階
的
選
抜

(1.0) (1.0)

8.0

段
階
的
選
抜

8.0

3.0

2.0

14.0

可or不可 70.0

56.0

減
点
項
目

直近の措置

指名停止

6.0

36.5

必
須

必
須

配
点
合
計

技術提案等

19.0 19.5 19.5 19.0

企業 11.0 11.0 13.0 13.0 10.0

30.0

4.0 4.0 2.0

合計 36.0 36.0

企業（地域） 6.0

70.0

技術者

修補請求
修補請求
（低入札工事であった場合は下段の点数）

(-1.5)

(-1.0)

必
須

(-1.5)

(-1.0) (-1.0)

(-1.5)

(-1.0)

(-1.5)

(-1.0)

(-1.5)(-1.5)

(-1.0)

(1.0)

文書注意

口頭注意

5.0

技術
提案
に乗
じる

不可の
場合失

格

選
択

NETIS登録技術の活用と重複加点はしない

より同種性の高い工事実績あり

道内本支店営業所

73点以上74点未満

72点以上73点未満

(1.0)

選
択

3.0

新技術導入促進(Ⅰ)型での
新技術活用提案
※S型又は施工能力評価
型で適用可

NETIS登録技術活用
（新技術活用の原則義務化
部門は除く）

過去15年度の同種工事実
績

主任(監理)技術者の資格

最大 最大 最大 最大 最大最大

企業の実績と技術者

の実績は適宜設定し、

同点数とする



旭川 2023年8月1日 入札公告から適用 配点表 (機械)

評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点

7.0 3.0 3.0 7.0 5.0 8.0

3.5 1.5 1.5 3.5 2.5 4.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

8.0 3.0 3.0 8.0 5.0 8.0

7.3 2.8 2.8 7.3 4.6 7.3

6.6 2.6 2.6 6.6 4.2 6.6

5.9 2.4 2.4 5.9 3.8 5.9

5.2 2.2 2.2 5.2 3.4 5.2

4.5 2.0 2.0 4.5 3.0 4.5

3.8 1.8 1.8 3.8 2.6 3.8

3.1 1.6 1.6 3.1 2.2 3.1

2.4 1.4 1.4 2.4 1.8 2.4

1.7 1.2 1.2 1.7 1.4 1.7

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.3 0.8 0.8 0.3 0.6 0.3

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

1.5 1.5 1.5 1.5 1.0 1.0

CPDへの取組 1.0 1.0 0.5 0.5 0.5 0.5 1.0 1.0 1.0 1.0

10.0 10.0
～ ～

0.0 0.0

その他 選択

19.0 19.5 19.5 19.0 12.0 17.0

4.0 4.0 5.0 5.0 3.0 7.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5.0 5.0 6.0 6.0 5.0 8.0

4.6 4.6 5.5 5.5 4.6 7.3

4.2 4.2 5.0 5.0 4.2 6.6

3.8 3.8 4.5 4.5 3.8 5.9

3.4 3.4 4.0 4.0 3.4 5.2

3.0 3.0 3.5 3.5 3.0 4.5

2.6 2.6 3.0 3.0 2.6 3.8

2.2 2.2 2.5 2.5 2.2 3.1

1.8 1.8 2.0 2.0 1.8 2.4

1.4 1.4 1.5 1.5 1.4 1.7

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.6 0.6 0.5 0.5 0.6 0.3

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

情報化施工技術活用
（有意義な技術があれば適用）

登録基幹技能者 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

建設マスター 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

技能士 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

その他 選択

2.0 2.0 1.0 1.0

1.0 1.0 0.5 0.5

0.0 0.0 0.0 0.0

2.0 2.0 1.0 1.0

0.0 0.0 0.0 0.0

過去３年度以降の災害活動の実態等
(活動実績又は防災活動や支援体制)

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

当年度の災害活動の実態(協定の締
結)

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

その他 選択

17.0 17.0 17.0 17.0 12.0 17.0

簡易な技術提案 20.0 20.0

×1.0 ×1.0

×0.5 ×0.5

×0.0 ×0.0

可

不可

×1.0 ×1.0

×0.5 ×0.5

×0.0 ×0.0

(-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

(-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5)

(-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

(-5.0) (-5.0)

必

須

必

須

必

須

賃上げを実施する企業に対する加点措置

賃上げの実施を表明した企業等を評価する。
必

須
2.0 2.0 2.0 2.0

段

階

選

抜

後

3.0

段

階

選

抜

後

4.0

段

階

選

抜

後

4.0 4.0（対前年度または前年比で、従業員に右記を表明している場合）

　※技術提案評価型は「段階選抜後」に加点

56.0 70.0

2.0

2.0

同種性が認められる工事の実績あり

減

点

項

目

賃上げ未実施企業
賃上げを実施しなかった企業に対する減点措置
※技術提案評価型は「段階選抜後」に減点

(-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0)

1.0

72点以上73点未満

72点未満

道内本店

道内支店・営業所

過去10年度の近隣地域(開発建設部
内)での施工実績

あり

実績等が確認できること

NETIS登録技術の活用と重複加点はしない

(-5.0) (-5.0)

施工計画
施工計画が適切に記載されている

一般的事項のみの記載となっている

施工上の課題に対し、優位な効果が期待できる

施工上の課題に対し、効果が期待できる

技
術
提
案
等

技

術

提

案

等

施工上の課題に対する考え方等

技術提案（段階選抜時）

高い効果が期待できる

効果が期待できる

施工計画が不適切である

必

須

78点以上79点未満

77点以上78点未満

76点以上77点未満

75点以上76点未満

82点以上83点未満

優秀施工
者国土交
通大臣顕
彰者は表
彰から10
年間、技能
士は特級、
１級、単一
等級のみ
加点

選

択

10.0

(1.0)

7.0

3.0

2.0 2.0 2.0 2.0

(1.0) (1.0)

4.0

※企業の実績と同点数
とする

3.0 3.0 5.0 8.0

選

択

5.0

1.0

選択

段

階

的

選

抜

※技術者の実績と同点
数とする

3.0

6.0

1.0

2.0

8.0

2.0

8.0

14.0

10.0

70.0 60.0

70.0

左記
に同
じ

70.0

13.0 13.0

36.5

6.0

36.0

可or不可

19.5 19.019.5

11.0

4.0 4.0

30.0

60.036.5

総

合

評

価

0-25

30(6
点×
5提
案)

総合
評価

必須

35-
60

必要に応じ
実施

70.0 70.0

必要に応じ
実施

選択

必要に応じ実施

左記
に同
じ

不可の
場合失

格

5.03.0

段

階

的

選

抜

総

合

評

価

2.0

7.0

8.0

可or不可

3.0

3.0

10.0

(1.0)

技術
提案
に乗
じる

段階選
抜後にヒ
アリング
を実施
し、技術
者実績
に乗じる

3.0 3.0

5.0 5.0

5.0 6.0

A型

施工能力評価型 技術提案評価型

２．５億未満
施工能力評価型Ⅰ・Ⅱ

非WTO WTO

Ⅱ型
（難易度Ⅰ，

Ⅱ）
Ⅰ型① Ⅰ型②

２．５億以上
施工能力評価型Ⅰ

Ⅰ型① S型 A型 S型

合計

修補請求
修補請求
（低入札工事であった場合は下段の点数）

36.0

直近の措置

指名停止

選

択

企業（地域） 6.0

段階的選抜

文書注意

口頭注意

(-1.5)

小計

配

点

合

計

技術提案等

技術提案に対する理解度

提案を十分に理解している

一定の監理能力が期待できる

上記以外

施工計画
施工計画の説明が適切である

施工計画の説明が不適切である

ヒ

ア

リ

ン

グ

ヒ

ア

リ

ン

グ

監理能力

十分な監理能力が確認できる

企業 11.0

技術者 19.0

施
工
能
力
等

局長表彰(同一事業部門限定)

国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大賞「優
秀賞」を含む。）※国土交通省インフラDX大賞について、農業部門
は除く。

企

業

（
地

域

以

外

）

旭川開発建設部長表彰(同一事業部門限定)

北海道開発局i-Con奨励賞

国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大賞「国
土交通大臣賞」を含む。）※国土交通省インフラDX大賞について、
農業部門は除く。

81点以上82点未満

80点以上81点未満

79点以上80点未満

78点以上79点未満

77点以上78点未満

76点以上77点未満

75点以上76点未満

過去15年度の同種工事の実績
同種性・立場

80点以上81点未満

技術提案

施工上の課題に対し、最も優位な効果が期待できる

なし

74点以上75点未満

73点以上74点未満

小計

高い効果が期待できる

効果が期待できる

一般的事項のみの記載となっている

企

業

企

業

（
地

域

）

過去２年度の北海道開発局長等優良工事表彰
の有無（２年度対象）及び工事成績優秀企業認
定の有無（１年度対象）、北海道開発局i-Con奨
励賞（１年度対象）又は受賞決定日から2年間
の国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通省
i-Construction大賞（２年度対象）を含む。）（※
局長表彰、旭川開発建設部長表彰、インフラ
DX大賞、i-Con奨励賞、i-Con大賞の重複評価

は行わない。）
※北海道開発局発注工事に限る

本支店、営業所の所在地

旭川開発建設部管内本支店・営業所

新技術導入促進(Ⅰ)型での新技術活
用提案
※S型又は施工能力評価型で適用可

過去2年度の北海道開発局発注の全
工事（舗装含む）成績の平均点（2年度
対象。ただし、2年度の実績がない場合は4年
度を対象。過去4年度の実績がない場合は6年
度対象。過去6年度の実績が無い場合は8年
度。過去8年度の実績が無い場合は10年度対
象）

83点以上

登録基幹技能者等の配置
（登録基幹技能者等の活用対象工事
のみ）

NETIS登録技術活用
（新技術活用の原則義務化部門は除
く）

技術提案（段階選抜後）

主任(監理)技術者の資格

評価項目

評価基準大
項
目

中
項
目

小項目

過去４年度の北海道開発局長等優良
工事表彰の有無

①局長表彰（同一事業部門限定）
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通大臣賞

3.0

上記以外

①旭川開発建設部長表彰(同一事業部門限定)
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通奨励賞

必

須

74点以上75点未満

73点以上74点未満

72点以上73点未満

72点未満

83点以上

8.0

過去10年度の北海道開発局発注工
事の監理（主任）技術者、特例監理技
術者又は現場代理人の成績(当該工
事と同じ工事区分の任意の1工事)

82点以上83点未満

81点以上82点未満

7.0

技

術

者

79点以上80点未満

より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者、特例
監理技術者又は現場代理人として従事

より同種性の高い工事において、監理技術者補佐又は担
当技術者として従事、又は同種性が認められる工事におい
て、監理（主任）技術者、特例監理技術者又は現場代理人
として従事

同種性が認められる工事において、監理技術者補佐又は
担当技術者として従事

技術士を有している又は１級土木経験年数５年以上
※２級が参加資格の場合は経験年数を省く
工種区分に応じて資格を追加する

必

須

防災協定が締結されている

提案を理解している

上記以外

(1.0)

5.0

不適切ではないが、一般的事項のみの記載となっている

技術提案が不適切である

必

須

選

択

2.0

4.0

「有用な新技術」に位置づけられている関連分野での「自社
開発技術」を当該工事へ活用する

関連分野での「自社開発技術」を当該工事へ活用する。又は、
「有用な新技術」で「他社開発技術」を当該工事へ活用する

新技術を当該工事へ活用しない

提案された新技術(NETIS登録)の活用が有効かつ具体的で
ある場合

提案された新技術(NETIS未登録)の活用が有効かつ具体的
である場合

提案された新技術の活用が有効かつ具体的的でない場合

指定団体の一定数以上の認定あり

段

階

選

抜

後

過去15年度の同種工事実績
より同種性の高い工事実績あり

選

択

施工監理能力の確認（書面）
当該工事での留意事項
３項目程度まで

(-1.5)

(-1.0) (-1.0)

(-1.5)

(-1.0)

(-1.5)

(-1.0)

(-1.5)

(-1.0)

(-1.5)

(-1.0)

段

階

的

選

抜

総

合

評

価

段

階

的

選

抜

2.0

1.0

3.0

最大 最大 最大 最大 最大

企業の実績と技術者

の実績は適宜設定し、

同点数とする

最大 最大 最大 最大 最大 最大



旭川 2023年8月1日 入札公告から適用 配点表 技術者育成型 一般土木（河川・道路・農業）・舗装【若手：緩和】

評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点

7.0 3.5 3.5 7.0 3.5 3.5 7.0 3.5 3.5

3.5 1.5 1.5 3.5 1.5 1.5 3.5 1.5 1.5

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

CPDへの取組 選択 1.0 1.0 0.5 0.5 0.5 0.5 1.0 1.0 0.5 0.5 0.5 0.5 1.0 1.0 0.5 0.5 0.5 0.5

10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0
～ ～ ～ ～ ～ ～

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他 選択

1.0 10.5 10.5 1.0 10.5 10.5 1.0 10.5 10.5

4.0 4.0 5.0 4.0 4.0 5.0 4.0 4.0 5.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5.0 5.0 6.0 5.0 5.0 6.0 5.0 5.0 6.0

4.6 4.6 5.5 4.6 4.6 5.5 4.6 4.6 5.5

4.2 4.2 5.0 4.2 4.2 5.0 4.2 4.2 5.0

3.8 3.8 4.5 3.8 3.8 4.5 3.8 3.8 4.5

3.4 3.4 4.0 3.4 3.4 4.0 3.4 3.4 4.0

3.0 3.0 3.5 3.0 3.0 3.5 3.0 3.0 3.5

2.6 2.6 3.0 2.6 2.6 3.0 2.6 2.6 3.0

2.2 2.2 2.5 2.2 2.2 2.5 2.2 2.2 2.5

1.8 1.8 2.0 1.8 1.8 2.0 1.8 1.8 2.0

1.4 1.4 1.5 1.4 1.4 1.5 1.4 1.4 1.5

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.6 0.6 0.5 0.6 0.6 0.5 0.6 0.6 0.5

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

1.0以上 1.0 1.0 1.0

1.0未満 0.0 0.0 0.0

0.7以上 1.0 1.0 1.0

0.7未満 0.0 0.0 0.0

0.5以上 1.0 1.0 1.0

0.5未満 0.0 0.0 0.0

NETIS登録技術の活用
（原則義務化部門は除く）

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

情報化施工技術活用
1.0

(1.0)
1.0

(1.0)
1.0

(1.0)
1.0

(1.0)
1.0

(1.0)
1.0

(1.0)

その他

2.0 2.0 2.0

0.0 0.0 1.0 2.0 2.0 1.0 0.0 1.0 1.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5

0.0

2.0 2.0 1.0 2.0 2.0 1.0 2.0 1.0 1.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

維持工事の施工実績
(道路部門のみ)

道

路

部

門

で

選

択

0.5 (0.5) 0.5 (0.5) 0.5 (0.5) 0.5 (0.5) 0.5 (0.5) 0.5 (0.5)

過去３年度以降の災害活動の実
態等(活動実績又は防災活動や支
援体制)

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

当年度の災害活動の実態(協定の
締結)

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

その他

一般土木の（ ）書きは道路部門限定 17.5 (18.0) 17.5 (18.0) 17.5 (18.0) 18.5(19.5) 18.5(19.5) 18.5(19.5) 17.5 (18.0) 17.5 (18.0) 17.5 (18.0)

簡易な技術提案

(-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

(-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5)

(-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

(-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0)

一般土木の（ ）書きは農業部門限定

一般土木の（ ）書きは道路部門限定

一般土木の（ ）書きは道路部門限定

評価項目

評価基準

施工能力評価型
一般土木(河川・道路)

施工能力評価型
一般土木（農業）

施工能力評価型
舗装

大
項
目

中
項
目

小項目

２．５億以上
施工能力評価型Ⅰ

0.8億以上2.5億未満

Ⅰ型①
Ⅰ型①

0.8億未満

Ⅱ型

２．５億未満
施工能力評価型Ⅰ・Ⅱ

２．５億以上
施工能力評価型Ⅰ

２．５億未満
施工能力評価型Ⅰ・Ⅱ

２．５億以上
施工能力評価型Ⅰ

Ⅱ型 Ⅰ型① Ⅱ型 Ⅰ型① Ⅰ型①Ⅰ型①

２．５億未満
施工能力評価型Ⅰ・Ⅱ

-

80点以上81点未満

79点以上80点未満

5.0

10.0

選

択

－

(3.0) (3.0)

83点以上

より同種性の高い工事において、監理技術者補佐又は
担当技術者として従事、又は同種性が認められる工事
において、監理（主任）技術者、特例監理技術者又は現
場代理人として従事

同種性が認められる工事において、監理技術者補佐又
は担当技術者として従事

①局長表彰（同一事業部門限定）
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通大臣
賞

74点以上75点未満

73点以上74点未満

72点以上73点未満

72点未満

82点以上83点未満

81点以上82点未満

4.0

10.0

77点以上78点未満

施
工
能
力
等

過去15年度の同種工事の実績
同種性・立場

より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者、
特例監理技術者又は現場代理人として従事

78点以上79点未満
過去10年度の北海道開発局発注
工事の監理（主任）技術者、特例
監理技術者又は現場代理人の成
績 （当該工事と同じ工事区分の任
意の１工事）

①旭川開発建設部長表彰(同一事業部門限定)
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通奨励
賞

-
過去４年度の北海道開発局長等
優良工事表彰の有無
※舗装工事については、舗装工事のみを加点対
象とする。

必

須
10.0

4.0

5.0

主任(監理)技術者の資格
技術士を有している又は１級土木経験年数５年以上
工種区分に応じて資格を追加する

上記以外

指定団体の一定数以上の認定あり

施工監理能力の確認（書面） 当該工事での留意事項 ３項目程度まで

5.0 6.0

小計

企

業

過去15年度の同種工事実績
より同種性の高い工事実績あり

必

須

関連分野での技術開発実績（NETISへの登録）の有無
及び有用な新技術の当該工事への適用

防災協定が締結されている

79点以上80点未満

78点以上79点未満

77点以上78点未満

76点以上77点未満

75点以上76点未満

82点以上83点未満

81点以上82点未満

83点以上

１級×１＋２級×０．５ 舗

装

工

事

に

お

い

て

選

択

技能者の元請比率
元請比率=(元請の配置予定技能者数＋子
会社の配置予定技能者数)／全配置予定技
能者数

過去10年度の近隣地域(開発建設
部内)での施工実績

あり

過去2年度の北海道開発局発注の
全工事（舗装含む）成績の平均点
（2年度対象。ただし、2年度の実績がない場合
は4年度を対象。過去4年度の実績がない場合は6年度対
象。過去6年度の実績が無い場合は8年度。過去8年度の

実績が無い場合は10年度対象）
※舗装工事については、舗装工事のみの平均点とする。

主要機械の元請比率

元請比率=（元請が保有している配置予定主
要機械数＋子会社が保有している配置予定
主要機械数＋元請が長期リースしている配
置予定主要機械数）／全配置予定主要機械
数

6.0

74点以上75点未満

73点以上74点未満

72点以上73点未満

72点未満

80点以上81点未満

2.5 2.5 2.5 2.5

5.0

5.0 4.0 4.0

2.5

旭川開発建設部長表彰（同一事業部門限定）

北海道開発局i-Con奨励賞

国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大
賞「国土交通大臣賞」を含む。）※国土交通省インフラDX大
賞について、農業部門は除く。

国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大
賞「優秀賞」を含む。）※国土交通省インフラDX大賞につい
て、農業部門は除く。

工事成績優秀企業

5.0

2.5

1.0

1.0 1.0 1.0

1.0
旭川開発建設部管内本店

道内本店

道内支店・営業所

1.0

1.0 2.0 2.0 1.0 2.0本支店、営業所の所在地

○○事務所管内本店

2.0

なし

2.0

2.0

選

択

2.0 1.0

技
術
提
案
等

技

術

提

案

等

施工上の課題に対する考え方等

施工計画
施工計画が適切に記載されている

技術提案（段階選抜後）

高い効果が期待できる

効果が期待できる

一般的事項のみの記載となっている

技術提案

施工上の課題に対し、最も優位な効果が期待できる

施工上の課題に対し、優位な効果が期待できる

施工上の課題に対し、効果が期待できる

不適切ではないが、一般的事項のみの記載となっている

技術提案が不適切である

技術提案（段階選抜時）

小計

企

業

（
地

域

）

2.0 1.0 2.0

(-1.5)

減

点

項

目

賃上げ未実施企業
賃上げを実施しなかった企業に対する減点措置
※技術提案評価型は「段階選抜後」に減点

必

須

施工計画の説明が不適切である

技術提案に対する理解度

提案を十分に理解している

提案を理解している

ヒ

ア

リ

ン

グ

ヒ

ア

リ

ン

グ

監理能力

十分な監理能力が確認できる

一定の監理能力が期待できる

上記以外

施工計画
施工計画の説明が適切である

直近の措置

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

配

点

合

計

技術提案等

修補請求
修補請求
（低入札工事であった場合は下段の点数）

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

31.0 (31.5)19.5 (20.5) 29.0 (30.0) 29.0 (30.0)合計 25.5 (26.0) 31.0 (31.5)25.5 (26.0)

13.5 14.5 (15.5)

1.0 10.5 1.0 10.5 10.5

13.5

賃上げを実施する企業に対する加点措置
必

須
2.0

(7.0)

選

択
「情報化施工技術の活用ガイドライン」に基づき加点する。
（農業部門）

選

択

選

択

文書注意

口頭注意

76点以上77点未満

75点以上76点未満

上記以外

指名停止

施工計画が不適切である

高い効果が期待できる

効果が期待できる

一般的事項のみの記載となっている

・工事区分が「一般土木」について、当該工事区間または箇
所が年間維持除雪工事の区間内にある場合、その年間維
持除雪工事(工事区分「維持」)の施工実績が連続５年以上
・工事区分が「舗装」について、当該工事区間または箇所が
年間舗装維持工事の区間内にある場合、その年間舗装維
持工事(工事区分「維持」)の施工実績が連続５年以上

企業（地域）

企業

技術者

12.5 (13.5) 12.5 (13.5) 11.5

技

術

者

企

業

（
地

域

以

外

）

過去２年度の北海道開発局長等優良
工事表彰の有無（２年度対象）及び工
事成績優秀企業認定の有無（１年度
対象）、北海道開発局i-Con奨励賞
（１年度対象）又は受賞決定日から2
年間の国土交通省インフラDX大賞
（旧：国土交通省i-Construction大賞
（２年度対象）を含む。）（※局長表
彰、旭川開発建設部長表彰、インフラ
DX大賞、i-Con奨励賞、i-Con大賞の
重複評価は行わない。工事成績優秀
企業認定のみ重複評価を行う。）
※北海道開発局発注工事に限る
※舗装工事については、舗装工事のみを加点対
象とする。

局長表彰（同一事業部門限定）

舗装施工管理技術者（日本道路建
設業協会認定資格）の配置

(7.0) (3.0)

実績等が確認できること

同種性が認められる工事の実績あり

1.0 2.0 1.0

6.0 (6.5) 6.0 6.0 4.0

1.0

賃上げの実施を表明した企業等を評価する。

（対前年度または前年比で、従業員に右記を表明している場合）

　※技術提案評価型は「段階選抜後」に加点

10.5

2.0

10.5

2.02.02.02.0

10.5

11.5

6.0 (6.5)

31.0 (31.5)

2.0 2.0 2.0

31.0 (31.5)

4.0 (4.5)

11.5

(3.0)

6.0 (6.5) 6.0 (6.5) 4.0 (4.5)

11.5

(-1.5) (-1.5)

1.0 1.0

1.0 1.0

1.0

(7.0) (3.0) (3.0)

(-1.5)(-1.5)

(-1.0)

(-1.5)

10.0 10.0

2.5 2.5

4.0 5.05.0 4.0

2.5

6.0 5.0

10.0

(-1.5) (-1.5) (-1.5)

最大最大 最大 最大 最大最大 最大最大

最大 最大 最大 最大 最大 最大 最大 最大

最大

最大



旭川 2023年8月1日 入札公告から適用 配点表 技術者育成型 一般土木（河川・道路・農業）・舗装【若手：年齢評価】

評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点

7.0 3.5 3.5 7.0 3.5 3.5 7.0 3.5 3.5

3.5 1.5 1.5 3.5 1.5 1.5 3.5 1.5 1.5

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

1.0 0.5 0.5 1.0 0.5 0.5 1.0 0.5 0.5

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

CPDへの取組 1.0 1.0 0.5 0.5 0.5 0.5 1.0 1.0 0.5 0.5 0.5 0.5 1.0 1.0 0.5 0.5 0.5 0.5

10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0
～ ～ ～ ～ ～ ～

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他 選択

10.0 15.5 15.5 10.0 15.5 15.5 10.0 15.5 15.5

4.0 4.0 5.0 4.0 4.0 5.0 4.0 4.0 5.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5.0 5.0 6.0 5.0 5.0 6.0 5.0 5.0 6.0

4.6 4.6 5.5 4.6 4.6 5.5 4.6 4.6 5.5

4.2 4.2 5.0 4.2 4.2 5.0 4.2 4.2 5.0

3.8 3.8 4.5 3.8 3.8 4.5 3.8 3.8 4.5

3.4 3.4 4.0 3.4 3.4 4.0 3.4 3.4 4.0

3.0 3.0 3.5 3.0 3.0 3.5 3.0 3.0 3.5

2.6 2.6 3.0 2.6 2.6 3.0 2.6 2.6 3.0

2.2 2.2 2.5 2.2 2.2 2.5 2.2 2.2 2.5

1.8 1.8 2.0 1.8 1.8 2.0 1.8 1.8 2.0

1.4 1.4 1.5 1.4 1.4 1.5 1.4 1.4 1.5

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.6 0.6 0.5 0.6 0.6 0.5 0.6 0.6 0.5

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

1.0以上 1.0 1.0 1.0

1.0未満 0.0 0.0 0.0

0.7以上 1.0 1.0 1.0

0.7未満 0.0 0.0 0.0

0.5以上 1.0 1.0 1.0

0.5未満 0.0 0.0 0.0

NETIS登録技術の活用
（原則義務化部門は除く）

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

情報化施工技術活用
1.0

(1.0)
1.0

(1.0)
1.0

(1.0)
1.0

(1.0)
1.0

(1.0)
1.0

(1.0)

その他

2.0 2.0 2.0

0.0 0.0 1.0 2.0 2.0 1.0 0.0 1.0 1.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5

0.0

2.0 2.0 1.0 2.0 2.0 1.0 2.0 1.0 1.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

維持工事の施工実績
(道路部門のみ)

道

路

部

門

で

選

択

0.5 (0.5) 0.5 (0.5) 0.5 (0.5) 0.5 (0.5) 0.5 (0.5) 0.5 (0.5)

過去３年度以降の災害活動の実
態等(活動実績又は防災活動や支
援体制)

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

当年度の災害活動の実態(協定の
締結)

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

その他

一般土木の（ ）書きは道路部門限定 17.5 (18.0) 17.5 (18.0) 17.5 (18.0) 18.5(19.5) 18.5(19.5) 18.5(19.5) 17.5 (18.0) 17.5 (18.0) 17.5 (18.0)

簡易な技術提案

(-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

(-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5)

(-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

(-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0)

一般土木の（ ）書きは農業部門限定

一般土木の（ ）書きは道路部門限定

一般土木の（ ）書きは道路部門限定

評価項目

評価基準

施工能力評価型
一般土木(河川・道路)

施工能力評価型
一般土木（農業）

施工能力評価型
舗装

大
項
目

中
項
目

小項目

２．５億未満
施工能力評価型Ⅰ・Ⅱ

２．５億以上
施工能力評価型Ⅰ

２．５億未満
施工能力評価型Ⅰ・Ⅱ

２．５億以上
施工能力評価型Ⅰ

２．５億未満
施工能力評価型Ⅰ・Ⅱ

２．５億以上
施工能力評価型Ⅰ

Ⅱ型 Ⅰ型① Ⅰ型① Ⅱ型 Ⅰ型① Ⅰ型①
0.8億未満

Ⅱ型

0.8億以上2.5億未満

Ⅰ型①
Ⅰ型①

3.0

より同種性の高い工事において、監理技術者補佐又は
担当技術者として従事、又は同種性が認められる工事
において、監理（主任）技術者、特例監理技術者又は現
場代理人として従事

同種性が認められる工事において、監理技術者補佐又
は担当技術者として従事

過去10年度の北海道開発局発注
工事の監理（主任）技術者、特例
監理技術者又は現場代理人の成
績 （当該工事と同じ工事区分の任
意の１工事）

83点以上

－

3.0 7.0 3.0 3.0 7.0 3.0

74点以上75点未満

73点以上74点未満

72点以上73点未満

72点未満

82点以上83点未満

過去15年度の同種工事の実績
同種性・立場

3.0

81点以上82点未満

80点以上81点未満

79点以上80点未満

78点以上79点未満

77点以上78点未満

過去４年度の北海道開発局長等
優良工事表彰の有無
※舗装工事については、舗装工事のみを加点対
象とする。

①局長表彰（同一事業部門限定）
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通大臣
賞

76点以上77点未満

75点以上76点未満

－
①旭川開発建設部長表彰(同一事業部門限定)
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通奨励
賞

主任(監理)技術者の資格
技術士を有している又は１級土木経験年数５年以上
工種区分に応じて資格を追加する 選

択

1.0 0.5 0.5 1.0 0.5

6.0

5.0
同種性が認められる工事の実績あり

過去2年度の北海道開発局発注の
全工事（舗装含む）成績の平均点
（2年度対象。ただし、2年度の実績がない場合
は4年度を対象。過去4年度の実績がない場合は6年度対
象。過去6年度の実績が無い場合は8年度。過去8年度の

実績が無い場合は10年度対象）
※舗装工事については、舗装工事のみの平均点とする。

83点以上

0.5 0.5

上記以外

指定団体の一定数以上の認定あり

4.0 4.0 5.0 4.0 4.0

10.0 10.0

小計

企

業

過去15年度の同種工事実績
より同種性の高い工事実績あり

必

須

10.0 10.0 10.0施工監理能力の確認（書面） 当該工事での留意事項 ３項目程度まで
必

須
10.0

選

択
防災協定が締結されている

2.0 2.0 1.0

選

択

2.0

4.0 4.0

72点未満

5.077点以上78点未満

76点以上77点未満

75点以上76点未満

74点以上75点未満

73点以上74点未満

72点以上73点未満

5.0 6.05.0 5.0 6.0 5.0

1.0

1.0 1.0
旭川開発建設部管内本店

道内本店

道内支店・営業所

1.0 1.0 1.0
元請比率=(元請の配置予定技能者数＋子
会社の配置予定技能者数)／全配置予定技
能者数

2.0 1.0 2.0 2.0

選

択

2.0 1.0

1.0 2.0

なし
2.0 2.0 1.0

あり

小計

技
術
提
案
等

技

術

提

案

等

施工上の課題に対する考え方等

一般的事項のみの記載となっている

技術提案（段階選抜後）

高い効果が期待できる

効果が期待できる

施
工
能
力
等

より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者、
特例監理技術者又は現場代理人として従事

必

須
7.0

過去10年度の近隣地域(開発建設
部内)での施工実績

舗装施工管理技術者（日本道路建
設業協会認定資格）の配置

１級×１＋２級×０．５ 舗

装

工

事

に

お

い

て

選

択

80点以上81点未満

79点以上80点未満

78点以上79点未満

技

術

者

関連分野での技術開発実績（NETISへの登録）の有無
及び有用な新技術の当該工事への適用

施工上の課題に対し、最も優位な効果が期待できる

施工上の課題に対し、優位な効果が期待できる

施工上の課題に対し、効果が期待できる

不適切ではないが、一般的事項のみの記載となっている

技術提案が不適切である

提案を十分に理解している

十分な監理能力が確認できる

施工計画
施工計画が適切に記載されている
施工計画が不適切である

技術提案（段階選抜時）

高い効果が期待できる

効果が期待できる

企

業

（
地

域

以

外

）

企

業

（
地

域

）

本支店、営業所の所在地

○○事務所管内本店

・工事区分が「一般土木」について、当該工事区間または箇
所が年間維持除雪工事の区間内にある場合、その年間維
持除雪工事(工事区分「維持」)の施工実績が連続５年以上
・工事区分が「舗装」について、当該工事区間または箇所が
年間舗装維持工事の区間内にある場合、その年間舗装維
持工事(工事区分「維持」)の施工実績が連続５年以上

実績等が確認できること

81点以上82点未満

(-1.0) (-1.0)

賃上げ未実施企業
賃上げを実施しなかった企業に対する減点措置
※技術提案評価型は「段階選抜後」に減点

(-1.5)文書注意

口頭注意

修補請求
修補請求
（低入札工事であった場合は下段の点数）

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

(-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5)直近の措置

指名停止

(-1.5) (-1.5)

技術者 10.0 15.5 15.5 10.0 15.5

技術提案等

15.5 10.0 15.5 15.5

6.0 (6.5) 4.0 (4.5)

企業 11.5 11.5 13.5 12.5 (13.5) 12.5 (13.5) 14.5 (15.5) 11.5 11.5

年齢評価
必

須

40歳以下（例）

41歳以上45歳以下（例）

46歳以上（例）

2.0賃上げを実施する企業に対する加点措置

賃上げの実施を表明した企業等を評価する。
必

須
2.0 2.0 2.0

配

点

合

計

減

点

項

目

必

須

合計 27.5 (28.0) 33.0 (33.5) 33.0 (33.5) 28.5 (29.5)

企業（地域） 6.0 (6.5) 6.0 (6.5) 4.0 (4.5)

上記以外

一般的事項のみの記載となっている

技術提案

2.0 2.0

34.0 (35.0) 27.5 (28.0) 33.0 (33.5) 33.0 (33.5)

（対前年度または前年比で、従業員に右記を表明している場合）

　※技術提案評価型は「段階選抜後」に加点

34.0 (35.0)

2.0 2.0 2.0

(-1.0) (-1.0)

13.5

6.0 6.0 4.0 6.0 (6.5)

工事成績優秀企業

2.5 2.5

ヒ

ア

リ

ン

グ

ヒ

ア

リ

ン

グ

監理能力

2.0 2.0 2.02.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

一定の監理能力が期待できる

上記以外

施工計画の説明が適切である

施工計画の説明が不適切である

選

択施工計画

技術提案に対する理解度 提案を理解している

0.5 1.0

主要機械の元請比率

元請比率=（元請が保有している配置予定主
要機械数＋子会社が保有している配置予定
主要機械数＋元請が長期リースしている配
置予定主要機械数）／全配置予定主要機械
数

5.0

82点以上83点未満

5.0

1.0

1.0

技能者の元請比率

過去２年度の北海道開発局長等優良
工事表彰の有無（２年度対象）及び工
事成績優秀企業認定の有無（１年度
対象）、北海道開発局i-Con奨励賞
（１年度対象）又は受賞決定日から2
年間の国土交通省インフラDX大賞
（旧：国土交通省i-Construction大賞
（２年度対象）を含む。）（※局長表
彰、旭川開発建設部長表彰、インフラ
DX大賞、i-Con奨励賞、i-Con大賞の
重複評価は行わない。工事成績優秀
企業認定のみ重複評価を行う。）
※北海道開発局発注工事に限る
※舗装工事については、舗装工事のみを加点対
象とする。

局長表彰（同一事業部門限定）

2.5 2.5 2.5

旭川開発建設部長表彰（同一事業部門限定）

北海道開発局i-Con奨励賞

国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大
賞「国土交通大臣賞」を含む。）※国土交通省インフラDX大
賞について、農業部門は除く。

国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大
賞「優秀賞」を含む。）※国土交通省インフラDX大賞につい
て、農業部門は除く。

1.0 1.0

1.0 1.0

2.5 2.5 2.5 2.5

「情報化施工技術の活用ガイドライン」に基づき加点する。
（農業部門）

最大最大 最大 最大 最大最大 最大最大

最大 最大 最大 最大 最大 最大 最大 最大

最大

最大



旭川 2023年8月1日 入札公告から適用 配点表 技術者育成型 一般土木（河川・道路・農業）・舗装【若手：緩和＋年齢評価】

評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点

1.0 0.5 0.5 1.0 0.5 0.5 1.0 0.5 0.5

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

CPDへの取組 1.0 1.0 0.5 0.5 0.5 0.5 1.0 1.0 0.5 0.5 0.5 0.5 1.0 1.0 0.5 0.5 0.5 0.5

10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0
～ ～ ～ ～ ～ ～

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他 選択

3.0 12.5 12.5 3.0 12.5 12.5 3.0 12.5 12.5

4.0 4.0 5.0 4.0 4.0 5.0 4.0 4.0 5.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5.0 5.0 6.0 5.0 5.0 6.0 5.0 5.0 6.0

4.6 4.6 5.5 4.6 4.6 5.5 4.6 4.6 5.5

4.2 4.2 5.0 4.2 4.2 5.0 4.2 4.2 5.0

3.8 3.8 4.5 3.8 3.8 4.5 3.8 3.8 4.5

3.4 3.4 4.0 3.4 3.4 4.0 3.4 3.4 4.0

3.0 3.0 3.5 3.0 3.0 3.5 3.0 3.0 3.5

2.6 2.6 3.0 2.6 2.6 3.0 2.6 2.6 3.0

2.2 2.2 2.5 2.2 2.2 2.5 2.2 2.2 2.5

1.8 1.8 2.0 1.8 1.8 2.0 1.8 1.8 2.0

1.4 1.4 1.5 1.4 1.4 1.5 1.4 1.4 1.5

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.6 0.6 0.5 0.6 0.6 0.5 0.6 0.6 0.5

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

1.0以上 1.0 1.0 1.0

1.0未満 0.0 0.0 0.0

0.7以上 1.0 1.0 1.0

0.7未満 0.0 0.0 0.0

0.5以上 1.0 1.0 1.0

0.5未満 0.0 0.0 0.0

NETIS登録技術の活用
（原則義務化部門は除く）

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

情報化施工技術活用
1.0

(1.0)
1.0

(1.0)
1.0

(1.0)
1.0

(1.0)
1.0

(1.0)
1.0

(1.0)

2.0 2.0 2.0

0.0 0.0 1.0 2.0 2.0 1.0 0.0 1.0 1.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5

0.0

2.0 2.0 1.0 2.0 2.0 1.0 2.0 1.0 1.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

維持工事の施工実績
(道路部門のみ)

道

路

部

門

で

選

択

0.5 (0.5) 0.5 (0.5) 0.5 (0.5) 0.5 (0.5) 0.5 (0.5) 0.5 (0.5)

過去３年度以降の災害活動の実
態等(活動実績又は防災活動や支
援体制)

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

当年度の災害活動の実態(協定の
締結)

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

その他

一般土木の（ ）書きは道路部門限定 17.5 (18.0) 17.5 (18.0) 17.5 (18.0) 18.5(19.5) 18.5(19.5) 18.5(19.5) 17.5 (18.0) 17.5 (18.0) 17.5 (18.0)

簡易な技術提案

(-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

(-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5)

(-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

(-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0)

一般土木の（ ）書きは農業部門限定

一般土木の（ ）書きは道路部門限定

一般土木の（ ）書きは道路部門限定

評価項目

評価基準

施工能力評価型
一般土木(河川・道路)

施工能力評価型
一般土木（農業）

施工能力評価型
舗装

大
項
目

中
項
目

小項目

２．５億未満
施工能力評価型Ⅰ・Ⅱ

２．５億以上
施工能力評価型Ⅰ

２．５億未満
施工能力評価型Ⅰ・Ⅱ

２．５億以上
施工能力評価型Ⅰ

２．５億未満
施工能力評価型Ⅰ・Ⅱ

２．５億以上
施工能力評価型Ⅰ

Ⅱ型 Ⅰ型① Ⅰ型① Ⅱ型 Ⅰ型① Ⅰ型①
0.8億未満

Ⅱ型

0.8億以上2.5億未満

Ⅰ型①
Ⅰ型①

より同種性の高い工事において、監理技術者補佐又は
担当技術者として従事、又は同種性が認められる工事
において、監理（主任）技術者、特例監理技術者又は現
場代理人として従事

同種性が認められる工事において、監理技術者補佐又
は担当技術者として従事

過去10年度の北海道開発局発注
工事の監理（主任）技術者、特例
監理技術者又は現場代理人の成
績 （当該工事と同じ工事区分の任
意の１工事）

83点以上

－

74点以上75点未満

73点以上74点未満

過去15年度の同種工事の実績
同種性・立場

より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者、
特例監理技術者又は現場代理人として従事

72点以上73点未満

72点未満

過去４年度の北海道開発局長等
優良工事表彰の有無
※舗装工事については、舗装工事のみを加点対
象とする。

①局長表彰（同一事業部門限定）
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通大臣
賞

0.5 1.0 0.5 0.5

上記以外

指定団体の一定数以上の認定あり

①旭川開発建設部長表彰(同一事業部門限定)
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通奨励
賞

主任(監理)技術者の資格
技術士を有している又は１級土木経験年数５年以上
工種区分に応じて資格を追加する 選

択

1.0 0.5 0.5 1.0 0.5

－

82点以上83点未満

81点以上82点未満

80点以上81点未満

79点以上80点未満

78点以上79点未満

77点以上78点未満

76点以上77点未満

10.0 10.010.0 10.0施工監理能力の確認（書面） 当該工事での留意事項 ３項目程度まで
必

須
10.0 10.0

技能者の元請比率

舗装施工管理技術者（日本道路建
設業協会認定資格）の配置

2.0 2.041歳以上45歳以下（例）

46歳以上（例）

2.0 2.0 2.0年齢評価

40歳以下（例）
必

須
2.0 2.0 2.0 2.0

6.0

82点以上83点未満

81点以上82点未満

80点以上81点未満

79点以上80点未満

5.0 4.0 4.0 5.0
同種性が認められる工事の実績あり

83点以上

5.0 5.0 6.0

必

須

4.0 4.0 5.0 4.0 4.0

5.0 5.0 6.0 5.0 5.0

2.52.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5

過去２年度の北海道開発局長等優良
工事表彰の有無（２年度対象）及び工
事成績優秀企業認定の有無（１年度
対象）、北海道開発局i-Con奨励賞
（１年度対象）又は受賞決定日から2
年間の国土交通省インフラDX大賞
（旧：国土交通省i-Construction大賞
（２年度対象）を含む。）（※局長表
彰、旭川開発建設部長表彰、インフラ
DX大賞、i-Con奨励賞、i-Con大賞の
重複評価は行わない。工事成績優秀
企業認定のみ重複評価を行う。）
※北海道開発局発注工事に限る
※舗装工事については、舗装工事のみを加点対
象とする。

局長表彰（同一事業部門限定）

旭川開発建設部長表彰（同一事業部門限定）

北海道開発局i-Con奨励賞

国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大
賞「国土交通大臣賞」を含む。）※国土交通省インフラDX大
賞について、農業部門は除く。

国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大
賞「優秀賞」を含む。）※国土交通省インフラDX大賞につい
て、農業部門は除く。

工事成績優秀企業

78点以上79点未満

77点以上78点未満

76点以上77点未満

75点以上76点未満

74点以上75点未満

73点以上74点未満

72点以上73点未満

72点未満

1.0 2.0

1.0 2.0

1.0

元請比率=(元請の配置予定技能者数＋子
会社の配置予定技能者数)／全配置予定技
能者数

１級×１＋２級×０．５ 舗

装

工

事

に

お

い

て

選

択

元請比率=（元請が保有している配置予定主
要機械数＋子会社が保有している配置予定
主要機械数＋元請が長期リースしている配
置予定主要機械数）／全配置予定主要機械
数

1.0 1.0

1.0 1.0 1.0

○○事務所管内本店

あり

施
工
能
力
等

企

業

過去15年度の同種工事実績
より同種性の高い工事実績あり

過去10年度の近隣地域(開発建設
部内)での施工実績

関連分野での技術開発実績（NETISへの登録）の有無
及び有用な新技術の当該工事への適用

1.0 1.0 1.0

選

択

防災協定が締結されている

主要機械の元請比率

小計

1.0
なし

1.0
旭川開発建設部管内本店

道内本店

道内支店・営業所

1.0 2.0 1.0

2.0

技
術
提
案
等

技

術

提

案

等

施工上の課題に対する考え方等

効果が期待できる

一般的事項のみの記載となっている

技術提案（段階選抜後）

高い効果が期待できる

一般的事項のみの記載となっている

技術提案

施工上の課題に対し、最も優位な効果が期待できる

施工上の課題に対し、優位な効果が期待できる

施工上の課題に対し、効果が期待できる

不適切ではないが、一般的事項のみの記載となっている

技術提案が不適切である

企

業

（
地

域

）

・工事区分が「一般土木」について、当該工事区間または箇
所が年間維持除雪工事の区間内にある場合、その年間維
持除雪工事(工事区分「維持」)の施工実績が連続５年以上
・工事区分が「舗装」について、当該工事区間または箇所が
年間舗装維持工事の区間内にある場合、その年間舗装維
持工事(工事区分「維持」)の施工実績が連続５年以上

提案を十分に理解している

十分な監理能力が確認できる

選

択

提案を理解している

施工計画
施工計画が適切に記載されている
施工計画が不適切である

技術提案（段階選抜時）

高い効果が期待できる

効果が期待できる

選

択

小計

実績等が確認できること

本支店、営業所の所在地

ヒ

ア

リ

ン

グ

ヒ

ア

リ

ン

グ

監理能力

施工計画

技術提案に対する理解度

(-1.0) (-1.0) (-1.0)

上記以外

減

点

項

目

直近の措置

指名停止

必

須

(-1.5) (-1.5)

一定の監理能力が期待できる

上記以外

施工計画の説明が適切である

施工計画の説明が不適切である

(-1.0)

賃上げ未実施企業
賃上げを実施しなかった企業に対する減点措置
※技術提案評価型は「段階選抜後」に減点

(-1.5)文書注意

口頭注意

修補請求
修補請求
（低入札工事であった場合は下段の点数）

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

(-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5)

6.0 (6.5) 4.0 (4.5) 6.0 6.0

配

点

合

計

12.5 12.5

企業 11.5 11.5 13.5 12.5 (13.5) 12.5 (13.5)

技術者 3.0 12.5 12.5 3.0 12.5

技術提案等

4.0 (4.5)

14.5 (15.5) 11.5 11.5 13.5

12.5 3.0

賃上げを実施する企業に対する加点措置

賃上げの実施を表明した企業等を評価する。
必

須
2.0 2.0 2.0

4.0 6.0 (6.5) 6.0 (6.5)

合計 27.5 (28.0) 33.0 (33.5) 33.0 (33.5) 22.5 (23.5) 31.0 (32.0)

企業（地域） 6.0 (6.5)

（対前年度または前年比で、従業員に右記を表明している場合）

　※技術提案評価型は「段階選抜後」に加点

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

31.0 (32.0) 27.5 (28.0) 33.0 (33.5) 33.0 (33.5)

技

術

者

「情報化施工技術の活用ガイドライン」に基づき加点する。
（農業部門）

企

業

（
地

域

以

外

）

選

択

－

75点以上76点未満

2.5 2.5

過去2年度の北海道開発局発注の
全工事（舗装含む）成績の平均点
（2年度対象。ただし、2年度の実績がない場合
は4年度を対象。過去4年度の実績がない場合は6年度対
象。過去6年度の実績が無い場合は8年度。過去8年度の

実績が無い場合は10年度対象）
※舗装工事については、舗装工事のみの平均点とする。

2.0 1.0 2.0 1.0

2.02.0 2.0

2.0

最大最大 最大 最大 最大最大 最大最大

最大 最大 最大 最大 最大 最大 最大 最大

最大

最大



旭川 2023年8月1日 入札公告から適用 配点表 技術者育成型 一般土木（河川・道路・農業）・舗装【若手：同等評価】

評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点

7.0 3.5 3.5 7.0 3.5 3.5 7.0 3.5 3.5

3.5 1.5 1.5 3.5 1.5 1.5 3.5 1.5 1.5

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

1.0 0.5 0.5 1.0 0.5 0.5 1.0 0.5 0.5

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

CPDへの取組 1.0 1.0 0.5 0.5 0.5 0.5 1.0 1.0 0.5 0.5 0.5 0.5 1.0 1.0 0.5 0.5 0.5 0.5

10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0
～ ～ ～ ～ ～ ～

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他 選択

8.0 13.5 13.5 8.0 13.5 13.5 8.0 13.5 13.5

4.0 4.0 5.0 4.0 4.0 5.0 4.0 4.0 5.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5.0 5.0 6.0 5.0 5.0 6.0 5.0 5.0 6.0

4.6 4.6 5.5 4.6 4.6 5.5 4.6 4.6 5.5

4.2 4.2 5.0 4.2 4.2 5.0 4.2 4.2 5.0

3.8 3.8 4.5 3.8 3.8 4.5 3.8 3.8 4.5

3.4 3.4 4.0 3.4 3.4 4.0 3.4 3.4 4.0

3.0 3.0 3.5 3.0 3.0 3.5 3.0 3.0 3.5

2.6 2.6 3.0 2.6 2.6 3.0 2.6 2.6 3.0

2.2 2.2 2.5 2.2 2.2 2.5 2.2 2.2 2.5

1.8 1.8 2.0 1.8 1.8 2.0 1.8 1.8 2.0

1.4 1.4 1.5 1.4 1.4 1.5 1.4 1.4 1.5

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.6 0.6 0.5 0.6 0.6 0.5 0.6 0.6 0.5

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

1.0以上 1.0 1.0 1.0

1.0未満 0.0 0.0 0.0

0.7以上 1.0 1.0 1.0

0.7未満 0.0 0.0 0.0

0.5以上 1.0 1.0 1.0

0.5未満 0.0 0.0 0.0

NETIS登録技術の活用
（原則義務化部門は除く）

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

情報化施工技術活用
1.0

(1.0)
1.0

(1.0)
1.0

(1.0)
1.0

(1.0)
1.0

(1.0)
1.0

(1.0)

その他

2.0 2.0 2.0

0.0 0.0 1.0 2.0 2.0 1.0 0.0 1.0 1.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5

0.0

2.0 2.0 1.0 2.0 2.0 1.0 2.0 1.0 1.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

維持工事の施工実績
(道路部門のみ)

道

路

部

門

で

選

択

0.5 (0.5) 0.5 (0.5) 0.5 (0.5) 0.5 (0.5) 0.5 (0.5) 0.5 (0.5)

過去３年度以降の災害活動の実
態等(活動実績又は防災活動や支
援体制)

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

当年度の災害活動の実態(協定の
締結)

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

その他

一般土木の（ ）書きは道路部門限定 17.5 (18.0) 17.5 (18.0) 17.5 (18.0) 18.5(19.5) 18.5(19.5) 18.5(19.5) 17.5 (18.0) 17.5 (18.0) 17.5 (18.0)

簡易な技術提案

(-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

(-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5)

(-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

(-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0)

一般土木の（ ）書きは農業部門限定

一般土木の（ ）書きは道路部門限定

一般土木の（ ）書きは道路部門限定

評価項目

評価基準

施工能力評価型
一般土木(河川・道路)

施工能力評価型
一般土木（農業）

施工能力評価型
舗装

大
項
目

中
項
目

小項目

２．５億未満
施工能力評価型Ⅰ・Ⅱ

２．５億以上
施工能力評価型Ⅰ

２．５億未満
施工能力評価型Ⅰ・Ⅱ

２．５億以上
施工能力評価型Ⅰ

２．５億未満
施工能力評価型Ⅰ・Ⅱ

２．５億以上
施工能力評価型Ⅰ

Ⅱ型 Ⅰ型① Ⅰ型① Ⅱ型 Ⅰ型① Ⅰ型①
0.8億未満

Ⅱ型

0.8億以上2.5億未満

Ⅰ型①
Ⅰ型①

3.0

より同種性の高い工事において、監理技術者補佐又は
担当技術者として従事、又は同種性が認められる工事
において、監理（主任）技術者、特例監理技術者又は現
場代理人として従事

同種性が認められる工事において、監理技術者補佐又
は担当技術者として従事

過去10年度の北海道開発局発注
工事の監理（主任）技術者、特例
監理技術者又は現場代理人の成
績 （当該工事と同じ工事区分の任
意の１工事）

83点以上

－

3.0 7.0 3.0 3.0 7.0 3.0

施
工
能
力
等

過去15年度の同種工事の実績
同種性・立場

より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者、
特例監理技術者又は現場代理人として従事

必

須
7.0 3.0

過去４年度の北海道開発局長等
優良工事表彰の有無
※舗装工事については、舗装工事のみを加点対
象とする。

74点以上75点未満

73点以上74点未満

72点以上73点未満

72点未満

①局長表彰（同一事業部門限定）
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通大臣
賞

82点以上83点未満

81点以上82点未満

80点以上81点未満

79点以上80点未満

78点以上79点未満

77点以上78点未満

76点以上77点未満

75点以上76点未満

小計

過去2年度の北海道開発局発注の
全工事（舗装含む）成績の平均点
（2年度対象。ただし、2年度の実績がない場合
は4年度を対象。過去4年度の実績がない場合は6年度対
象。過去6年度の実績が無い場合は8年度。過去8年度の

実績が無い場合は10年度対象）
※舗装工事については、舗装工事のみの平均点とする。

過去15年度の同種工事実績

技

術

者

0.5

上記以外

指定団体の一定数以上の認定あり

①旭川開発建設部長表彰(同一事業部門限定)
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通奨励
賞

10.010.0 10.0 10.0

技術士を有している又は１級土木経験年数５年以上
工種区分に応じて資格を追加する 選

択

1.0 0.5 0.5 1.0 0.5

－

0.5

72点未満

1.0 0.5

10.0

必

須

4.0 4.0 5.0 4.0

5.0

4.0

「情報化施工技術の活用ガイドライン」に基づき加点する。
（農業部門）

5.0
同種性が認められる工事の実績あり

83点以上

5.0 5.0 6.0

76点以上77点未満

75点以上76点未満

74点以上75点未満

73点以上74点未満

6.0

82点以上83点未満

81点以上82点未満

80点以上81点未満

79点以上80点未満

78点以上79点未満

77点以上78点未満

より同種性の高い工事実績あり

6.0 5.0 5.0

72点以上73点未満

技能者の元請比率
元請比率=(元請の配置予定技能者数＋子
会社の配置予定技能者数)／全配置予定技
能者数

舗装施工管理技術者（日本道路建
設業協会認定資格）の配置

１級×１＋２級×０．５ 舗

装

工

事

に

お

い

て

選

択

主要機械の元請比率

元請比率=（元請が保有している配置予定主
要機械数＋子会社が保有している配置予定
主要機械数＋元請が長期リースしている配
置予定主要機械数）／全配置予定主要機械
数

小計

技
術
提
案
等

技

術

提

案

等

施工上の課題に対する考え方等

効果が期待できる

一般的事項のみの記載となっている

技術提案（段階選抜後）

高い効果が期待できる

企

業

（
地

域

）

・工事区分が「一般土木」について、当該工事区間または箇
所が年間維持除雪工事の区間内にある場合、その年間維
持除雪工事(工事区分「維持」)の施工実績が連続５年以上
・工事区分が「舗装」について、当該工事区間または箇所が
年間舗装維持工事の区間内にある場合、その年間舗装維
持工事(工事区分「維持」)の施工実績が連続５年以上

実績等が確認できること

防災協定が締結されている

施工上の課題に対し、最も優位な効果が期待できる

施工上の課題に対し、優位な効果が期待できる

施工上の課題に対し、効果が期待できる

不適切ではないが、一般的事項のみの記載となっている

技術提案が不適切である

過去10年度の近隣地域(開発建設
部内)での施工実績

本支店、営業所の所在地

企

業

関連分野での技術開発実績（NETISへの登録）の有無
及び有用な新技術の当該工事への適用

なし

旭川開発建設部管内本店

道内本店

技術提案

一定の監理能力が期待できる

上記以外

施工計画の説明が適切である

施工計画の説明が不適切である

提案を十分に理解している

十分な監理能力が確認できる

選

択

施工計画
施工計画が適切に記載されている
施工計画が不適切である

技術提案（段階選抜時）

高い効果が期待できる

効果が期待できる

一般的事項のみの記載となっている

提案を理解している

ヒ

ア

リ

ン

グ

ヒ

ア

リ

ン

グ

監理能力

施工計画

技術提案に対する理解度

(-1.0) (-1.0) (-1.0)

上記以外

減

点

項

目

直近の措置

指名停止

必

須

(-1.5) (-1.5)

(-1.0)

賃上げ未実施企業
賃上げを実施しなかった企業に対する減点措置
※技術提案評価型は「段階選抜後」に減点

(-1.5)文書注意

口頭注意

修補請求
修補請求
（低入札工事であった場合は下段の点数）

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

(-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5)

技術者 8.0 13.5 13.5 8.0 13.5

技術提案等

13.5 8.0 13.5 13.5

12.5 (13.5)

4.0 (4.5)

合計 25.5 (26.0) 31.0 (31.5) 31.0 (31.5) 26.5 (27.5) 32.0 (33.0)

14.5(15.5) 11.5 11.5 13.5

企業（地域） 6.0 (6.5) 6.0 (6.5) 4.0 (4.5) 6.0 6.0 4.0 6.0 (6.5) 6.0 (6.5)

2.0

32.0 (33.0) 25.5 (26.0) 31.0 (31.5) 31.0 (31.5)

賃上げを実施する企業に対する加点措置

賃上げの実施を表明した企業等を評価する。
必

須
2.0 2.0 2.0

配

点

合

計

（対前年度または前年比で、従業員に右記を表明している場合）

　※技術提案評価型は「段階選抜後」に加点

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

企業 11.5 11.5 13.5 12.5 (13.5)

企

業

（
地

域

以

外

）

選

択

旭川開発建設部長表彰（同一事業部門限定）

北海道開発局i-Con奨励賞

国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大
賞「国土交通大臣賞」を含む。）※国土交通省インフラDX大
賞について、農業部門は除く。

国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大
賞「優秀賞」を含む。）※国土交通省インフラDX大賞につい
て、農業部門は除く。

工事成績優秀企業

過去２年度の北海道開発局長等優良
工事表彰の有無（２年度対象）及び工
事成績優秀企業認定の有無（１年度
対象）、北海道開発局i-Con奨励賞
（１年度対象）又は受賞決定日から2
年間の国土交通省インフラDX大賞
（旧：国土交通省i-Construction大賞
（２年度対象）を含む。）（※局長表
彰、旭川開発建設部長表彰、インフラ
DX大賞、i-Con奨励賞、i-Con大賞の
重複評価は行わない。工事成績優秀
企業認定のみ重複評価を行う。）
※北海道開発局発注工事に限る
※舗装工事については、舗装工事のみを加点対
象とする。

局長表彰（同一事業部門限定）

2.5 2.5

施工監理能力の確認（書面） 当該工事での留意事項 ３項目程度まで
必

須
10.0

主任(監理)技術者の資格

2.5

1.0

2.5

1.01.0 1.0

1.0 1.0

2.5

1.0

2.5 2.5 2.5

4.0

5.0

5.0 4.0

2.5

2.0 2.0

1.0 1.0 1.0

2.0 1.0 2.0 1.0 1.0

選

択

道内支店・営業所

1.0 2.0 1.0

あり
2.0 2.0 1.0 2.0

1.0

○○事務所管内本店

選

択

2.0 2.0

最大最大 最大 最大 最大最大 最大最大

最大 最大 最大 最大 最大 最大 最大 最大

最大

最大



旭川 2023年8月1日 入札公告から適用 配点表 技術者育成型【チャレンジ型】

評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点

CPDへの取組 －

その他 選択

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

1.0以上

1.0未満

0.7以上

0.7未満

0.5以上

0.5未満

NETIS登録技術の活用
（原則義務化部門は除く）

－

情報化施工技術活用
1.0

(1.0)
1.0

(1.0)
1.0

(1.0)
1.0

(1.0)
1.0

(1.0)
1.0

(1.0)

その他

維持工事の施工実績
(道路部門のみ)

－

過去３年度以降の災害活動の実
態等(活動実績又は防災活動や支
援体制)

－

当年度の災害活動の実態(協定の
締結)

－

その他 選択

一般土木の（ ）書きは道路部門限定 0.0 (0.0) 0.0 (0.0) 0.0 (0.0) 1.0 (1.0) 1.0 (1.0) 1.0 (1.0) 0.0 (0.0) 0.0 (0.0) 0.0 (0.0)

簡易な技術提案
必

須
20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0

(-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

(-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5)

(-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

(-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0) (-3.0)

一般土木の（ ）書きは農業部門限定

一般土木の（ ）書きは道路部門限定

一般土木の（ ）書きは道路部門限定

施工能力評価型
舗装

大
項
目

中
項
目

小項目
0.8億未満

１型①

0.8億以上2.5億未満

Ⅰ型①
Ⅰ型②Ⅰ型② １型① Ⅰ型① Ⅰ型②

２．５億未満
施工能力評価型Ⅰ

２．５億未満
施工能力評価型Ⅰ

２．５億未満
施工能力評価型Ⅰ

２．５億以上
施工能力評価型Ⅰ

２．５億以上
施工能力評価型Ⅰ

２．５億以上
施工能力評価型Ⅰ

１型① Ⅰ型①

評価基準

施工能力評価型
一般土木(河川・道路)

施工能力評価型
一般土木（農業）評価項目

より同種性の高い工事において、監理技術者補佐又は
担当技術者として従事、又は同種性が認められる工事
において、監理（主任）技術者、特例監理技術者又は現
場代理人として従事

同種性が認められる工事において、監理技術者補佐又
は担当技術者として従事

過去10年度の北海道開発局発注
工事の監理（主任）技術者、特例
監理技術者又は現場代理人の成
績 （当該工事と同じ工事区分の任
意の１工事）

83点以上

－

74点以上75点未満

73点以上74点未満

72点以上73点未満

72点未満

82点以上83点未満

81点以上82点未満

80点以上81点未満

79点以上80点未満

78点以上79点未満

77点以上78点未満

76点以上77点未満

75点以上76点未満

－

過去４年度の北海道開発局長等
優良工事表彰の有無
※舗装工事については、舗装工事のみを加点対
象とする。

①局長表彰（同一事業部門限定）
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通大臣
賞

小計

企

業

過去15年度の同種工事実績
より同種性の高い工事実績あり

施工監理能力の確認（書面） 当該工事での留意事項 ３項目程度まで

同種性が認められる工事の実績あり

74点以上75点未満

73点以上74点未満

72点以上73点未満

過去２年度の北海道開発局長等優良
工事表彰の有無（２年度対象）及び工
事成績優秀企業認定の有無（１年度
対象）、北海道開発局i-Con奨励賞
（１年度対象）又は受賞決定日から2
年間の国土交通省インフラDX大賞
（旧：国土交通省i-Construction大賞
（２年度対象）を含む。）（※局長表
彰、旭川開発建設部長表彰、インフラ
DX大賞、i-Con奨励賞、i-Con大賞の
重複評価は行わない。工事成績優秀
企業認定のみ重複評価を行う。）
※北海道開発局発注工事に限る
※舗装工事については、舗装工事のみを加点対
象とする。

局長表彰（同一事業部門限定）

旭川開発建設部長表彰（同一事業部門限定）

北海道開発局i-Con奨励賞

国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大
賞「国土交通大臣賞」を含む。）※国土交通省インフラDX大
賞について、農業部門は除く。

国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大
賞「優秀賞」を含む。）※国土交通省インフラDX大賞につい
て、農業部門は除く。

工事成績優秀企業

指定団体の一定数以上の認定あり

主任(監理)技術者の資格
技術士を有している又は１級土木経験年数５年以上
工種区分に応じて資格を追加する

①旭川開発建設部長表彰(同一事業部門限定)
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通奨励
賞

上記以外

－

－

83点以上

77点以上78点未満

76点以上77点未満

75点以上76点未満

82点以上83点未満

81点以上82点未満

80点以上81点未満

79点以上80点未満

78点以上79点未満

72点未満

－

－

－

－

－

－
旭川開発建設部管内本店

道内本店

道内支店・営業所

過去10年度の近隣地域(開発建設
部内)での施工実績

あり

関連分野での技術開発実績（NETISへの登録）の有無
及び有用な新技術の当該工事への適用

舗装施工管理技術者（日本道路建
設業協会認定資格）の配置

１級×１＋２級×０．５

－

技能者の元請比率
元請比率=(元請の配置予定技能者数＋子
会社の配置予定技能者数)／全配置予定技
能者数

本支店、営業所の所在地

○○事務所管内本店

主要機械の元請比率

「情報化施工技術の活用ガイドライン」に基づき加点する。
（農業部門）

選択

小計

技
術
提
案
等

技

術

提

案

等

施工上の課題に対する考え方等

一般的事項のみの記載となっている

技術提案（段階選抜後）

高い効果が期待できる

効果が期待できる

一般的事項のみの記載となっている

技術提案

施工上の課題に対し、最も優位な効果が期待できる

施工上の課題に対し、優位な効果が期待できる

施工上の課題に対し、効果が期待できる

不適切ではないが、一般的事項のみの記載となっている

技術提案が不適切である

施工計画
施工計画が適切に記載されている
施工計画が不適切である

減

点

項

目

直近の措置

指名停止

必

須

施
工
能
力
等

過去15年度の同種工事の実績
同種性・立場

より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者、
特例監理技術者又は現場代理人として従事

過去2年度の北海道開発局発注の
全工事（舗装含む）成績の平均点
（2年度対象。ただし、2年度の実績がない場合
は4年度を対象。過去4年度の実績がない場合は6年度対
象。過去6年度の実績が無い場合は8年度。過去8年度の

実績が無い場合は10年度対象）
※舗装工事については、舗装工事のみの平均点とする。

技術提案（段階選抜時）

企

業

（
地

域

）

高い効果が期待できる

効果が期待できる

ヒ

ア

リ

ン

グ

ヒ

ア

リ

ン

グ

監理能力

十分な監理能力が確認できる

技

術

者

企

業

（
地

域

以

外

）

元請比率=（元請が保有している配置予定主
要機械数＋子会社が保有している配置予定
主要機械数＋元請が長期リースしている配
置予定主要機械数）／全配置予定主要機械
数

なし

・工事区分が「一般土木」について、当該工事区間または箇
所が年間維持除雪工事の区間内にある場合、その年間維
持除雪工事(工事区分「維持」)の施工実績が連続５年以上
・工事区分が「舗装」について、当該工事区間または箇所が
年間舗装維持工事の区間内にある場合、その年間舗装維
持工事(工事区分「維持」)の施工実績が連続５年以上

実績等が確認できること

防災協定が締結されている

一定の監理能力が期待できる

上記以外

施工計画の説明が適切である

施工計画の説明が不適切である

提案を十分に理解している

賃上げ未実施企業
賃上げを実施しなかった企業に対する減点措置
※技術提案評価型は「段階選抜後」に減点

－施工計画

技術提案に対する理解度 提案を理解している

上記以外

文書注意

口頭注意

修補請求
修補請求
（低入札工事であった場合は下段の点数）

技術者

賃上げの実施を表明した企業等を評価する。
必

須
2.0 2.0 2.0

合計

配

点

合

計

技術提案等 20.0

2.0 2.0 2.0 2.0（対前年度または前年比で、従業員に右記を表明している場合）

　※技術提案評価型は「段階選抜後」に加点

企業（地域）

企業 1.0 (1.0) 1.0 (1.0)

賃上げを実施する企業に対する加点措置 2.0 2.0

(-1.0) (-1.0) (-1.0)

1.0 (1.0)

20.0 20.0 20.0 20.0

(-1.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0)

(-1.5)(-1.5) (-1.5)(-1.5) (-1.5) (-1.5)

－

20.0

(-1.0)

20.0 20.0 20.0

(-1.5) (-1.5)

(-1.0) (-1.0)



旭川 2023年8月1日 入札公告から適用 施工計画重視型 配点表 (一般土木)

2.5未満
1.0以上
2.5未満

2.5以上
4.5未満

2.5以上
6.8未満

2.5未満
1.0以上
2.5未満

2.5以上
4.5未満

2.5以上
6.8未満

1.6未満
1.0以上
2.5未満

2.5以上
4.5未満

2.5以上
6.8未満

Ⅱ以下 Ⅲ以上 Ⅰ～Ⅲ Ⅰ～Ⅳ 難易度 Ⅱ以下 Ⅲ以上 Ⅰ～Ⅲ Ⅰ～Ⅳ 難易度 Ⅱ以下 Ⅱ以上 Ⅰ～Ⅲ Ⅰ～Ⅳ 難易度

配点 配点 配点

CPDへの取組 0.5 0.5 0.5

その他 選択

28.0 28.0 28.0

NETIS登録技術活用

登録基幹技能者

建設マスター

技能士

情報化施工技術活用
1.0

(1.0)

ＩＣＴの活用
（ＩＣＴ活用評価対象工事のみ）

その他

1.0 1.0 1.0 1.0

0.0 0.5 1.0 1.0 0.0 0.5 1.0 1.0 1.0

0.0 0.0 0.0

維持工事の施工実績
(道路部門のみ)

0.5

過去３年度以降の活動の実態等
(活動実績又は防災活動や支援体
制)

1.0 1.0 1.0

当年度の災害活動の実態(協定の
締結)

1.0 1.0 1.0

その他 選択

13.0 13.5 13.0(14.0)

簡易な技術提案

(-4.0) (-4.0) (-4.0)

一般土木の（ ）書きは農業部門限定

3.0

道路 農業

大
項
目

中
項
目

小項目

施工能力評価型Ⅰ型① 施工能力評価型Ⅰ型①

3.0

0.8 0.8

2.0

2.0

2.0

2.0

0.0 0.0 0.0

より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者、特例
監理技術者又は現場代理人として従事

より同種性の高い工事において、監理技術者補佐又は担当
技術者として従事、又は同種性が認められる工事において、
監理（主任）技術者、特例監理技術者又は現場代理人として
従事

評価項目

評価基準

河川

2.01.0 1.0 1.0

0.0 0.0

施工能力評価型Ⅰ型①

評価 評価 評価

0.0
同種性が認められる工事において、監理技術者補佐又は担
当技術者として従事

3.0

1.8

1.6

1.4

2.6

1.4

77点以上78点未満

76点以上77点未満

75点以上76点未満

82点以上83点未満

81点以上82点未満

80点以上81点未満

2.8

2.0

2.5
①旭川開発建設部長表彰(同一事業部門限定)
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通奨励賞

1.5 1.5 1.5

0.8

72点未満

3.0

74点以上75点未満 1.2 1.2 1.2

73点以上74点未満 1.0 1.0 1.0

72点以上73点未満

2.8

2.6

2.4

2.2

2.0

3.0

3.0

3.0

0.0(0.0)

20.0

14.0(15.0) 14.0(15.0) 14.0(15.0)

8.0(－) 8.0(－) 8.0(－)
6.0(5.0)

12.0(10.0)

3.0

6.0(5.0)

20.0(20.0)

0.0(0.0) 0.0(0.0)

3.0
3.0

3.0

6.0(5.0)

20.0(20.0)

20.0

20.0(20.0)

20.0

○○事務所管内本店

1.0

0.5

3.0

過去4年度の北海道開発局長等優
良工事表彰の有無

①局長表彰（同一事業部門限定）
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通大臣賞

2.5

2.5

2.5

0.5 0.5

施工監理能力の確認（書面）

当該工事での留意事項
３項目：1項目８点、２項目及ひ゛３項目各６点
１項の評価は、満点、０点の２段階評価
※(   )は、３項目：1項目１０点、２項目及ひ゛３項目各５点の
場合

上記以外

選
択

必
須

主任(監理)技術者の資格

技術士を有している又は１級土木経験年数５年以上
※２級が参加資格の場合は経験年数を省く
工種区分に応じて資格を追加する

指定団体の一定数以上の認定あり

12.0(10.0)

2.5

2.5

0.8 0.8 0.8

2.4

小計

企
業

過去15年度の同種工事実績
より同種性の高い工事実績あり

必
須

同種性が認められる工事の実績あり 0.0 0.0 0.0

過去2年度の北海道開発局発注の
全工事（舗装含む）成績の平均点（2
年度対象。ただし、2年度の実績がない場合
は4年度を対象。過去4年度の実績がない場
合は6年度対象。過去6年度の実績が無い場
合は8年度。過去8年度の実績が無い場合は
10年度対象）

登録基幹技能者等の配置
（登録基幹技能者等の活用対象工
事のみ）

優秀施工者国土交通
大臣顕彰者は表彰か
ら10年間、技能士は
特級、１級、単一等級
のみ加点

1.0

(1.0)

1.0

1.5
過去２年度の北海道開発局長等優良
工事表彰の有無（２年度対象）及び工
事成績優秀企業認定の有無（１年度対
象）、北海道開発局i-Con奨励賞（１年
度対象）又は受賞決定日から2年間の
国土交通省インフラDX大賞（旧：国土
交通省i-Construction大賞（２年度対
象）を含む。）（※局長表彰、旭川開発
建設部長表彰、インフラDX大賞、i-Con
奨励賞、i-Con大賞の重複評価は行わ
ない。工事成績優秀企業認定のみ重
複評価を行う。）
※北海道開発局発注工事に限る
※舗装工事については、舗装工事のみを加点対象
とする。

1.0

0.5

1.5

1.0

72点未満 0.0 0.0 0.0

3.0

81点以上82点未満

80点以上81点未満

2.8

83点以上 3.0

3.0

74点以上75点未満 1.2 1.2 1.2

73点以上74点未満 1.0 1.0 1.0

72点以上73点未満

旭川開発建設部管内本店 1.0
1.0

0.0

1.0
1.0

0.5

旭川開発建設部長表彰(同一事業部門限定) 1.0 1.0 1.0

工事成績優秀企業 0.5 0.5 0.5

2.0

1.5

2.0
国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大賞「国土
交通大臣賞」を含む。）※国土交通省インフラDX大賞について、農
業部門は除く。

国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大賞「優秀
賞」を含む。）※国土交通省インフラDX大賞について、農業部門は
除く。

0.5

1.5

1.0

技
術
提
案
等

技
術
提
案
等

施工上の課題に対する考え方等

施工計画
施工計画が適切に記載されている

施工計画が不適切である

技術提案（段階選抜時）

技術提案

施工上の課題に対し、最も優位な効果が期待できる

施工上の課題に対し、優位な効果が期待できる

技術提案（段階選抜後）

高い効果が期待できる

効果が期待できる

一般的事項のみの記載となっている

施
工
能
力
等

過去15年度の同種工事の実績
同種性・立場

必
須

2.0

過去10年度の北海道開発局発注
工事の監理（主任）技術者、特例監
理技術者又は現場代理人の成績
（当該工事と同じ工事区分の任意
の1工事）
※同一事業部門(道路部門のみ対象）の維持工事
（年間維持除雪等）の成績も評価とする

83点以上

企
業

（
地
域

）

本支店、営業所の所在地

過去10年度の近隣地域(開発建設
部内)での施工実績

79点以上80点未満

78点以上79点未満

77点以上78点未満

76点以上77点未満

75点以上76点未満

78点以上79点未満

技
術
者

2.4

2.2

関連分野での技術開発実績（NETISへの登録）がある、また
は有用な新技術の当該工事への適用

選
択

「情報化施工技術の活用ガイドライン」に基づき加点する。
（農業部門）

0.5道内本店 0.0

道内支店、営業所

1.0
1.0

1.0

0.0 0.5

あり

なし 0.0 0.0 0.0

0.0

上記以外

施工計画
施工計画の説明が適切である

施工計画の説明が不適切である

技術提案に対する理解度

提案を十分に理解している

提案を理解している

上記以外

0.5

実績等が確認できること 1.0 1.0 1.0

防災協定が締結されている 1.0 1.0 1.0

小計

・当該工事区間または箇所が年間維持除雪工事の区間内にある場
合、その年間維持除雪工事(工事区分「維持」)の施工実績が連続５
年以上

2.8

2.6

2.4

2.2

2.0

1.8

1.6

1.4

直近の措置

指名停止

文書注意 (-1.0) (-1.0) (-1.0)

口頭注意 (-0.5) (-0.5)

(-1.5)

(-1.5)

(-1.5)

(-1.5)

(-1.5)

必
須

(-4.0)

北海道開発局i-Con奨励賞

施工上の課題に対し、効果が期待できる

不適切ではないが、一般的事項のみの記載となっている

技術提案が不適切である

高い効果が期待できる

効果が期待できる

一般的事項のみの記載となっている

0.5

段階的選抜

必
須

ヒ
ア
リ
ン
グ

ヒ
ア
リ
ン
グ

監理能力

十分な監理能力が確認できる

一定の監理能力が期待できる

2.0

3.0

3.0

3.0

1.0

1.0 1.0

(1.0)1.0 1.0

2.6

0.0

1.0（1.0）

　※技術提案評価型は「段階選抜後」に加点

3.0 3.0 3.0（対前年度または前年比で、従業員に右記を表明している場合）

40.0 (41.0) 40.0 (42.0)

賃上げを実施する企業に対する加点措置

賃上げの実施を表明した企業等を評価する。
必
須

配
点
合
計

技術提案等

企業（地域） 4.0 4.0 4.0

合計 40.0 (41.0)

技術者 28.0 28.0 28.0

企業 8.0 (9.0)

減
点
項
目

賃上げ未実施企業
賃上げを実施しなかった企業に対する減点措置
※技術提案評価型は「段階選抜後」に減点

(-4.0)

(-0.5)
(-1.0)

(-1.0) (-1.0) (-1.0)

(-4.0)

修補請求
修補請求
（低入札工事であった場合は下段の点数）

(-1.5)

(-0.5)
(-1.0)

(-0.5)
(-1.0)

(-0.5)

企
業

（
地
域
以
外

）

12.0(10.0)

2.2

2.0

1.8

1.6

1.4

8.0 (9.0) 8.0 (10.0)

2.8

2.6

2.4

2.2

2.0

1.8

1.6

1.4

2.8

2.6

2.4

2.2

2.0

1.8

1.6

0.5

1.8

1.6

82点以上83点未満

79点以上80点未満

1.4

0.5

(1.0)

1.0

局長表彰(同一事業部門限定) 1.5

0.5

1.5

最大 最大 最大

最大 最大 最大



2.5未満
1.0以上
2.5未満

2.5以上
4.5未満

2.5以上
6.8未満

Ⅱ以下 Ⅲ以上 Ⅰ～Ⅲ Ⅰ～Ⅳ 難易度

配点

CPDへの取組 0.5

その他 選択

28.0

NETIS登録技術活用

登録基幹技能者

建設マスター

技能士

情報化施工技術活用
（有意義な技術があれば適用）

ＩＣＴの活用
（ＩＣＴ活用評価対象工事のみ）

その他

維持工事の施工実績
(道路部門のみ)

過去３年度以降の活動の実態等
(活動実績又は防災活動や支援体
制)

1.0

当年度の災害活動の実態(協定の
締結)

1.0

その他 選択

13.0

簡易な技術提案

(-4.0)

評価

評価項目

評価基準

鋼橋上部

大
項
目

中
項
目

小項目

施工能力評価型Ⅰ型①

3.0

2.6

2.4

2.2

2.0

1.8

1.6

より同種性の高い工事において、監理技術者補佐又は担当
技術者として従事、又は同種性が認められる工事において、
監理（主任）技術者、特例監理技術者又は現場代理人として
従事

1.0

同種性が認められる工事において、監理技術者補佐又は担
当技術者として従事

0.0

2.0

より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者、特例
監理技術者又は現場代理人として従事

必
須

2.0

83点以上 3.0

72点以上73点未満 0.8

過去10年度の北海道開発局発注
工事の監理（主任）技術者、特例監
理技術者又は現場代理人の成績
（当該工事と同じ工事区分の任意
の1工事）

72点未満 0.0

82点以上83点未満

81点以上82点未満

80点以上81点未満

79点以上80点未満

78点以上79点未満

77点以上78点未満

76点以上77点未満

75点以上76点未満

2.8

74点以上75点未満 1.2

73点以上74点未満 1.0

1.4

0.5道内工場※

20.0

0.0(0.0)

①旭川開発建設部長表彰(同一事業部門限定)
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通奨励賞

1.5

主任(監理)技術者の資格

技術士を有している又は１級土木経験年数５年以上
※２級が参加資格の場合は経験年数を省く
工種区分に応じて資格を追加する

指定団体の一定数以上の認定あり 0.5

6.0(5.0)

上記以外

過去4年度の北海道開発局長等優
良工事表彰の有無

①局長表彰（同一事業部門限定）
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通大臣賞

2.5

2.5

必
須

選
択

12.0(10.0)
施工監理能力の確認（書面）

当該工事での留意事項
３項目：1項目８点、２項目及ひ゛３項目各６点
１項の評価は、満点、０点の２段階評価
※(   )は、３項目：1項目１０点、２項目及ひ゛３項目各５点の
場合

北海道開発局i-Con奨励賞 0.5

国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大賞「優秀
賞」を含む。）※国土交通省インフラDX大賞について、農業部門は
除く。

1.0

0.5

1.5
国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大賞「国土
交通大臣賞」を含む。）※国土交通省インフラDX大賞について、農
業部門は除く。

登録基幹技能者等の配置
（登録基幹技能者等の活用対象工
事のみ）

優秀施工者国土交通
大臣顕彰者は表彰か
ら10年間、技能士は
特級、１級、単一等級
のみ加点

1.0

2.0

72点以上73点未満 0.8

同種性が認められる工事の実績あり 0.0

3.0
3.0

74点以上75点未満 1.2

73点以上74点未満

82点以上83点未満

81点以上82点未満

80点以上81点未満

79点以上80点未満

78点以上79点未満

77点以上78点未満

76点以上77点未満

75点以上76点未満

2.8

2.6

2.4

道内本店

1.0

NETIS登録技術の活用と重複加点はしない

1.0

工事成績優秀企業 0.5

1.0

関連分野での技術開発実績（NETISへの登録）がある、また
は有用な新技術の当該工事への適用

選
択

あり 1.0

なし

必
須

局長表彰(同一事業部門限定) 1.5

旭川開発建設部長表彰(同一事業部門限定)

83点以上

3.0

1.0

72点未満 0.0

賃上げを実施する企業に対する加点措置

賃上げの実施を表明した企業等を評価する。

過去10年度の近隣地域(開発建設
部内)での施工実績

施工上の課題に対する考え方等

施工計画
施工計画が適切に記載されている

1.0

1.0

0.0

小計

技術提案に対する理解度

施工計画

企
業

過去15年度の同種工事実績
より同種性の高い工事実績あり

過去２年度の北海道開発局長等優良
工事表彰の有無（２年度対象）及び工
事成績優秀企業認定の有無（１年度対
象）、北海道開発局i-Con奨励賞（１年
度対象）又は受賞決定日から2年間の
国土交通省インフラDX大賞（旧：国土
交通省i-Construction大賞（２年度対
象）を含む。）（※局長表彰、旭川開発
建設部長表彰、インフラDX大賞、i-Con
奨励賞、i-Con大賞の重複評価は行わ
ない。工事成績優秀企業認定のみ重
複評価を行う。）
※北海道開発局発注工事に限る

過去2年度の北海道開発局発注の
全工事（舗装含む）成績の平均点（2
年度対象。ただし、2年度の実績がない場合
は4年度を対象。過去4年度の実績がない場
合は6年度対象。過去6年度の実績が無い場
合は8年度。過去8年度の実績が無い場合は
10年度対象）

1.0

1.0

必
須

賃上げ未実施企業

道内支店営業所 0.0

1.0

20.0(20.0)

※　「工場」とは、過去１５年間に北海道開発局発注の鋼橋上部工事を元請けとして受注（共同企業体においては、出資率２０％以上のものに限る）し、製
作した実績を有する工事とする。なお、工事成績評定点が６５点未満のものを除く。

企業 9.0

企業（地域） 4.0

配
点
合
計

技術提案等

直近の措置

指名停止

文書注意 (-1.0)

口頭注意 (-0.5)

(-1.5)

(-1.5)

(-1.0)

ヒ
ア
リ
ン
グ

監理能力

必
須

3.0（対前年度または前年比で、従業員に右記を表明している場合）

　※技術提案評価型は「段階選抜後」に加点

減
点
項
目

旭川 2023年8月1日 入札公告から適用 施工計画重視型 配点表 (鋼橋上部)

合計 41.0

技術者 28.0

(-1.0)
修補請求

修補請求
（低入札工事であった場合は下段の点数）

(-0.5)

技術提案（段階選抜時）

高い効果が期待できる

効果が期待できる

一般的事項のみの記載となっている

技術提案（段階選抜後）

高い効果が期待できる

効果が期待できる

一般的事項のみの記載となっている

技術提案が不適切である

施工計画が不適切である

賃上げを実施しなかった企業に対する減点措置
※技術提案評価型は「段階選抜後」に減点

過去15年度の同種工事の実績
同種性・立場

技術提案

施工上の課題に対し、最も優位な効果が期待できる

施工上の課題に対し、優位な効果が期待できる

(-4.0)

2.2

2.0

1.8

1.6

1.4

十分な監理能力が確認できる

一定の監理能力が期待できる

上記以外

施工計画の説明が適切である

施工計画の説明が不適切である

提案を十分に理解している

提案を理解している

上記以外

段階的選抜

ヒ
ア
リ
ン
グ

本支店、営業所の所在地

小計

技
術
提
案
等

技
術
提
案
等

施
工
能
力
等

企
業

（
地
域
以
外

）

必
須

技
術
者

3.0

14.0(15.0)

8.0(－)

施工上の課題に対し、効果が期待できる

不適切ではないが、一般的事項のみの記載となっている

防災協定が締結されている

・当該工事区間または箇所が年間維持除雪工事の区間内にある場
合、その年間維持除雪工事(工事区分「維持」)の施工実績が連続５
年以上

実績等が確認できること

最大

最大



旭川 2023年8月1日 入札公告から適用 施工計画重視型 配点表 (営繕・電気・機械)

評価 配点 評価 配点 評価 配点 評価 配点

2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0

0.0 0.0 0.0 0.0

3.0 3.0 3.0 3.0

2.8 2.8 2.8 2.8

2.6 2.6 2.6 2.6

2.4 2.4 2.4 2.4

2.2 2.2 2.2 2.2

2.0 2.0 2.0 2.0

1.8 1.8 1.8 1.8

1.6 1.6 1.6 1.6

1.4 1.4 1.4 1.4

1.2 1.2 1.2 1.2

1.0 1.0 1.0 1.0

0.8 0.8 0.8 0.8

0.0 0.0 0.0 0.0

2.5 2.5 2.5 2.5

1.5 1.5 1.5 1.5

CPDへの取組 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

20.0(20.0) 20.0(20.0) 20.0(20.0) 20.0(20.0)

14.0(15.0) 14.0(15.0) 14.0(15.0) 14.0(15.0)

12.0(10.0) 12.0(10.0) 12.0(10.0) 12.0(10.0)

8.0(－) 8.0(－) 8.0(－) 8.0(－)

6.0(5.0) 6.0(5.0) 6.0(5.0) 6.0(5.0)

0.0(0.0) 0.0(0.0) 0.0(0.0) 0.0(0.0)

その他 選択

28.0 28.0 28.0 28.0

3.0 3.0 3.0 3.0

0.0 0.0 0.0 0.0

3.0 3.0 3.0 3.0

2.8 2.8 2.8 2.8

2.6 2.6 2.6 2.6

2.4 2.4 2.4 2.4

2.2 2.2 2.2 2.2

2.0 2.0 2.0 2.0

1.8 1.8 1.8 1.8

1.6 1.6 1.6 1.6

1.4 1.4 1.4 1.4

1.2 1.2 1.2 1.2

1.0 1.0 1.0 1.0

0.8 0.8 0.8 0.8

0.0 0.0 0.0 0.0

2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0

0.5 0.5 0.5 0.5

2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 1.0

NETIS登録技術活用

登録基幹技能者 － 1.0 1.0 －

建設マスター － 1.0 1.0 －

技能士 － 0.5 0.5 －

情報化施工技術活用
（有意義な技術があれば適用）

その他

1.0

1.0 1.0 1.0

0.0 0.5 0.5 0.5

0.0 0.0 0.0

1.0 1.0 1.0 1.0

0.0 0.0 0.0 0.0

過去３年度以降の活動の実態等(活動
実績又は防災活動や支援体制)

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

当年度の災害活動の実態(協定の
締結)

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

その他 選択

11.0 12.0 12.0 11.0

簡易な技術提案

(-1.5) (-1.5) (-1.5) (-1.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

(-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5)

(-0.5) (-0.5) (-0.5) (-0.5)

(-1.0) (-1.0) (-1.0) (-1.0)

(-4.0) (-4.0) (-4.0) (-4.0) (-4.0) (-4.0) (-4.0) (-4.0)

2.5
①旭川開発建設部長表彰(同一事業部門限定)
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通奨励賞

過去4年度の北海道開発局長等優
良工事表彰の有無

①局長表彰（同一事業部門限定）
②海外インフラプロジェクト優秀技術者　国土交通大臣賞

20.0

関連分野での技術開発実績（NETISへの登録）がある、または有用な
新技術の当該工事への適用

過去2年度の北海道開発局発注の
全工事（舗装含む）成績の平均点（2
年度対象。ただし、2年度の実績がない場合
は4年度を対象。過去4年度の実績がない場
合は6年度対象。過去6年度の実績が無い場
合は8年度。過去8年度の実績が無い場合は
10年度対象）

3.0過去15年度の同種工事実績
より同種性の高い工事実績あり

必
須

2.0

3.0

旭川開発建設部長表彰(同一事業部門限定)

北海道開発局i-Con奨励賞

国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大賞「国土交通大臣
賞」を含む。）※国土交通省インフラDX大賞について、農業部門は除く。

国土交通省インフラDX大賞（旧：国土交通i-Construction大賞「優秀賞」を含
む。）※国土交通省インフラDX大賞について、農業部門は除く。

73点以上74点未満

72点以上73点未満

72点未満

必
須

過去15年度の同種工事の実績
同種性・立場

修補請求
修補請求
（低入札工事であった場合は下段の点数）

一般的事項のみの記載となっている

技術提案（段階選抜後）

監理能力

減
点
項
目

必
須

施工計画の説明が適切である

登録基幹技能者等の配置
（登録基幹技能者等の活用対象工
事のみ）

優秀施工者国
土交通大臣顕
彰者は表彰か
ら10年間、技
能士は特級、
１級、単一等
級のみ加点

1.0－

1.0

過去10年度の近隣地域(開発建設
部内)での施工実績

本支店、営業所の所在地

技術提案に対する理解度

企
業

企
業

（
地
域

）

道内支店・営業所

技
術
者

合計

小計

賃上げ未実施企業

施工計画
施工計画の説明が不適切である

施工上の課題に対し、優位な効果が期待できる

施工上の課題に対し、効果が期待できる

不適切ではないが、一般的事項のみの記載となっている

一般的事項のみの記載となっている

高い効果が期待できる

効果が期待できる

技術提案等

技
術
提
案
等

ヒ
ア
リ
ン
グ

施工上の課題に対する考え方等

高い効果が期待できる

施工上の課題に対し、最も優位な効果が期待できる

一定の監理能力が期待できる

施工計画が適切に記載されている

直近の措置

指名停止

文書注意

道内本店

20.0

3.0

施工計画重視型

機械

施工能力評価型Ⅰ型①

2.0

3.0

2.5

施工計画重視型

電気（電気通信工事）

施工能力評価型Ⅰ型①

2.0

3.0

2.5

20.0

3.0

20.0

3.0

上記以外

指定団体の一定数以上の認定あり

主任(監理)技術者の資格

営繕：１級建築士又は１級建築施工管理技士等の経験年数5年以上（電気：１級電気施工
管理技士等、管：１級管施工管理技士等）
電気・通信・機械：技術士を有している又は1級土木経験年数5年以上
※2級が参加資格の場合は経験年数を省く
工種区分に応じて資格を追加する

施工計画重視型

電気（電気工事）

施工能力評価型Ⅰ型①

2.0

施工監理能力の確認（書面）

当該工事での留意事項
３項目：1項目８点、２項目及ひ゛３項目各６点
１項の評価は、満点、０点の２段階評価
※(   )は、３項目：1項目１０点、２項目及ひ゛３項目各５点の場合

2.5

評価項目

評価基準

過去10年度の北海道開発局発注
工事の監理（主任）技術者、特例監
理技術者又は現場代理人の成績
（当該工事と同じ工事区分の任意
の1工事）

大
項
目

中
項
目

施工能力評価型Ⅰ型①

営繕

施工計画重視型

小項目

2.0

3.0

40.0

28.0

(-1.5)

(-1.0)

(-1.5)

(-1.0)

3.0

あり

なし

提案を理解している

必
須

口頭注意

39.0

8.0

3.0

1.0

(-1.5)

3.0

40.0

選
択

必
須

旭川開発建設部管内本店

実績等が確認できること

技術提案が不適切である

効果が期待できる

上記以外

段階的選抜

技術提案

技
術
提
案
等

ヒ
ア
リ
ン
グ

施工計画

施
工
能
力
等

小計

十分な監理能力が確認できる

旭川開発建設部管内本支店営業所

防災協定が締結されている

3.0

2.0

9.0

28.0

3.0

1.0

(-1.5)

2.0

9.0

1.0 1.0 1.0

1.0

賃上げを実施する企業に対する加点措置
必
須

賃上げの実施を表明した企業等を評価する。
（対前年度または前年比で、従業員に右記を表明している場合）
　※技術提案評価型は「段階選抜後」に加点

(-1.0)

3.0

配
点
合
計

企業（地域）

企業

技術者

8.0

28.0

賃上げを実施しなかった企業に対する減点措置
※技術提案評価型は「段階選抜後」に減点

28.0

(-1.0)

3.0 3.0

39.0

3.0 3.0

－1.0

3.0

2.0

1.0

企
業

（
地
域
以
外

）

提案を十分に理解している

上記以外

施工計画が不適切である

技術提案（段階選抜時）

3.0
同種性が認められる工事の実績あり

過去２年度の北海道開発局長等優良
工事表彰の有無（２年度対象）及び工
事成績優秀企業認定の有無（１年度対
象）、北海道開発局i-Con奨励賞（１年
度対象）又は受賞決定日から2年間の
国土交通省インフラDX大賞（旧：国土
交通省i-Construction大賞（２年度対
象）を含む。）（※局長表彰、旭川開発
建設部長表彰、インフラDX大賞、i-Con
奨励賞、i-Con大賞の重複評価は行わ
ない。工事成績優秀企業認定のみ重
複評価を行う。）
※北海道開発局発注工事に限る

局長表彰(同一事業部門限定)

NETIS登録技術の活用と重複加点はしない
選
択

81点以上82点未満

80点以上81点未満

79点以上80点未満

78点以上79点未満

77点以上78点未満

76点以上77点未満

75点以上76点未満

74点以上75点未満

より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者、特例監理技術
者又は現場代理人として従事

より同種性の高い工事において、監理技術者補佐又は担当技術者と
して従事、又は同種性が認められる工事において、監理（主任）技術
者、特例監理技術者又は現場代理人として従事

同種性が認められる工事において、監理技術者補佐又は担当技術者
として従事

83点以上

82点以上83点未満

81点以上82点未満

80点以上81点未満

79点以上80点未満

78点以上79点未満

77点以上78点未満

76点以上77点未満

75点以上76点未満

74点以上75点未満

73点以上74点未満

72点以上73点未満

72点未満

83点以上

82点以上83点未満

最大 最大 最大 最大

最大 最大


